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本報告書では、平成 25年度精算レート表に基づく、以下に示す 2014年 3月時点での外貨
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活動の様子（パプアニューギニア）No.１ 

  
ごみ量ごみ質聞き取り調査 

（2013 年 7 月） 
ごみ量ごみ質調査の実施 

（2013 年 8 月） 

 

 

 

ごみ量ごみ質調査に関する記事 
（2013 年 9 月） 

中間レビュー調査団による 
バルニ処分場視察（2013 年 9 月） 

  
バルニ処分場に関する C/P の 

プレゼンテーション（2013 年 10 月） 
C/P によるバルニ処分場改善に関する 

説明（2013 年 10 月） 



 
大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 

廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 
 

 

ii 
 

活動の様子（パプアニューギニア）No.２ 

 

 
 

天野史郎氏とウェストピッカー 
（2013 年 10 月） 

バルニ処分場視察イベントに関する記事

（2013 年 10 月） 

  
 
 
 
 
 
 

3R ロゴコンクールの入賞者 
（2014 年 2 月） 

C/P によるタイムアンドモーション調査の

プレゼンテーション（2014 年 2 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショップでのグループ討論 
（2014 年 2 月） 

Faafetai 氏によるワークショップの 
総括（2014 年 2 月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第 3 回 JCC 会議の開催（2014 年 2 月）  第 3 回 JCC 会議の参加者（2014 年 2 月）) 
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活動の様子（ソロモン）No.３ 

  
ごみ量ごみ質調査報告書の 

発表セレモニー（2013 年 8 月） 
エコスクールプログラムワークショップ

（2013 年 9 月） 

 

 

ワークショップでの JOCV による 
コンポスト指導（2013 年 9 月） 

ワークショップのフォローアップ活動、 
学校訪問（2013 年 10 月） 

  
収集パイロットプロジェクトの 
住民説明会（2013 年 8 月） 

収集パイロットプロジェクトで 
設置された看板（2013 年 7 月） 

  
収集パイロットプロジェクトの開始 

（2014 年 2 月） 
収集パイロットプロジェクトへの 

コミュニティの参加（2014 年 2 月） 
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C/P とのラナディ処分場の視察 
（2013 年 8 月） 

ラナディ処分場でのゲート設置 
（2013 年 12 月） 

  
C/P とのごみ収集視察 

（2013 年 7 月） 
月例ホニアラ C/P 会議 

（2013 年 7 月） 

  

ギゾでのエコスクールプログラム 
ワークショップの開催（2013 年 10 月） 

ギゾの学校で作成されたごみを再利用した

アートクラフト（2014 年 2 月） 

 

 

C/P とのギゾ処分場の視察 
（2013 年 10 月） 

ギゾでの車両用 3R ステッカーの配布 
（2013 年 11 月） 
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活動の様子（バヌアツ）No.５ 

  
パイロットプロジェクト実施前の様子‐

中央市場のごみ（2013 年 8 月） 
パイロットプロジェクト実施前の様子‐

Freswota 市場（2013 年 8 月） 

  
ルーガンビル処分場で 

レンタルされた重機（2013 年 8 月） 
ルーガンビルでのごみ量ごみ質調査の実施

（2013 年 8 月） 

  
Wan Smol Bag（NGO）との協議 

（2013 年 8 月） 
Wan Smol Bag（NGO）と C/P による中央市場

の啓発活動実施（2013 年 9 月） 

  
Wan Smol Bag（NGO）と C/P による中央市場

の啓発活動実施（2013 年 9 月） 
市場コンポストパイロット 

プロジェクトの開始（2013 年 10 月） 
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中央市場でのごみ分別（2013 年 11 月）  C/P による Freswota 市場でのごみ排出の 
モニタリング（2013 年 11 月） 

  

Vanuatu Direct Farm でのコンポスト 
（2014 年 2 月） 

ルーガンビルでの第 3 回 JCC 会議 
（2014 年 2 月） 

  

第 3 回 JCC 会議の参加者 
（2014 年 2 月） 

第 3 回 JCC 会議における処分場視察 
（2014 年 2 月） 

  

ごみ減量化政策に関する 
ワークショップ（2014 年 2 月） 

ごみ減量化政策に関する 
グループ討論（2014 年 2 月） 
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活動の様子（サモア）No.７ 

  
J-PRISM ステアリングコミッティー への 

参加（2013 年 9 月） 
C/P とのバイアアタ処分場視察 

（2013 年 9 月） 

  
タファイガタ処分場での 

ウェイブリッジの運用（2013 年 9 月） 
ウェイブリッジを管理する C/P 

（2013 年 9 月） 

  
粗大ごみ排出用の収集点の設置 

（2013 年 10 月） 
粗大ごみの収集点 
（2013 年 10 月） 

  

C/P とごみの日（2013 年 10 月） C/P による学校での啓発活動 
（2013 年 10 月） 
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活動の様子（サモア）No.８ 

  

処分場でのコンポスト 
（2013 年 9 月） 

処分場でのコンポスト 
（2013 年 9 月） 

  

処分場でのごみ分別 
（2014 年 1 月） 

処分場インターナルロードの様子（降雨後）

（2014 年 1 月） 
  

処分場の浸出水池 
（2014 年 1 月） 

処分場の浸出水の排水管 
（2014 年 1 月） 

  

パイロットプロジェクトの 
収集トラック（2014 年 2 月） 

パイロットプロジェクトでの 
粗大ごみの収集（2014 年 2 月） 
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本業務の対象地域 

 
  

 
 

ポートモレスビー

ポートビラ

ホニアラ

ギゾ

ルーガンビル

レナケル

アピア

バイアタ

タファイガタ

パプアニューギニア国
ソロモン国

バヌアツ国 サモア国
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序章 業務の背景 

1.1 はじめに 

1997 年に開催された第 1 回日本大洋州諸島フォーラム首脳会議（以下、「PALM」）におい

て、大洋州諸国（以下、「PIC」）の廃棄物管理セクターに対する日本からの支援の重要性が

提起された。その後 3 年ごとに開かれた会議の中で、この決定を実行に移すイニチアチブが

取られた。2000 年より国際協力機構（以下、「JICA」）は太平洋地域環境計画(以下、「SPREP」)
と地域内及び 2 国間レベルで緊密に連携しながら、専門家派遣、地域廃棄物管理戦略の策定、

機材提供や研修等、PIC における廃棄物管理改善に取り組んできた。第 5 回 PALM を受け、

図 1 に示す大洋州地域廃棄物管理改善支援プロジェクト（以下、「J-PRISM」）が形成された。

本プロジェクトは 2011 年 2 月に開始し、2016 年 2 月まで継続される予定である。 

 

出所：静脈物流管理ワークショップ（2012 年 9 月、フィジー）での J-PRISM 発表資料を基に作成 

図 1  PIC における廃棄物管理分野の支援フロー 
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1.2 J-PRISM 地域レベルの概要及び目的 

J-PRISM の上位目標は、図 2 に示すように、太平州地域において自立発展的な廃棄物管理

が促進されることである。 

 
出所: J-PRISM プロジェクト PDM 

図 2 プロジェクトの上位目標、および目標 

SPREP および JICA は大洋州地域廃棄物管理戦略（2010―2015）（以下、「RS2010」）を策定

し、 廃棄物管理セクターにおける優先分野を特定した。これらの優先分野を考慮して

J-PRISM の地域レベルの成果（regional outputs）が決定された。5 つの成果および RS2010 にお

ける優先分野との関連性を表 1 に整理する。 

表 1  J-PRISM 地域レベルの成果 
J-PRISM 地域レベルの成果 RS2010 における優先分野 

成果 1: 研修やワークショップを通して、廃棄物管理におけ

る人的能力が強化される 
5. 能力向上 

成果 2: 環礁における廃棄物管理の選択肢が調査される 2-2 廃棄物の処理 

成果 3: 標準化廃棄物監査プログラムが開発される (同上) 

成果 4: PIC における地域間ネットワークが強化される 7. 方針、計画、実行 

成果 5: 地域レベルでの RS2010 -2015 モニタリングシステ

ムが確立される 
(*) RS2010 のモニタリングシ

ステム 

出所：J-PRISM 地域レベルにおけるプロジェクト・デザイン・マトリクス（PDM） 

 

プロジェクト目標 

    
大洋州地域廃棄物管理戦略の実施
を通して、大洋州地域における自
立発展的な廃棄物管理のための人
材および制度基盤が強化される。
（2010－2015）（RS2010） 

上位目標 (各国共通) 

自立発展的な廃棄物管理が促進され
る。 
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1.3 JICA 専門家チーム 

J-PRISM プロジェクトの活動は、本プロジェクトの対象である PIC 11 か国の C/P と、派遣

された専門家との協働で実施された。 

本プロジェクトの JICA チーフアドバイザーはサモアに常駐し、アシスタントチーフアド

バイザーを務めた地域専門家および日本から派遣された 2 名の JICA プロジェクトコーディ

ネーターがプロジェクト運営を支援した。2011 年のプロジェクト開始から 2013 年までの期

間中、JICA は 6 名の短期専門家を大洋州地域に派遣し、各専門家はチーフアドバイザーのも

と、対象 11 か国のうち各自が担当する国についての活動を行った。短期専門家 A および E
は PNG、ソロモンおよびバヌアツを担当した。なお、サモアにおける活動はプロジェクト

オフィスが直接受け持った。 

JICA 専門家チーム（以下、「JET」）として派遣された本専門家は、大洋州諸島のうち PNG、
ソロモン、バヌアツ及びサモアの 4 か国におけるプロジェクト活動を担当した。 

地域レベルの成果に加え、11 か国それぞれが独自の成果を設定されている。図 3 に各国

における成果と、各国が選定したプロジェクトの対象都市および各市の人口と廃棄物発生

予測量を示す。各国における PDM の詳細は本報告書の添付資料を参照されたい。 

 

出所：J-PRISM 資料及び JICA 専門家チーム概要 

図 3 本業務対象 PIC4 か国における成果 

これらの成果から明らかなように、まず埋立て施設の改善、次にごみ減量化に重点が置

かれている。PNG においては、廃棄物管理計画が成果の一つに設定されている。 

 
「パ」国 ポートモレスビー(318,128人, 160 t/日)
1. 既存の廃棄物処分場の施設と運営管理状況が改善される
2. ポートモレスビーのごみ収集が改善される
3. ポートモレスビー（首都区）の廃棄物管理に係る計画策定能

力及びモニタリング実施能力が向上される

「バ」国 ポートビラ (144,040人, 22 t/日)
ルーガンビラ(13,397人, 7 t/日)
レネカル(11,500人., 6 t/日)

1. 都市部とその周辺での廃棄物量がごみ減量化の活動により減少する
2. 既存の処分場(ブッファ、ルーガンビル）が改善される
3. 国・地方自治体の廃棄物管理に関する能力が向上する

「ソ」国 ホニアラ (64,609人, 32 t/日)
ギゾ(6,154人, 3 t/日)

1. ホニアラとギゾで3R活動が実践される
2. 既存のホニアラ処分場とギゾ処分場の廃棄物処分システムが改善される
3. 「ソ」国において廃棄物管理に係る学びや経験が広められる

サモア国 アピア (40,407 人, 20 t/d)
1. 都市部においてごみ減量化が実践される
2. タファイガタ、バイアアタ処分場において処分場運営管

理能力が向上する
3. 準好気性衛生埋立地処分場運営に関する研修プログラ

ムが開発される
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1.4 プロジェクト組織 

プロジェクトの実施体制を図 4 に示す。ステアリングコミッティーは PIC11 か国それぞれ

のメンバーから構成され、会議は年に一度開催された。国レベルのプロジェクト活動は合

同調整委員会（以下、「JCC」）、カウンターパート（以下、「C/P」）、そして JICA 専門家によ

り実施された。 

JCC は、プロジェクトの年間活動計画の策定、プロジェクト進捗のレビュー及びプロジェ

クト実施中に生じた課題についての意見交換等を行った。JICA 専門家チームは National Project 
Director 及びプロジェクトオフィスの指示にもとづき、4 か国それぞれの C/P と協働で本プロ

ジェクトを実施した。 

 
出所: J-PRISM 協議議事録（R/D） 

図 4 J-PRISM プロジェクトの組織体制 

 

1.5 成果品 

本業務の中で、JICA 専門家チームは下記の報告書を作成し、JICA 及び C/P 機関へ提出した。  
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(1) 業務実施計画書 

対象 4 カ国（PNG、ソロモン、バヌアツ、サモア）の業務実施計画書を作成した。業務の背

景、現地調査スケジュール、実施方針、現状の理解、C/P の構成等を本計画書の内容とした。 

業務実施計画書は対象 4 か国の C/P 機関、JICA 事務所/支所、プロジェクトオフィスにて提

出した（PNG、ソロモン、バヌアツは 2013 年 7～8 月に提出、サモアは 2013 年 9 月に提出）。

J-PRISM の進捗に関する共通理解を醸成すると共に、J-PRISM の対象とする C/P の再確認も行

った。 

 (2) 現地業務結果報告書 

対象 4 カ国（PNG、ソロモン、バヌアツ、サモア）の現地業務結果報告書を作成した。2014
年 2 月に各国の C/P 機関、JICA 事務所/支所、プロジェクトオフィスに提出した。現地調査

における活動内容や提言等をまとめた。関連する添付資料として、JICA 短期専門家の支援

の下、本業務期間中に C/P が作成した報告書、プレゼンテーション資料、調査結果、設計図

面等を加えた。 

 (3) 専門家業務完了報告書 

対象 4 カ国（PNG、ソロモン、バヌアツ、サモア）の専門家業務完了報告書を作成し、2014
年 3 月に JICA へ提出した。JICA 専門家チームの現地業務費実績も加え、取りまとめた。 

1.6 現地業務費実績 

本業務の中で対象 4 カ国において使用した現地業務費実績の概算を下表に示す。なお、JICA
契約では対象国間の航空賃も一般業務費として計上されているが、ここでは国内交通費の

みを計算した。 

表 2 現地業務費実績の概算 

 PNG ソロモン バヌアツ サモア

(Kina) (SBD) (Vatu) (Tala)
傭人費 945.00 23,744.50 201,500.00 0.00
車両関連費 23,246.73 280,575.00 621.00
会議室使用料 0.00 0.00 0.00 0.00
消耗品費 0.00 0.00 0.00 0.00
旅費・交通費 0.00 14,528.00 229,100.00 0.00
通信・運搬費 1,230.00 5,450.00 27,550.00 460.00
資料等作成費 500.00 1,090.00 0.00 0.00
雑費 9,822.33 16,901.00 154,039.00 222.00
合計（現地通貨） 35,744.06 61,713.50 892,764.00 1,303.00
換算レート 40.178 14.093 1.075 45.04
合計（日本円） ¥1,436,000 ¥869,000 ¥959,000 ¥58,000

¥3,322,000合計金額
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A パプアニューギニア 

A-1 事業実施の概要 

1.1 プロジェクト構成員と業務実施期間 

JICA 専門家チームは表 3 に示す 4 名で構成されている。 

表 3  JICA 専門家チーム 

氏名  

1 リアド・マハムード 業務主任/廃棄物管理 E（PNG、サモア、バヌアツ） 

2 阿部浩 廃棄物管理 A1（ソロモン）/処分場運営・改善（PNG、ソロモン） 

3 長田顕泰 廃棄物管理 A2（ソロモン） 

4 荒井隆俊 廃棄物管理 E2（バヌアツ） 

 
リアド・マハムード専門家および阿部浩専門家は、表 4 に示すスケジュールで PNG に派遣

された。 

表 4  PNG における JET の派遣日程 

氏名 職名 2013 2014 

9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 9 月 10 月 

リアド・マハム

ード 

SWM-E (13) (14)  (14)   (7) (6)  

阿部 浩 SWM-A1  (12)  (14)  (15) (18)  

注: 括弧内の数字は派遣日数を示す。 

2 名の専門家の合計派遣日数は 112 日間である。  

プロジェクトオフィスは、業務期間中にアシスタントチーフアドバイザーである Faafetai 氏
を 3 回、また築地淳専門家を 2 回 PMG に派遣したことは特筆すべきことである。 

上記派遣期間に本業務に直接的に関わった C/P は以下である。 

 

 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

7 
 

表 5  C/P リスト（PNG） 

名前 組織 タイトル 備考 

Gunther Juko DEC Secretary プロジェクトダイレクター 

Joshua Sam WMD, NCDC Acting Manager プロジェクトマネージャー 

Janet Haua WMD, NCDC Senior Waste Management Officer プロジェクトコーディネーター 

Simeon Terina WMD, NCDC Senior Waste Management Officer 成果 1 担当 

John Navara WMD, NCDC Senior Waste Management Officer 成果 2 担当 

Ronnie Ranu WMD, NCDC Senior Waste Management Officer 成果 3 担当 

Vivianne Morofa WMD, NCDC Waste Management Officer  

Kupil Alau WMD, NCDC Waste Management Officer  

Nanai Raja WMD, NCDC Waste Management Officer  

Walter Aukleya WMD, NCDC Waste Management Officer  

Paul Wisi WMD, NCDC Waste Management Officer  

Joseph Kaupa WMD, NCDC Supervisor 処分場担当 

Sneka WMD, NCDC Supervisor  

1.2 業務結果のまとめ 

本業務の実施期間はプロジェクトの第 3 年度（2013 年 4 月から 2014 年 3 月まで）と同時期

となった。当該年度における主要な活動、また活動に対する JET からの支援は以下のとおり。 

(1) バルニ処分場の改善計画は C/P およびプロジェクトエンジニアにより完了し、関連法案

および見積もりも作成された（活動 1-2） 

(2) 環境許認可（活動 1－3）が DEC より発行され、バルニ処分場における改善作業の準備

を行った 

(3) バルニ処分場の運営管理マニュアルの項目を C/P、現在の運営委託業者及び JET で協議

し、マニュアルを作成した（活動 1－5） 

(4) 地表水の水質検査のためのサンプルをバルニ処分場および処分場の下流で採取し、分析

を行った（活動 1－6） 

(5) その他関連活動：バルニ処分場でのウェイストピッカーの人数、民族的背景、及び処分

場敷地内に住むウェイストピッカー等についての調査など 
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(6) バルニ処分場にて運搬車両の調査も実施された 

(7) 将来のサイト拡張のため、C/P はバルニ処分場に直接隣接した土地の所有権を購入する

ための手続きを開始した。 

(8) C/P は商業ごみ、家庭ごみ両方を対象としたタイムアンドモーション調査を実施した。

調査結果を分析し、収集業者も招いたワークショップを開催した。 

(9) 学校 3R パイロットプロジェクトにおいて、生徒を対象にした３R ロゴコンテストを実

施した 

(10) 家庭ごみ及び商業ごみを対象としたごみ調査を 2013 年 7 月から 8 月にかけて実施した。 

(11) NCDC 廃棄物管理計画の目次案が作成された 

(12) 中間レビュー調査団の支援 

中間レビュー調査団は 2013 年 9 月に PNG を訪問し、C/P との面談や会議、また施設の視

察などを行った。JET 専門家は会議や施設の視察などの際に中間レビュー評価調査団を

補佐した。 

(13) メディアを活用した住民意識啓発が今年開始され、プロジェクトに関する最初のプレ

スリリース（ごみ調査について）、JICA PNG 事務所が調整した PNG の高官によるバルニ

処分場への視察、そしてニュースレター第 1 号の発行などが行われた。  

1.3 活動記録 

廃棄物専門家が 112 日間の派遣期間中に実施した活動を表 6 に示す。 

表 6  PNG における派遣期間中の主要な活動 

No. 日付 活動 

PNG における第 1 次派遣（SWM 専門家 E） 

1 2013/7/20 ポートモレスビー着 

2 2013/7/21  資料及びデータ整理 

3 2013/7/22  C/P との会議 
 JICA PNG 事務所と会議 

4 2013/7/23 (祝日) 

 Mr. Faafetai 及び築地氏との団内会議 

5 2013/7/24  バルニ処分場へ現場視察 
 Engineering Division の Ravu Frank との会議 
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No. 日付 活動 

6 2013/7/25  C/P チーム会議 

7 2013/7/26  DEC、Acting Director である Gunther Jock 氏との会議 
 サンプル地区でのごみ量・ごみ質調査の視察 

8 2013/7/27  NCD WMD オフィスにて資料及びデータの整理 

9 2013/7/28  資料及びデータの整理 

10 2013/7/29  バルニ処分場のウェイストピッカー代表とオフィスにて会議 

11 2013/7/30  バルニ処分場運営業務委託者との会議 
 C/P 会議 
 ごみ量・ごみ質調査活動の視察 

12 2013/7/31  PNG リサイクル業者との会議 
 Acting City Manager である Leslie 氏との会議 
 NCDC の財務顧問／会計監査役 Augustine Ravi 氏との会議 

13 2013/8/1  C/P チーム会議 
 JICA PNG 事務所へ報告 

14 2013/8/2  PNG 出発 

13 2013/9/22  アピア出発 

PNG における第 2 次派遣（SWM 専門家 E 及び A1） 

1 2013/8/26  ポートモレスビー着（リアド及び阿部） 

3 2013/8/27  C/P と個別会議 
 JICA PNG オフィスへの報告 

4 2013/8/28  バルニ処分場視察 

5 2013/8/31  実施中のごみ量・ごみ質調査の視察 

6 2013/9/1  資料及びデータ整理 

7 2013/9/2  処分場グループとの会議 
 実施中のごみ量・ごみ質調査の視察 

8 2013/9/3  ウェイストピッカーについて Goilala 基金と協議 
 ごみ量・ごみ質調査の視察 
 NDCD 財務顧問である Augustine Ravi 氏との会議 

9 2013/9/4  ごみ調査の視察 
 C/P と個別会議 
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No. 日付 活動 

10 2013/9/5  C/P の３R パイロットプロジェクトグループとの会議 
 NDCD の教育サービス部門との会議 
 中間レビュー（MTR）調査団との会議 

11 2013/9/6  中間レビュー調査団のバルニ処分場視察に同行 

12 2013/9/7  JICA PNG 事務所への報告 

13 2013/9/8  中間レビュー調査団との会議 
 SWM 専門家 A1（阿部）ポートモレスビー出発 

14 2013/9/9  SWM 専門家 E （リアド）ポートモレスビー出発 

PNG における第 3 次派遣（SWM 専門家 E 及び A1） 

1 2013/10/13  SWM 専門家 E 及び A1 ポートモレスビー着 
 チーフアドバイザー及び JICA PNG 事務所所長との会議 

2 2013/10/14  WMD 部長代理 Acting WMD manager との会議 
 成果１担当の C/P との会議 
 市政代行官 Acting City Manager との会議 

3 2013/10/15  JICA PNG 事務所が主催のバルニ処分場でのイベントへの参加 

4 2013/10/16  C/P チーム会議 
 チーフアドバイザーとの会議 

5 2013/10/17  C/P の処分場設計チームとの会議 
 JICA PNG 事務所への報告 

6 2013/10/18  バルニ処分場オペレータの Kana Construction との会議 
 ごみ量・ごみ質調査担当 C/P との会議 
 ウェイストピッカー調査担当 C/P との会議 

7 2013/10/19  C/P と収集及び収集業者について協議 

8 2013/10/20  資料及びデータ整理 

9 2013/10/21  WMD 部長代理との会議 
 キャパシティアセスメント評価についてスーパーバイザーと

協議 

10 2013/10/22  バルニ処分場訪問 
 Sustainable Coastlines, NGO, NZ との会議 

11 2013/10/23  Kiui Samba Contractors (収集委託業者)との会議 

12 2013/10/24  C/P との個別会議 
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No. 日付 活動 

 JICA PNG 事務所への報告 

13 2013/10/25  SWM 専門家 E 及び A1 ポートモレスビー出発 

PNG における第 4 次派遣（SWM 専門家 A1） 

1 2013/12/1  SWM 専門家 A1 ポートモレスビー着 

2 2013/12/2  C/P 会議 
 JICA PNG 事務所との会議 

3 2013/12/3  ３R ロゴコンクール及びタイムアンドモーション調査につい

て C/P との個別会議 

4 2013/12/4  C/P 会議 

5 2013/12/5  1 月の活動スケジュールについて C/P との会議 

6 2013/12/6  バルニ処分場訪問 

7 2013/12/7  資料及びデータ整理 
 Faafetai 氏及び築地氏との団内会議 

8 2013/12/8  資料及びデータ整理 

9 2013/12/9  C/P 処分場グループとの協議 

10 2013/12/10  C/P 処分場グループとの協議 

11 2013/12/11  C/P 及び処分場オペレータとの会議 

12 2013/12/12  バルニ処分場訪問 

13 2013/12/13  カウターパート会議 
 Reporting to JICA PNG Office 

14 2013/12/14  SWM 専門家 A1 ポートモレスビー発 

PNG における第 5 次派遣（SWM 専門家 A1 及び E） 

1 2014/1/12  SWM 専門家 A1 ポートモレスビー着 

2 2014/1/13  C/P 会議 
 JICA PNG 会議 

3 2014/1/14  バルニ処分場について C/P 会議 

4 2014/1/15  水質検査について NARI と会議 

5 2014/1/16  水質検査サンプリング場所確定のためバルニ処分場訪問 

6 2014/1/17  処分場搬入車両調査及び水質調査の準備 
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No. 日付 活動 

7 2014/1/18  資料及びデータ整理 

8 2014/1/19  SWM 専門家 E ポートモレスビー着 
 資料及びデータ整理／団内会議 

9 2014/1/20  JCC 会議準備のための C/P 会議 
 JICA PNG 事務所との会議 

10 2014/1/21  処分場運搬車両調査の視察 
 DEC 書記代行と JICA PNG 事務所にて会議 

11 2014/1/22  処分場搬入車両調査の視察 
 UN WOMEN と市場ごみのコンポスト化の可能性について協議 
 C/P チーム会議 

12 2014/1/23  水質検査サンプリング視察 
 タイムアンドモーション調査結果分析について C/P 会議 
 JICA PNG 事務所への報告 

13 2014/1/24  SWM 専門家 E ポートモレスビー出発 
 バルニ処分場調査のフォローアップ 

14 2014/1/25  バルニ処分場で再開した搬入車両調査 
 C/P 個別会議 

15 2014/1/26  SWM 専門家 A1 搭乗予定の飛行機がキャンセル 

16 2014/1/27  WMD 会議に出席 

17 2014/1/28  SWM 専門家 A1 ポートモレスビーを出発 

PNG における第 6 次派遣（SWM 専門家 E） 

1 2014/2/24  SWM 専門家 E ポートモレスビー着 
 JICA PNG 事務所での会議 

2 2014/2/25  収集委託業者対象ワークショップ 

3 2014/2/26  C/P との協議及び第 3 回 JCC 会議の準備 

4 2014/2/27  第 3 回 JCC 会議 

5 2014/2/28  JICA PNG 事務所への報告 

6 2014/3/1  ポートモレスビー出発 
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1.4 業務実施の方法 

PNG における業務実施期間中、JET は下記の方針に基づき作業した。 

(1) プロジェクト活動への直接的関与を通して C/P の能力向上を図るという J-PRISM の原

則を維持する。本業務期間中、C/P は JET からアドバイスやコメントを受けながら以下

の主要タスクを自分たちで実行する。 
1. バルニ最終処分場改善計画の設計、BOQ および見積もり作成 
2. バルニ最終処分場改善計画の環境許可書申請書の作成、提出及びフォローアップ 
3. 運営管理マニュアルの制作 
4. ウェイストピッカー調査の実施 
5. 搬入車両調査の実施 
6. タイムアンドモーション調査の実施、データ分析及び報告書の作成 
7. タイムアンドモーション調査結果に基づいた収集委託業者との協議 
8. ３R パイロットプロジェクトの計画策定、学校とステークホルダーへの訪問、及

びロゴコンクールの開催 
9. ごみ調査の実施とデータ分析 
10. バルニ処分場でのイベント（2013 年 10 月 15 日）、新聞、ラジオ放送と TV 放送に

おける説明と発表資料。説明するテーマはポートモレスビーにおける廃棄物管理

全般について、バルニ処分場改善計画、ごみ調査及びタイムアンドモーション調

査を含む。 
(2) 作業は C/P と同じオフィスで行う 
(3) ステークホルダーとの現場視察や会議は基本的に C/P との協働で行う 
(4) C/P と個別および複数での定期的な協議を行う 
(5) C/P の通常業務への支障が出ないよう、限られた業務期間を最大限に活用する 
(6) 活動および協議の個人記録を管理する 
(7) JICA PNG 事務所及びプロジェクトオフィスへ定期的な報告を行う 
(8) 文化および作業環境の理解に努める 
(9) C/P に対し現実的かつ適切な提案、助言そしてガイダンスを提供する 
(10) 根気強く、寛容であり続ける 
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A-2. 業務実施の詳細 

2.1 プロジェクト成果と活動 

2.1.1 活動計画 

活動計画（以下、「PO」）は、2013 年 9 月に中間レビュー調査団から提示された提言に基づ

き修正がくわえられ、2014 年 2 月に PNG の C/P に承認された。 

PO は以下のように要約できる。 

 

 

成果と活動 指標 

成果 1 廃棄物最終処分場の施設と運営管理状況が改善される 

1-1 バルニ最終処分場の現地調査を実施

する 
1-2 バルニ最終処分場改善のための作業

計画を作成する 
1-3 環境許可証を取得するための申請プ

ロセスに着手する 
1-4 バルニ最終処分場改善のための改善

1-1 バルニ処分場改善計画が策定され実施さ

れる 
1-2 運営管理マニュアルが作成され実施され

る 
 
 
 

プロジェクトの成果および関連する活動- PNG 

 

 

プロジェクト目標 

 [PNG] 
 

1. ４名の専門家（教官）が SPREP インベ
ントリーに登録される 

2. 埋立て処分場管理／ごみ収集が廃棄物
管理計画に基づき改善される 

 
大洋州地域廃棄物管理戦略の実施を通
して、大洋州地域における自立発展的な
廃棄物管理のための人材および制度基
盤が強化される。（2010－2015）（RS2010） 

 

指標 

自立発展的な廃棄物管理が促進され

 

1. 今後要検討 

 

指標 

 

上位目標 (各国共通) 
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作業を行う 
1-5 バルニ埋立て処分場の運営管理マニ

ュアルを作成する 
1-6 水質モニタリングシステムを確立す

る 
1-7 運営管理者向けの研修を行う 
1-8 改善されたバルニ最終埋め立て処分

場の運営管理をモニタリングすると

ともに効率性を評価する 

成果 2 ポートモレスビーのごみ収集が改善される 

2-1 タイムアンドモーション調査を行う

ための調査計画を作成する 
2-2 タイムアンドモーション調査を実施

する 
2-3 調査結果を分析し報告書を作成する 
2-4 民間ごみ収集業者に委託するための

規則を改定する 
2-5 全ての収集委託業者に対する研修を

行う 
2-6 定期的なモニタリングと評価を行う 

2-1 収集率が 70%に改善される 
2-2 苦情の件数が 30%減少される 
2-3 タイムアンドモーション調査が NCDC 自

身により年 1 回実施される 

成果 3 ポートモレスビー（首都区）の廃棄物管理に係わる計画策定能力及びモニタリン

グ実施能力が向上される 
3-1 ３R 推進計画を策定する 
3-2 ごみ量・ごみ質調査の調査計画を作

成する 
3-3 ごみ量・ごみ質調査を実施する 
3-4 調査結果を分析し報告書を作成する 
3-5 ポートモレスビーの廃棄物管理計画

を作成する 
3-6 DEC 及びポートモレスビー首都区庁

によって廃棄物管理計画が承認され

る 
3-7 廃棄物管理計画を実施に移しモニタ

リングする 

3-1 廃棄物管理計画が作成され承認される 
3-2 廃棄物管理の予算が確保され 2015年の支

出額が分析される 
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2.1.2 活動計画の進捗 

各活動の状況と本業務期間内の進捗を以下に述べる。 

成果 1：廃棄物最終処分場の施設と運営管理状況が改善される 

1-1 バルニ最終処分場の現地調査を実施する 

担当 C/P は基本設計を作成し、必要なプロジェクト費用と資材の検討を行った。承認さ

れた基本設計は、過去に作成された以前の概念設計を修正したものである。NCDC は加

えて隣接する 4 区画についても処分場用地として取得手続きを始めている。詳細は添付

資料 A-1 参照。 

1-2 バルニ最終処分場改善のための作業計画を作成する 

バルニ処分場の現地調査は前年度に実施し、報告書を NCDC に提出済みである。しかし、

地質情報が不足しているため、コンサルタント会社に対し該当する情報の再提出を要求

するレターを送付したところである。 

1-3 環境許可証を取得するための申請プロセスに着手する 

C/P 間における協議後、プロジェクトチーフアドバイザーは 2011 年 4 月 DEC に対し書面

にて、改善という作業の性質を勘案し、EIA プロセスの簡素化（レベルの引き下げ）の

要求を行った。DEC はこの要求を承諾し、2011 年 6 月 26 日、本プロジェクトを Level 3
（Category 21.1）から Level 2B（Category 11.3）へレベルを引き下げることを正式に決定し

た。これに伴い、EIA は必要ではなくなった。しかし、NCDC は環境中にごみを排出する

ための環境許可証の申請は必要と判断し、当該作業を本年度中に実施した。環境許可証

は 2013 年 12 月に DEC より発行された。 

1-4 バルニ最終処分場改善のための改善作業を行う 

本業務実施期間中、NCDC の提案する委託業者と、運営及び改善作業を 3 年間の契約で

実施することについての協議を行った。2013 年 10 月 15 日開催予定のバルニ処分場訪問

イベントの前にサイトコンディションを改善するため、予備改善作業を実施した。敷地

の入口付近を平地にし、この地域及び敷地までの搬入道路沿いに放置されていた鉄くず

を除去した。 

ウェイストピッカーの予備調査として、敷地内に住んでいる及び活動しているウェイス

トピッカーの人数と、彼らのグループ構成の調査を開始した。ウェイストピッカーの数

人との協議を行い、改善の目的について説明した。この作業は改善作業の進捗に合わせ

続けられる予定である。 

搬入車両調査を実施した。調査結果を添付資料 A-2 にまとめる。 
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1-5 バルニ埋立て処分場の運営管理マニュアルを作成する 

衛生埋立処分場の運営管理における必須事項をプロジェクトチーム内で協議するとと

もに、運営管理者とも話し合った。現在、詳細な運営管理マニュアルを作成中である。

運営管理の内容は添付資料 A-3 に記載。  

1-6 水質モニタリングシステムを確立する 

雨季の間（2014 年 1 月及び 2 月）に地表水のサンプルを敷地の下流地域から採取した。

検査結果は分析後、処分場改善作業と運営改善の効果についてのモニタリングのベース

ラインとなる。地下水モニタリングのために 2011 年から 2012 年に作られた観測井は、

すでにごみで埋まっていたため、再チェックする必要がある。 

水質検査と分析の結果は添付資料 A-4 に記載。 

1-7 運営管理者向けの研修を行う 

運営必要事項に関する予備協議を実施した。作業が実際に開始され、提案業者／運営管

理者との契約手続きが終了次第、現場研修を実施する。 

1-8 改善されたバルニ最終埋め立て処分場の運営管理をモニタリングするとともに効率性

を評価する 

改善作業は 3 年間かけてフェーズごとに実施される。改善された埋め立て処分場の運営

はフェーズごとのスケジュールに応じてモニタリングされる。また、本プロジェクト中

に実施されるよう、第 1 フェーズの改善作業の終了とともに運営開始される予定であ

る。 

成果２： ポートモレスビーのごみ収集が改善される 

2-1 タイムアンドモーション調査を行うための調査計画を作成する 

NCDC によると本活動は完了している。 

2-2 タイムアンドモーション調査を実施する 

家庭ごみ及び商業ごみの収集についてのタイムアンドモーション調査を本年度中に実

施した。全ての WMD 職員が本調査業務に参加した。  

2-3 調査結果を分析し報告書を作成する 

2011 年に終了したタイムアンドモーション調査の報告書案を作成しレビューを行った。

現在は最終化の作業中である。今年の調査データの分析は終了し、報告書のドラフトが

作成された。C/P は本調査の実施、データの入力および分析に大変な労力を費やした。

C/P は最終報告書作成にはさらなる努力が必要であることを理解している。2013 年に実

施されたタイムアンドモーション調査の予備分析結果を追加資料５に示す。 

2-4 民間ごみ収集業者に委託するための規則を改定する 
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本年度はこの活動は実施しなかった。 

2-5 全ての収集委託業者に対する研修を行う 

タイムアンドモーション調査の分析結果に基づき、多数のオペレータを対象としたワー

クショップを開催し、協議を行った。ワークショップ概要報告書を添付資料 A-6 に示す。 

2-6 定期的なモニタリングと評価を行う 

本年度はこの活動は実施しなかった。 

成果３ ：ポートモレスビー（首都区）の廃棄物管理に係わる計画策定能力及びモニタリン

グ実施能力が向上される 

3-1 ３R 推進計画を策定する 

本年度、プロジェクトチームはこの活動を活動計画に組み込んだ。学校における３R パ

イロットプロジェクトは、教育関係当局との計画および学校選定の確認のための会議か

ら始まり、３R 推進のための学校での会議、そして３R ロゴコンクールなどを行った。

本パイロットプロジェクトは、次年度も実施される。 

プロジェクトチームはまた、市場の野菜ごみを使ったコンポストパイロットプロジェク

トの実施について検討を始めた。プロジェクトチームは現在、コンポスト化のための場

所（おそらくバルニ処分場内）の確保とともに、コンポスト製品のエンドユーザーの確

保に取り組んでいる。これらの準備を進める際、チームは UN Women の市場の環境改善

活動をフォローし、市場において野菜ごみの分別や必要な容器とスペースなどを改善す

るプログラムについて助言する予定である。 

3-2 ごみ量・ごみ質調査の調査計画を作成する 

本活動は完了している。 

3-3 ごみ量・ごみ質調査を実施する 

2011 年に実施されたごみ量・ごみ質調査の報告書はまだ完成していない。本プロジェク

トチームは、本年度中に新たにごみ量ごみ質調査を実施し、結果をまとめた。 

バルニ処分場の搬入ごみの調査は 2014 年 1 月に実施された。 

3-4 調査結果を分析し報告書を作成する 

C/P が 2011 年に実施したごみ量・ごみ質調査の結果を分析し、報告書案を作成した。2013
年に実施したごみ量・ごみ質調査結果に関しても C/P が分析を行った。これらの分析結

果と報告書案に対し、専門家がレビューを実施した。報告書は作成中となっている。 

3-5 ポートモレスビーの廃棄物管理計画を作成する 

本活動はこれまでも進みが遅く、予定よりも 1 年遅れているにもかかわらず、C/P は次

年度に計画を作成する意向である。現在 C/P チームは、専門家の作成した目次案（添付
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資料 A-6 参照）のレビューを行っている。 

3-6 DEC 及びポートモレスビー首都区庁によって廃棄物管理計画が承認される 

プロジェクトチームは 2014 年 10 月までに計画案を作成し、2014 年末までにステークホ

ルダーとの協議を何度か実施する意向である。その後、計画の承認のため来年早々DEC
及び NCDC の幹部に提出する予定である。 

3-7 廃棄物管理計画を実施に移しモニタリングする 

上述のとおり、チームの目標は次年度中にポートモレスビーの廃棄物管理計画が承認さ

れ、2015 年から実施されることである。これは本プロジェクトの最終年次と同時期とな

る。 

2.2 中間レビュー調査団からの提言 

JICA が結成した中間レビュー調査団（MTRT）は 2013 年 8 月から 9 月に PNG を訪問し、現地

視察、C/P とのインタビュー及びプロジェクト資料とデータのレビューを行った。 

2.2.1 プロジェクト成果達成度の評価 

中間レビュー報告書では、3 つの成果のそれぞれの達成度は表 7 のとおりに評価されている。 

表 7 成果の中間レビュー評価 

成果 達成度 記述 

成果１：廃棄物最終処分場の施

設と運営管理状況が改善される 
C いくつかの活動の遅れが成果の達成に影

響し始めた。プロジェクト期間中に本成

果を達成するためには、かなりの労力が

必要である。 

成果２：ポートモレスビーのご

み収集が改善される 
B/C  

成果３：ポートモレスビー（首

都区）の廃棄物管理に係わる計

画策定能力及びモニタリング実

施能力が向上される 

B いくつかの活動で若干の遅れがみられる

ものの、特に困難なく挽回されるものと

考えられる。現時点ではまだ進捗が指標

の変更に反映されていない。 

出所：中間レビュー報告書、2013 年 9 月 

報告書は C/P にも配布されており、本報告書では内容についてこれ以上の詳述はしない。  
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2.2.2 プロジェクトおよび C/P への中間レビュー調査団からの提言 

中間レビュー報告書で示されたプロジェクト（実施機関及び JICA 専門家）に対する提言に

ついて、C/P と協議を行った。C/P は提言を受け入れ、それぞれの提言に対する対処方針を

表 8 のようにまとめた。 

表 8 中間レビュー調査団からの提言と C/P の対策 

No. 中間レビュー調査団から 
プロジェクトへの提言 対策 

1 PDM 及び PO の指標を修正すること C/P が提言をレビューし、PDM 及び PO の

指標について修正を行った 

2 プロジェクトの遅れを取り戻すためにレ

ビューを行い、必要な、そして／または

追加の投入を行うこと 

上級職員がより積極的にプロジェクト活

動に携わっていくこととする 

3 JICA 専門家派遣期間をより頻繁に、より

長い期間カバーすること：C/P は JICA 専

門家の継続的な訪問を、細かく分割して

より長い期間カバーできるようにしてほ

しいと要求している 

C/P が JICA に対して PNG における JICA 専

門家の派遣期間の延長を検討するよう要

求する 

4 PMU の組織体制を維持すること 本業務期間中に上級職員を含めた幹部の

変更が 2 回あった。NCDC はこれらの変更

をPMU体制とその責務に反映させること

とする。 

5 2013 年 10 月のバルニ処分場での上層部

による訪問において、市民の意識啓発の

機会を最大活用すること 

これはすでに完了している。訪問の後も、

C/P は最低 2 回の TV インタビュー行い、

バルニ処分場改善計画及び廃棄物管理全

体について説明した。 

6 ウェイストピッカーとの対話を強化し、

コンセンサスを構築すること：ウェイス

トピッカーに処分場で何が行われ、それ

が彼らにどう影響するか説明することは

重要となる。全ての関係者が受容できる、

またウェイストピッカーの状況、環境そ

して社会サービスを向上するための活動

を含む枠組みが形成されるべきである。 

プロジェクト実施に伴い、対話も進めて

いく。 

NCDC はウェイストピッカーに対してで

きることを検討することとする。 

NCDC は委託業者のウェイストピッカー

との公約の管理と調整を行うこととす

る。 

7 3R 活動の促進に、清掃活動または廃棄物 C/P は３R 活動に多くのステークホルダ
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No. 中間レビュー調査団から 
プロジェクトへの提言 対策 

管理に関心のある民間セクター及び／ま

たは NGO を巻き込むこと 
ーを巻き込む意向である  

8 WMD スーパーバイザーのプロジェクト

への関与を強化し、関連する活動に組み

込むこと 

スーパーバイザーは調査の実施にすでに

関与している 

9 SPREP、JICA PNG 事務所及び JICA 本部を

JCC に招待すること（可能であればビデ

オ会議にて） 

C/P はこれらの機関の参加を歓迎する 

出所：中間レビュー調査報告書からの提言、および 2014 年 1 月 22 日に開催された C/P 会議で協

議された対策 

2.2.3 PDM 変更の提案 

中間レビュー調査団より PDM 及び PO、特に評価指標に対する修正点が提示された。特に指

標についてはできるだけ定量的数値を取り入れるよう推奨された。これを受け C/P と協議

（2014 年 1 月 22 日開催の C/P 会議にて）し、修正が受け入れられた。 

修正後の PDM 及び PO を添付資料 A-9 示す。 

2.3 第 3 回 JCC 会議の開催 

第 3 回 JCC 会議は 2014 年 2 月 27 日に開催された。JCC 会議の議事録は添付資料 A-10 として

添付している。 

2.4 キャパシティアセスメント（個人） 

C/P には 2 つの様式を配布した。一つは各自の責務と J-PRISM プロジェクトへの期待を記入

する様式 1、もう一つは、廃棄物管理のカテゴリーとサブカテゴリーごとに各自の能力を評

価する様式 2 である。ここでは C/P 7 人の回答についての分析を行う。 

C/P が J-PRISM プロジェクトを通して取得を期待する能力の例を、以下に示す（文章は C/P
によるもの）。 

 計画策定、開発及び運営において、ふさわしい廃棄物管理担当職員となること 

 収集効率とごみ収集にかかる時間の改善 

 家庭ごみが発生源で分別される 
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 個人、社会及び政府と、全てのコミュニティレベルによる参加が達成される 

 メディア活用の最大化 

 ごみ量・ごみ質調査の研修で得たデータの収集、整理及び分析と報告書の作成 

 ステークホルダーコミュニケーションスキル及び廃棄物管理の知識の取得 

 建設計画と施工の基礎知識 

 国における J-PRISM の意義を完全に理解する 

 新しい 3R の概念の適用は問題にはならないだろう 

 廃棄物管理活動の報告は問題ない 

 埋立て処分場管理の考えを理解する 

C/P の挙げたプロジェクトへの期待におけるキーワードは、計画策定、運営改善、コミュニ

ケーションと市民の意識、調査、３R、埋立処分場の建設と運営、そして J-PRISM の PNG で

の完全適用である。 

表 9 に廃棄物管理カテゴリー及びサブカテゴリー項目（様式２）を示す。 

表 9 キャパシティアセスメント項目（個人） 
大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 

1. 方針 固形廃棄物の定

義 
固形廃棄物の定義およびごみの品目について理解して

いる 
廃棄物管理計画 廃棄物管理に関連する方針を明確に理解している 
関連法令・規則 既存の廃棄物関連法令とその内容について知っている 
環境影響評価 EIA 関連法規制に基づき、環境影響評価の手順を明確に

理解している 
2. 管理 財務 廃棄物管理関係歳入・歳出（収集費用、燃料費、維持

費用および処分場の管理費用）とその内訳を知ってい

る 
収集費用 収集費の設定の基礎を理解している（費用設定方法、

額、収集方法等） 
処分場ごみ処理

費（チッピングフ

ィー） 

チッピングフィー設定の基礎を理解している（チッピ

ングフィー設定方法、額、収集方法） 

組織体制 廃棄物管理に係わる中央政府及び地方政府機関と、そ

の責務を知っている 
職務の分掌 自分の組織における廃棄物管理に係わる職務および責

務を理解している 
廃棄物管理における自分の職務と責務を理解している 

3. 現状分析 調査 住宅から排出される廃棄物の調査の経験がある 
商業ごみの調査の経験がある 
埋立地に搬入されるごみの調査経験がある 
収集量を把握するための調査を実施できる 
収集作業のタイムアンドモーション調査の経験がある 
市民の意識調査を実施した経験がある 
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
データ分析と 
報告書作成 

調査データを分析し SWM 運営状況を評価することがで

きる、また計画を策定できる 
4. 収集 収集サービスの

範囲 
現在の収集対象地域と収集サービス対象人口を理解し

ている 
サービスプラン 収集サービスの計画づくりができる（方法、収集場所、

収集容器の種類、頻度、トラックの種類、意識啓発プ

ログラム） 
委託契約 収集サービスの契約内容を明確に理解している 

収集業者の監督 監督者に収集の監視に係わる任務を課すことができる 
監督の現場作業および報告を監視できる 

5. 最終処分 処分場の設計 処分場設計の基礎を理解している 
必要な処分場施設を知っている 
処分場の設計ができる 

埋立て手法 埋立て地への搬入ごみ量を知っている（ごみの品目ご

との量、車両台数、到着時刻等） 
処分場の運営および維持管理計画を策定できる 
処分場の運営と維持管理のモニターと改善を行うこと

ができる 
現在の処分場の閉鎖計画を策定することができる 

浸出水 浸出水とは何か、また処分場における問題点を理解し

ている 
水質 浸出水及び埋立地の地下水について、COD、pH などの

水質のモニタリングができる 
ウェイストピッ

カーの管理 
ウェイストピッカーの管理方法を知っている（ウェイ

ストピッカーの人数、収集品目、処分場内で生活して

いるウェイストピッカー等） 
EIA 新規処分場の EIA 調査項目を知っている 

6. 3Rs 定義 リデュース、リユース、リサイクル（リカバリー）の

違いを理解している 
PIC に関係のある、４つ目の R であるリターンについて

理解している 
PNG におけるリ

サイクル活動 
PNG で発生する資源化ごみの品目を把握している 
どの資源化ごみが PNG 国内でリサイクルされているか

把握している 
国外に輸出されている資源化ごみとその量を把握して

いる 
PNG 国内で操業している民間のリサイクル業者を把握

している 
リサイクル調査を実施することができる 

7. 住民意識 メッセージ 廃棄物管理に関する住民意識の向上のために、なぜ、

どのようなメッセージを発信するべきか理解している 

ツール メディア、キャンペーン、広告、リーフレット、ニュ

ースレター等、住民啓発活動に活用できるツールを知

っている 
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
実施 意識啓発／３R プログラムのアクションプランを策定

できる 
廃棄物管理に係わる意識啓発および３R プログラム用

の資料を作成することができる 
廃棄物管理に係わる学校教育プログラムを実施した経

験がある 
コミュニティ向け意識向上プログラムを実施した経験

がある 
廃棄物管理に係わる一般の苦情に対応した経験がある 

8. 個人のス

キル 
態度 勤務態度は良く、職務に適したものである 

リーダーシップ 廃棄物管理においてリーダーシップを発揮できる 

知識と能力 廃棄物管理についての豊富な知識と経験を有している 
意識 廃棄物管理について、さらに学びたい 
コミュニケーシ

ョン 
上司、同僚および部下と、報告書、会議、E メール、ま

たプレゼンテーション等を通してコミュニケーション

をとることができる 

個人のキャパシティーアセスメントは個別に行ったが、参考に C/P の全体の評価点を図 5 に

整理した。  
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  (a) 廃棄物管理カテゴリーごとの評価点 

 

(b) サブカテゴリーごとの評価点 
図 5 自己評価点数の合計 
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廃棄物管理カテゴリーを見ると、8 項目のうち 7 項目においては、最低点が 70 点を若干下

回るだけで、C/P は高い自己評価をしていることがわかった。しかし最終処分では自己評価

はわずか 50%を上回るのみの結果となり、この分野における取組の必要性が浮き彫りとなっ

た。全体として、C/P はごみ収集セクターや個人のスキル及び管理において自分たちの能力

を比較的高く評価していることがわかった。  

廃棄物管理サブカテゴリーでは、C/P 全員が“収集：委託業者の監督”で最も高い評価をし

ており、次いで“個人のスキル：意識”及び“個人のスキル：コミュニケーション”とい

う結果となった。最も低い評価となったのは“最終処分：水質”であり、“最終処分手法”、

“埋立て処分場の設計”及び“EIA”など同じカテゴリーの他の活動についてはそれをわず

かにでは上回る評価点数となった。 
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A-3. 結論及び提言 

3.1 業務期間中における達成度評価 

表 10 に、各活動における JICA 専門家チーム（JET）および C/P による投入の評価結果をま

とめる。 

表 10 各活動における JET による投入の評価結果 
 

成果 
活動 
内容 
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成果 1：廃棄物最終処分場の施設と運営管理状況が改善される 
1-1 バルニ最終処分場の現地調査を実施する 
N/A            
1-2 バルニ最終処分場改善のための作業計画を作成する 
担当 C/P が基本設計を作成し、必要なプロジェ

クトコスト及び資材の検討を行った。JET はこ

れを支援した。 
○          ◎ 

1-3 環境許可証を取得するための申請プロセスに着手する 
C/P チームは環境許可申請書を作成し、DEC に

より許可証が発行された。JET はこれを支援し

た。 
○ ◎   ◎ 

      

1-4 バルニ最終処分場改善のための改善作業を行う 
改善作業の準備として、C/P は搬入車両調査と

ウェイストピッカー調査を実施した。JET はこ

れを支援した。 
○       ○  ◎  

1-5 バルニ埋立て処分場の運営管理マニュアルを作成する 
運営管理マニュアルは C/P 及び JET により作成

された。  ◎          

1-6 水質モニタリングシステムを確立する 
JET は、サンプル取得と分析調査を NARI に委託

した。この業務は JET 及び C/P の監督のもと実

施された。 
○    ◎     ◎  

1-7 運営管理者向けの研修を行う 
N/A            
1-8 改善されたバルニ最終埋め立て処分場の運営管理をモニタリングするとともに効率性

を評価する 
N/A            
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成果２： ポートモレスビーのごみ収集が改善される 
2-1 タイムアンドモーション調査を行うための調査計画を作成する 
N/A            
2-2 タイムアンドモーション調査を実施する 
C/P は、JET からの助言を得ながらタイムアンド

モーション調査を実行した。 ○   ○ ◎ ◎ ○  ○ ○  

2-3 調査結果を分析し報告書を作成する 
C/P は、JET の支援のもとタイムアンドモーショ

ン調査結果の分析を行った。 
    

◎ ◎ 
     

2-4 民間ごみ収集業者に委託するための規則を改定する 
N/A            
2-5 全ての収集委託業者に対する研修を行う 
C/P は、JET の支援のもの収集委託業者を対象と

したワークショップを開き、タイムアンドモー

ション調査結果のレビューを行った。 

   ◎ 
○ ○ 

  ○   

2-6 定期的なモニタリングと評価を行う 
N/A            
成果３ ：ポートモレスビー（首都区）の廃棄物管理に係わる計画策定能力及びモニタリ

ング実施能力が向上される 
3-1 ３R 推進計画を策定する 
C/P は３R ロゴコンクールを開催し、学校やその

他のステークホルダーへの訪問を行った。JET
は適宜助言した。 

   ◎   ○  ○   

3-2 ごみ量・ごみ質調査の調査計画を作成する 
N/A            
3-3 ごみ量・ごみ質調査を実施する 
C/Pは、JETからの助言及び財政支援を得ながら、

ごみ質・ごみ量調査を実施した。     ◎ ◎      

3-4 調査結果を分析し報告書を作成する 
C/P は 2011 年に実施されたごみ調査の報告書ド

ラフトを作成した。JET はこれをレビューし、

コメントした。 
    ◎       

3-5 ポートモレスビーの廃棄物管理計画を作成する 
JET はポートモレスビー廃棄物管理計画の目次

案を作成し、現在 C/P が内容を照査している。 
  

◎ 
        

3-6 DEC 及びポートモレスビー首都区庁によって廃棄物管理計画が承認される 
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N/A            
3-7 廃棄物管理計画を実施に移しモニタリングする 
N/A            
備考： 

(1) 表中の N/A は本業務期間内で活動が行われなかったことを示す。 
(2) 表中の ◎ は主な役割を担った C/P、○は該当の活動に対しサポートを行った C/P を示す。 

3.2 教訓 

プロジェクト実施を通して得られた教訓を以下にまとめる。: 

(1) 主要な C/P 機関であり、J-PRISM のプロジェクトマネージャーを務めていた WMD の幹部

が本業務期間に 2 度交代になった。こうした頻繁な交代があったものの、J-PRISM の成

果１～３のそれぞれに廃棄物管理課職員の責任者を配置することで、プロジェクトの

円滑な活動を行うことができた。各成果に対し C/P からリーダーを配置することはプロ

ジェクトの活動を進めるうえで有効な手段となりうる。 

(2) 2013 年 11 月に日本で実施された福岡方式処分場の研修に、バルニ処分場を担当する C/P
が参加した。同 C/P は研修前にも既にバルニ処分場の設計に携わっていたため、日本で

の処分場の設計等の研修内容を十分活用し、帰国後の活動に繋げることができている。

研修を実施する際には適切な人材の選定が鍵となる。 

(3) WMD は基本的に全てのごみ収集及び処分場運営を業務委託しており、モニタリングと

監督が WMD の責務である。プロジェクトでのごみ量・ごみ質調査とタイムアンドモー

ション調査の実施を通して、C/P は運営側と運営に係る課題を深く理解するようになっ

た。これは今後の適正なモニタリングにつながるものと考えられる。 

(4) 業務期間中、C/P の活動はメディアを通じて何度も紹介された。メディアを活用して一

般市民に働きかけることは廃棄物管理の理解向上に非常に役立ち、プロジェクトチー

ムが学んでいくべき効果的なツールであると言える。 

(5) 本業務において全ての上級職員がプロジェクト調査へ直接関与することができた。上

級職員の巻き込みは C/P 全員がこのプロジェクト活動から学ぼうとする姿勢を示して

おり、プロジェクト運営の一つの重要な鍵になると考えられる。  
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3.3 提言 

ポートモレスビーにおいて廃棄物管理セクターに従事するのは簡単な事ではない。セキュ

リティーの問題、ごみの野焼き、厳格なモニタリングを要する民間の委託業者、廃棄物管

理の意識のない公共機関や、その他多くの要素が絡まりポートモレスビーの廃棄物管理を

複雑なものにしている。WMD の職員はお互い支え合い、団結した強いグループとして取り

組む必要がある。職員の間の絆と廃棄物管理セクターで従事することの誇りの醸成を支援

するため、以下のとおり提言をまとめる。 

(1) 廃棄物管理技術情報の共有 

プロジェクトの中で、我々は多くの調査や分析を行ったが、調査報告書はまだ作成

されていない。これらの報告書は、全職員にとって有用なツールとなる。C/P が JET
の支援を受けながら報告書を完成させ、全ての職員が報告書を入手できるよう推奨

する。 

(2) WMD の政策の決定 

明確にされるべき最重要政策課題が二つある。一つは業務の委託、そしてもう一つ

は有害廃棄物管理における WMD の責任である。 

現在 WMD は全てのごみ収集と埋め立て処分場の運営を業務委託している。これはポ

ートモレスビーにおける廃棄物管理にとって最良の方法であったのか、見直しを行

い、WMD が取るべき政策の決定、また完全委託システムでの WMD の責務の再定義を

行うべき時期に来ている。 

WMD は有害廃棄物管理についての責務もあるが、それをするための施設や人材など

を持っていない。WMD はさらにごみの種類や量についての情報も把握していない。

NCDC は、産業及び有害廃棄物の管理について、生産工場の許認可等を管轄する機関

との協議を行うことを推奨する。排出者は適切な法規制に準拠し、管理の責任を負

うべきである。 

(3) WMD スーパーバイザーの仕事の改善 

WMD 内には 4 レベルの職員（マネージャー、廃棄物管理上級職員、廃棄物管理職員、

スーパーバイザー）がいる。スーパーバイザーはごみ収集と最終処分をモニタリン

グし、報告する役割を担っている。基本的にスーパーバイザーの仕事は現場が中心

であるが、現状では現場に行く際にはごみ収集車に同乗し移動している。スーパー

バイザーが円滑にモニタリングを実施できるためにスーパーバイザー用の交通手段

を確保することが望ましい。また、適切なモニタリングフォームを作成し、必要な

情報を漏れなくモニタリングする必要がある。 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

31 
 

(4) PMU の機能 

PNG 政府はプロジェクトの予算を確保し、PMU 及びステアリングコミッティーの設

立を規定した。NCDC はこれらの規約に対してさらに気を配り、DNPM の報告義務に

従うべきである。  

(5) プロジェクトのステークホルダー 

J-PRISM には JICA、SPREP、NCDC、DEC、DNPM 等多くの機関が関与している。プロ

ジェクト運営を円滑に進めるために、WMD を中心とするプロジェクトチームがこれ

らの機関との情報共有を密に行い、活動進捗を適宜報告すべきである。 
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B ソロモン諸島 

B-1. 事業実施の概要 

1.1 プロジェクト構成員と業務実施期間 

JICA 専門家チームは表 11 に示す 4 名で構成されている。 

表 11 JICA 専門家チーム 

氏名  

1 リアド・マハムード 業務主任/廃棄物管理 E（PNG、サモア、バヌアツ） 

2 阿部浩 廃棄物管理 A1（ソロモン）/処分場運営・改善（PNG、ソロモン） 

3 長田顕泰 廃棄物管理 A2（ソロモン） 

4 荒井隆俊 廃棄物管理 E2（バヌアツ） 

 
リアド・マハムード専門家、阿部浩専門家、長田顕泰専門家は、表 12 に示すスケジュール

でソロモンに派遣された。 

表 12 ソロモンにおける JET の派遣日程 

氏名 職名 
2013 2014 

７月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

リアド・マハムード 
SWM-E (10)        

阿部浩 
SWM-A1  (17)  (15)    (18)  

長田顕泰 
SWM-A2  (41)  (32)  (15)  (27) 

注: 括弧内の数字は派遣日数を示す。 

3 名の専門家の合計派遣日数は 175 日間である。プロジェクトオフィスは、業務期間中にチ

ーフアドバイザーである天野史郎氏を 1 回、プロジェクト業務調整である築地淳氏を 2 回ソ

ロモンに派遣した。 

また、上記派遣期間に本業務に直接的に関わった C/P は以下である。 
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表 13  C/P リスト（ソロモン） 

名前 組織 タイトル 備考 

Rosemary Apa MECDM Chief Environment Officer プロジェクトマネージャー 

Edward Danitofea MECDM Senior Environment Officer  

Debra Kereseka 
Potakana 

MECDM Senior Environment Officer 
 

Joseph Maeke  MECDM Senior Environment Officer  

Wendy Beti MECDM Environment Officer  

George Titiulu HCC Chief Environmental Health Inspector  

John Labu Talu HCC Works Manager  

Ella Rizwold HCC 
Principal Environmental Health 
Inspector 

 

Robert Bara HCC Senior Works Offi cer  

Christina Onahikeni HCC Senior Environmental Health Inspector  

Jerome Enato'o HCC Environmental Health Inspector  

Francis Fiku HCC Works Officer  

Kelly Oge HCC Works Officer  

Tom Nanau MHMS Director of Health  

Emmanuel Rarumae MHMS Chief Quarantine Officer  

Patterson Bobby MHMS Chief Environmental Health Officer  

Jimmy Hilly MHMS 
Senior Environmental Health & 
Management Officer 

 

Eric Kikolo WPG Deupty Provincial Secretary  

Peter Buka WPG Chief Land Officer  

Fredrick Naphtalai MHMS (WPG) Chief Environmental Health Inspector  

Rendy Solomon WPG Environmental Health Inspector  

Margaret Movini WPG Provincial Planning Officer  

Derald Michael GTC Town Clerk  

Dobson Aseri GTC Accountant  
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1.2 業務結果のまとめ 

本業務の実施期間はプロジェクトの第 3 年度（2013 年 4 月から 2014 年 3 月まで）と同時期

となった。当該年度における主要な活動、また活動に対する JET からの支援は以下のとおり。 

(1) 2011 年に CP が実施したごみ量ごみ質調査が正式に 8 月 8 日に発表された。（活動 1-2） 

(2) 処分場搬入車両調査報告書案が作成され、結果の分析が行われた。（活動 1-2）. 

(3) エコスクールプログラムのワークプランが作成された。（活動 1-6） 

(4) ごみ収集ポイント及び分別に関するパイロットプロジェクトのワークプランが作成さ

れた。（活動 1-6） 

(5) 第 2回先生向けエコスクールプログラムワークショップが 9月 26日～27日に開催した。

ワークショップ後、各学校がアクションプランを作成するためにフォローアップの活動

を行った。（活動 1-7） 

(6) 2 月 23 日にごみ収集ポイント及び分別に関するパイロットプロジェクトが開始された。

（活動 1-7） 

(7) 土地住宅省の次官が公式レターを発行し、ホニアラ市役所の土地として、ラナディ処分

場の土地を処分場用地として利用することが明記された。これを以て土地問題は解決さ

れた。（活動 2-2） 

(8) ラナディ処分場改善に係る環境影響評価報告書が正式に提出され、2 月 3 日に環境省に

承認された。なお、本許可はラナディ処分場の拡張部分を含んでいる。（活動 2-2） 

(9) ラナディ改善計画案が作成された。ラナディ処分場の管理事務所調達のための草の根無

償資金援助の申請書案が作成された。（活動 2-3） 

(10) ギゾにおけるトラクター用アタッチメントの調達に向けた準備を行った 。（活動 2-4） 

(11) ホニアラ市役所公共事業課職員に対し、ラナディ処分場の運営に関して指導を行った

（活動 2-6）。 

(12) 中間レビュー調査団は2013年8月にソロモンを訪問し、カウンターパーとの面談や会議、

また施設の視察などを行った。JET 専門家は会議や施設の視察などの際に中間レビュー

評価団を補佐した。 
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1.3 活動記録 

廃棄物専門家が 175 日間の派遣期間中に実施した活動を表 14 に示す。 

表 14 ソロモンにおける派遣期間中の主要な活動 
No. 日付 活動 

ソロモンにおける第一次派遣 （廃棄物管理 E：7 月 11 日～20 日、廃棄物管理 A1：8 月 10
日～26 日、廃棄物管理 A2:：7 月 11 日～8 月 20 日） 

1 2013/7/11  移動：日本（成田）→オーストラリア（ブリスベン）（廃棄物

管理 E&A2） 

2 2013/7/12  移動：オーストラリア（ブリスベン）→ソロモン（ホニアラ）

（廃棄物管理 E&A2） 

3 2013/7/13  ラナディ処分場視察 
 住宅地ごみ収集視察 

4 2013/7/14  築地淳氏との会議 

5 2013/7/15  環境省 Edward 氏、プロジェクトコーディネーターWendy 氏と

プロジェクト進捗に関する会議 
 環境省長官 Joe Horokou 氏への表敬訪問 
 環境省次官 Melchior Mataki 氏とプロジェクト進捗に関する会議 
 ホニアラ市役所公共事業課 John Labu 氏、Robert Bara 氏、Francis 

Fiku 氏との会議 
 ホニアラ市役所公衆衛生課 George Titiulu 氏、Jerome Enato’o 氏、

Christine Onahikeni 氏との会議 

6 2013/7/16  日本大使館小幡ひとみ氏、宗像哲平氏との会議 
 リサイクル業者（スクラップメタル）Rax Boy 視察、Ben Maenu

氏への聞き取り調査 
 リサイクル業者（アルミニウム缶）TMT 視察、Jeff Geoffrey Aihunu

氏への聞き取り調査 
 リサイクル業者（プラスチック）Design Technology Center 視察、

Lindsay Teobasi 氏への聞き取り調査 

7 2013/7/17  ごみ収集システムの観察、分析 

8 2013/7/18  George Titiulu 氏とエコスクールプログラムに関する会議 
 環境省次官 Melchior Mataki 氏へ JICA 支所長臼井太二氏と表敬訪

問 
 ホニアラ市長 Cr. Andrew Mua 氏、ホニアラ市助役 Charles Kelly と
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No. 日付 活動 

の会議 

9 2013/7/19  臼井太二氏との会議 

10 2013/7/20  資料及びデータの整理 
 移動：ソロモン（ホニアラ）→バヌアツ（ポートビラ）（廃棄

物管理 E） 

11 2013/7/21  資料及びデータの整理 

12 2013/7/22  キャパシティアセスメント（個人） 

13 2013/7/23  George Titiulu 氏と収集パイロットプロジェクトに関する協議 
 Charles Kelly 氏とラナディ処分場土地問題に関する協議 
 ラナディ処分場への視察 
 ソロモン環境美化 NGO の園芸専門家 Daniel Austin 氏との会議 
 ごみ収集個人業者 Alen Mae 氏との会議 

14 2013/7/24  ソロモンビール視察、Kawee Meksongruek 氏への聞き取り調査 
 ごみ収集個人業者 Rex Iro 氏との会議 
 ごみ収集業者 Mathew Riibako 氏との会議 
 ごみ収集業者 Delight Mamunia 氏との会議  

15 2013/7/25  JICA ソロモン支所長への報告 
 ホニアラ市役所財務担当 Moses Kaukui 氏との会議 
 カウンターパート会議（1. エコスクールプログラム、2. 収集

パイロットプロジェクト、3. ごみ量ごみ質調査報告書の発表）  

16 2013/7/26  George 氏、Francis 氏、John Labu 氏とラナディ処分場土地問題

に関する協議 
 ラナディ処分場現地視察 

17 2013/7/27  資料及びデータの整理 

18 2013/7/28  資料及びデータの整理 

19 2013/7/29  Mr. George 氏と収集パイロットプロジェクトに関する協議  
 JICA ソロモン支所との会議 

20 2013/7/30  パイロットプロジェクト委員会 Newton Magi 氏との協議 
 ホニアラ市役所広報課 Oliver Oli 氏、Goerge 氏とごみ量ごみ質調

査発表会に関する会議 

21 2013/7/31  収集パイロットプロジェクトの現場視察 
 環境省ローズマリー氏との会議 
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No. 日付 活動 

 C/P とのエコスクールプログラムに関する協議 

22 2013/8/1  Melchior Mataki 氏とラナディ処分場土地問題に関する協議 
 収集パイロットプロジェクト第 1 回住民説明会 

23 2013/8/2  移動：ホニアラ→ギゾ 

24 2013/8/3  ギゾ処分場視察 
 JOCV 大和氏との打合せ 
 住宅地、ビーチ、マーケットの視察 

25 2013/8/4  住宅地、ビーチ、マーケットの視察 

26 2013/8/5  医療関係者住宅の発生源分別視察 
 西部州 Fred Naphtalai 氏、ギゾ市役所 Dobson Aseri 氏、JOCV 大和

氏との協議 
 コンポスト農家視察、Jimmy Cedrich 氏への聞き取り調査 

27 2013/8/6  移動：ギゾ→ホニアラ 

28 2013/8/7  第 7 回ホニアラ C/P 会議 

29 2013/8/8  ごみ量ごみ質調査報告書発表会 
 George 氏との打合せ 

30 2013/8/9  エコスクールプログラム会議 

31 2013/8/10  資料及びデータの整理 
 移動：日本（成田）→PNG（ポートモレスビー）（廃棄物管理

A1） 

32 2013/8/11  ごみ量ごみ質調査報告書に関するラジオ討議 
 収集パイロットプロジェクトに関する第 2 回住民説明会 
 移動：日本（成田）→PNG（ポートモレスビー）（廃棄物管理

A1） 
 移動： PNG（ポートモレスビー）→ソロモン（ホニアラ）（廃

棄物管理 A1） 

33 2013/8/12  中間レビューに関する C/P との打合せ 

34 2013/8/13  Mataki Melchior 氏との打合せ 
 ラナディ処分場視察 
 土地住宅省次官 Stanley Waleanisia 氏との会議 

35 2013/8/14  ラナディ処分場に関する公共事業課との協議 
 エコスクールプログラムに関する C/P との打合せ 
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No. 日付 活動 

36 2013/8/15  ラナディ処分場に関する公共事業課との協議 
 サモアプロジェクト事務所との電話会議 

37 2013/8/16  ラナディ処分場に関する公共事業課との協議 
 JICA ソロモン支所との会議 

38 2013/8/17  資料及びデータの整理 

39 2013/8/18  収集パイロットプロジェクトに関する第 1 回住民委員会会議 

40 2013/8/19  ラナディ処分場に関する公共事業課との協議 
 移動：ソロモン（ホニアラ）→オーストラリア（ブリスベン）

（廃棄物管理 A2） 

41 2013/8/20  ラナディ処分場に関する公共事業課との協議 
 移動：オーストラリア（ブリスベン）→日本（成田）（廃棄物

管理 A2） 

42 2013/8/21  ごみ収集に関する公共事業課との協議 

43 2013/8/22  ラナディ処分場改善計画に関する公共事業課との協議 

44 2013/8/23  ラナディ処分場改善に関するホニアラ市長及び助役との協議 

45 2013/8/24  資料及びデータの整理 

46 2013/8/25  資料及びデータの整理 
 収集パイロットプロジェクトに関する第 2 回住民委員会会議 

47 2013/8/26  移動：ソロモン（ホニアラ）→PNG（ポートモレスビー）（廃

棄物管理 A1） 

ソロモンにおける第二次派遣 （廃棄物管理 A2:：9 月 21 日～10 月 22 日） 

1 2013/9/21  移動：日本（成田）→韓国（ソウル）（廃棄物管理 A2） 
 移動：韓国（ソウル）→オーストラリア（ブリスベン）（廃棄

物管理 A2） 

3 2013/9/22  移動：韓国（ソウル）→オーストラリア（ブリスベン）（廃棄

物管理 A2） 

4 2013/9/23  移動：オーストラリア（ブリスベン）→ソロモン（ホニアラ）

（廃棄物管理 A2） 

5 2013/9/24  エコスクールプログラムのワークショップに関するフィジー

人トレーナーPremila 氏、Nafiza 氏との協議 

6 2013/9/25  エコスクールプログラムのワークショップに関する事前協議 
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No. 日付 活動 

 エコスクールプログラム対象校の訪問 

7 2013/9/26  第 2 回先生向けエコスクールプログラムワークショップ開催

（アクションプランの作成） 

8 2013/9/27  第 2 回先生向けのエコスクールプログラムワークショップ開

催（現地視察を含む） 

9 2013/9/28  資料及びデータの整理 

10 2013/9/29  資料及びデータの整理 

11 2013/9/30  ラナディ処分場改善に関する公共事業課との協議 
 George 氏とエコスクールプラグラムワークショップのフォロ

ーアップ活動に関する協議 

12 2013/10/1  George 氏と収集パイロットプロジェクトに関する協議 

13 2013/10/2  George 氏とエコスクールプラグラムワークショップのフォロ

ーアップ活動に関する協議 
 収集パイロットプロジェクトに関し公衆衛生課との協議 

14 2013/10/3  電話によるエコスクールワークショップのフォローアップ 

15 2013/10/4  処分場改善に係る見積もりに関し工事業者 Red Devil 社へ説明 

16 2013/10/5  資料及びデータの整理 

17 2013/10/6  収集パイロットプロジェクトに関する住民委員会会議 
 資料及びデータの整理 

18 2013/10/7  エコスクールプラグラムワークショップのフォローアップ活

動に関する協議 

19 2013/10/8  天野史郎チーフアドバイザーとの協議 

20 2013/10/9  Mechior Mataki 氏との協議 
 JICA ソロモン支所との協議 
 日本大使館との協議 
 学校訪問（Mbua Valley School, Palm Drive International School） 

21 2013/10/10  ホニアラ市役所職員とラナディ処分場視察 
 学校訪問（Panatina Valley School, St. Nicolas School） 

22 2013/10/11  C/P 会議 
 ホニアラ市役所市長、助役との協議 
 学校訪問（Mbokonavera School） 
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No. 日付 活動 

23 2013/10/12  資料及びデータの整理 

24 2013/10/13  資料及びデータの整理 

25 2013/10/14  エコスクールプラグラムワークショップのフォローアップ活

動に関する協議 

26 2013/10/15  収集パイロットプロジェクトに関する協議 

27 2013/10/16  ギゾ視察及び中間レビュー報告書に関しローズマリー氏との

協議 

28 2013/10/17  移動：ホニアラ→ギゾ 
 C/P 会議（ギゾ） 

29 2013/10/18  エコスクールプログラムの先生向けワークショップの開催

（ギゾ） 

30 2013/10/19  資料及びデータの整理 

31 2013/10/20  移動：ギゾ→ホニアラ 

32 2013/10/21  移動：ソロモン（ホニアラ）→オーストラリア（ブリスベン）

（廃棄物管理 A2） 

33 2013/10/22  移動：オーストラリア（ブリスベン）→日本（成田）（廃棄物

管理 A2） 

ソロモンにおける第三次派遣 （廃棄物管理 A1：10 月 26 日～11 月 9 日） 

1 2013/10/26  資料及びデータの整理 

2 2013/10/27  収集パイロットプロジェクトに関する住民委員会会議 
 資料及びデータの整理 

3 2013/10/28  ラナディ処分場改善に関する公共事業課との協議 
 リサイクル業者（スクラップメタル）Rax Boy との協議 

4 2013/10/29  資料及びデータの整理 

5 2013/10/30  C/P 会議 

6 2013/10/31  ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 

7 2013/11/1  ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 

8 2013/11/2  資料及びデータの整理 

9 2013/11/3  移動：ホニアラ→ギゾ 
 ギゾ処分場の視察 
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No. 日付 活動 

10 2013/11/4  ギゾ処分場に関する C/P との協議 

11 2013/11/5  移動：ギゾ→ホニアラ 
 ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 

12 2013/11/6  第 9 回ホニアラ C/P 会議 
 Tongs 社訪問、ギゾのトラクター用アタッチメント調達に関す

る協議 

13 2013/11/7  資料及びデータの整理 

14 2013/11/8  JICA ソロモン支所との会議 

15 2013/11/9  移動：ソロモン（ホニアラ）→日本（成田）（廃棄物管理 A1） 

ソロモンにおける第四次派遣 （廃棄物管理 A2：11 月 23 日～12 月 7 日） 

1 2013/11/23  移動：日本（成田）→PNG（ポートモレスビー）（廃棄物管理

A2） 

2 2013/11/24  移動：日本（成田）→PNG（ポートモレスビー）（廃棄物管理

A2） 
 移動：PNG（ポートモレスビー）→ソロモン（ホニアラ）（廃

棄物管理 A2） 

3 2013/11/25  収集パイロットプロジェクトに関する協議 

4 2013/11/26  ローズマリー氏との協議 
 学校訪問（Lau Valley School） 
 サモアプロジェクト事務所との電話会議 

5 2013/11/27  処分場改善に関する市長及び助役との協議 
 収集パイロットプロジェクトに関し NGO Kastom Garden との協

議 
 ラナディ処分場の廃自動車撤去作業に関しRax Boy社との協議 

6 2013/11/28  ギゾのトラクター用アタッチメント調達に関し Tongs 社と協

議 

7 2013/11/29  収集パイロットプロジェクトの住民委員会 Patricia 氏と協議 
 処分場改善運営に関し Mataki Meichior 氏と協議 

8 2013/11/30  資料及びデータの整理 

9 2013/12/1  資料及びデータの整理 

10 2013/12/2  処分場改善運営に関しホニアラ市助役及び John Labu 氏と協議 
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No. 日付 活動 

 ラナディ処分場視察 

11 2013/12/3  ギゾのトラクター用アタッチメント調達に関し Tongs 社と協

議 

12 2013/12/4  ラナディ処分場の廃自動車撤去作業に関しRax Boy社との協議 
 ギゾのトラクター用アタッチメント調達に関し Tongs 社と協

議 
 ラナディ処分場視察 

13 2013/12/5  処分場改善運営に関しホニアラ市長、助役及び John Labu 氏と

協議 

14 2013/12/6  JICA ソロモン支所との協議 

15 2013/12/7  移動：ソロモン（ホニアラ）→日本（成田）（廃棄物管理 A2） 

ソロモンにおける第五次派遣 （廃棄物管理 A1：1 月 28 日～2 月 15 日、A2：2 月 3 日～3 月

1 日） 

1 2014/1/28  移動：PNG（ポートモレスビー）→ソロモン（ホニアラ）（廃

棄物管理 A1） 

2 2014/1/29  C/P 会議 
 処分場改善に関する業者との協議  

3 2014/1/30  ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 
 処分場改善に関する業者との協議 

4 2014/1/31  処分場改善に関する業者との協議 

5 2014/2/1  資料及びデータの整理 

6 2014/2/2  資料及びデータの整理 

7 2014/2/3  ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 
 移動：日本（成田）→オーストラリア（ブリスベン）（廃棄物

管理 A2） 

8 2014/2/4  ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 
 処分場改善に関する業者との協議 
 移動：オーストラリア（ブリスベン）→ソロモン（ホニアラ）

（廃棄物管理 A2） 

9 2014/2/5  ローズマリー氏との協議 
 ラナディ処分場改善及び運営に関する公共事業課との協議 
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No. 日付 活動 

10 2014/2/6  収集パイロットプロジェクトに関し George 氏との協議 

11 2014/2/7  PDM/PO の改訂に関し C/P と協議 

12 2014/2/8  資料及びデータの整理 

13 2014/2/9  資料及びデータの整理 

14 2014/2/10  築地淳氏との協議 

15 2014/2/11  ホニアラ市長及び助役との協議 

16 2014/2/12  ホニアラ C/P 会議 

17 2014/2/13  Mataki Meichior 氏との協議 
 草の根無償に関し日本大使館との協議 

18 2014/2/14  NZAID との協議 

19 2014/2/15  資料及びデータの整理 
 移動：ソロモン（ホニアラ）→日本（成田）（廃棄物管理 A1） 

20 2014/2/16  収集パイロットプロジェクトに関する住民委員会会議 
 資料及びデータの整理 

21 2014/2/17  移動：ホニアラ→ギゾ 
 C/P 会議（ギゾ） 
 アルミニウム買取業者 GF store との協議（ギゾ） 

22 2014/2/18  日本の研修に参加した西部州 Rendy 氏とアクションプランの

共有 

23 2014/2/19  学校訪問（Ngari School, Titiana School, Gizo School, Emanuel School） 
 移動：ギゾ→ホニアラ 

24 2014/2/20  収集パイロットプロジェクトの開会セレモニーについて C/P
と協議 

25 2014/2/21  収集パイロットプロジェクトの開会セレモニーについて C/P
と協議 

 草の根無償資金協力申請書に関して George 氏と協議 

26 2014/2/22  資料及びデータの整理 

27 2014/2/23  収集パイロットプロジェクトの開会セレモニー 

28 2014/2/24  収集パイロットプロジェクトに関し C/P と協議 
 報告書の作成 
 草の根無償資金協力申請書に関して George 氏へ作成支援 
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No. 日付 活動 

29 2014/2/25  報告書の作成 
 草の根無償資金協力申請書に関して George 氏へ作成支援 

30 2014/2/26  学校訪問（Palm Drive School） 

31 2014/2/27  PDM/PO 改訂に関して C/P と協議 
 学校訪問（Panatina School） 

32 2014/2/28  移動：ソロモン（ホニアラ）→オーストラリア（ブリスベン）

（廃棄物管理 A2） 

33 2014/3/1  移動：オーストラリア（ブリスベン）→日本（成田）（廃棄物

管理 A2） 

1.4 業務実施の方法 

ソロモンにおける業務実施期間中、JET は下記の方針に基づき作業をした。 

(1) プロジェクト活動への直接的関与を通して C/P の能力向上を図るという J-PRISM の原則

を基に活動する。本業務期間中、C/P は JET からアドバイスやコメントを受けながら以

下の主要タスクを自分たちで実行する。 
1. ラナディ処分場の土地問題解決に向けた議論 
2. ラナディ処分場改善に係る環境影響評価の環境許可の申請及び承認 
3. 処分場改善計画の作成 
4. ラナディ処分場管理事務所建設のための草の根無償資金協力申請書案の作成 
5. ラナディ処分場の処分場監視員の配置 
6. ごみ量ごみ質報告書の作成と公表 
7. 処分場搬入車両調査報告書の作成 
8. エコスクールプログラムの計画と実施（ワークショップとそのフォローアップ活

動等） 
9. 収集パイロットプロジェクトの計画と開始（住民委員会の設立、住民との協議） 
10. ホニアラ C/P とギゾ C/P の情報共有、協議 

(2) 作業は C/P と同じオフィスで行う 
(3) ステークホルダーとの現場視察や会議は基本的に C/P との共同で行う 
(4) C/P と個別および複数での定期的な協議を行う 
(5) C/P の通常業務へ支障が出ないよう、限られた業務期間を最大限に活用する 
(6) 活動および協議の個人記録を管理する 
(7) JICA ソロモン支所及びプロジェクトオフィスへ定期的な報告を行う 
(8) 文化および作業環境の理解に努める 
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(9) C/P に対し現実的かつ適切な提案、助言そしてガイダンスを提供する 
(10) 根気強く、寛容であり続ける 
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B-2. 業務実施の方針 

2.1 業務実施の方針 

2.1.1 業務実施の方針 

PO は、2013 年 9 月に中間レビュー調査団から提示された提言に基づき、修正が加えられ、

2014 年 4 月に予定されている JCC にて承認される予定である。 

現在の PO は以下のように要約される。 

 

成果と活動 指標 

成果 1:  3R 活動がホニアラとギゾで実践される 

1-1 ベースライン調査のワークプランを

作成する 
1-2 ベースライン調査を実施する（環境条

件、住民啓発、ごみ質調査等を含む） 
1-3 コミュニケーション戦略を作成する  
1-4 有価物の管理に資する実行可能な方

策を見出す  

1-1 3R に係る国家政策/戦略が作成される 
1-2-1 リサイクル率が増加する 
1-2-2 処分場へのごみ搬入量が減少する 
1-3 ホニアラ及びギゾの 3R への認識が向

上する 
1-4 3R に係る法規案が作成される（デポジ

ットプログラム、ごみ処分料等） 

プロジェクトの成果および関連する活動-ソロモン 

 

 

プロジェクト目標 

 [ソロモン] 
 
1. SPREP インベントリー●●分野で#人の
専門家（教官）がに登録され 

1-1 ごみの減量化に関する取り組みが#件
導入される。 

1-2 最終処分場のリサイクル可能なごみ及
び剪定ごみの処分量が XX %減少する。 

 
大洋州地域廃棄物管理戦略の実施を通し
て、大洋州地域における自立発展的な廃
棄物管理のための人材および制度基盤が
強化される。（2010－2015）（RS2010） 

 

指標 

自立発展的な廃棄物管理が促進される。 
 

1. 今後要検討 

 

指標 

 

上位目標 (各国共通) 
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1-5 現行のごみ収集システムを見直す 
1-6 3R に関するパイロットプロジェクト

の実施計画を作成する 
1-7 3R に関するパイロットプロジェクト

を実施する 
1-8 3R 活動実践のための方針案、戦略案、

法案、規則案を作成する 
1-9 3R に関するパイロットプロジェクト

の進捗状況をモニタリングする 

1-5-1 ホニアラで 10 の学校が 3R アクショ

ンプランを作成する  
1-5-2 ギゾで 5の学校が 3Rアクションプラ

ンを作成する   
1-6-1 ホニアラで 3つの 3Rパイロットプロ

ジェクトが実施される 
1-6-2 ギゾで 2つの 3Rパイロットプロジェ

クトが実施される 
 

成果 2: 既存のホニアラ処分場及びギゾ処分場の廃棄物処分システムが改善される 

2-1 既存のホニアラ処分場とギゾ処分場

の現地調査を行う  
2-2 環境影響評価を行い、必要となる手

続きをフォローする  
2-3 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改

善計画を作成する 
2-4 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改

善を行う  
2-5 各処分場毎の運営管理マニュアルを

作成する  
2-6 各処分場において処分場スタッフに

対して埋立作業運営管理に関する研

修を行う  

2-1 異なる種類のごみが適切なセルで処

分される 
2-2 年間運営計画が作成される  
2-3-1 ホニアラで 10 職員が処分場運営の

訓練を受ける 
2-3-2  ギゾで 4 職員が処分場運営の訓練

を受ける 
2-4 浸出水の管理が確立される 
2-5 ウェストピッカーが適切に登録、管理

される 

成果 3: ソロモン国において廃棄物管理に係る学びや経験が広められる 

3-1 これまでの活動で得られた知見や経

験をソロモン諸島の他の地域へ広め

るため、全国関係者連絡協議会を設

置する  
3-2 これまでの活動で得られた知見や経

験をソロモン諸島の他の地域へ広め

るための、教材を作成する  
3-3 これまでの活動で得られた学びや経

験を広めるため、ワークショップを

開催する  

3-1 プロジェクトで学んだ 3R および処分

場管理に関するグッドプラクティス

が全ての州で活用可能になる 
3-2 各州政府の職員が 3R および処分場管

理に関するグッドプラクティスを学

ぶ 
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2.1.2 活動計画の進捗 

各活動の状況と本業務期間内の進捗を以下に述べる。 

成果 1:  3R 活動がホニアラとギゾで実践される 

1-1 ベースライン調査の実施計画を作成する 

（ホニアラ）C/P によると本活動は完了している。 

（ギゾ）C/P によると本活動は完了している。 

1-2 ベースライン調査を実施する（環境条件、住民啓発、ごみ質調査等を含む） 

（ホニアラ）C/P によると本活動は完了している。2013 年 8 月、ごみ量ごみ質調査が正式

に公表された。処分場搬入車両調査は来年度正式発表される予定である。データが適切

に分析されておらず、データとその分析結果は再度見直しが必要である。必要に応じ、

追加の調査も必要となる。 

（ギゾ）C/P によると本活動は完了している。データが適切に分析されておらず、データ

とその分析結果は再度見直しが必要である。 

1-3 コミュニケーション戦略を作成する  

C/P によると本活動は完了している。 

1-4 有価物の管理に資する実行可能な方策を見出す  

（ホニアラ）C/P とリサイクル業者への聞き取り調査を実施した。実行可能な方策に係る

詳細な分析は行われていない。 

（ギゾ）C/P によると本活動は完了している。2013 年 12 月、アルミニウム缶業者が見つ

かったが、実行可能な方策に係る聞き取り調査等が必要である。 

1-5 現行のごみ収集システムを見直す 

（ホニアラ）C/P によると本活動は完了している。現行のごみ収集システムの改善に関す

る分析、対策はまだ議論されていない。 

（ギゾ）本活動は継続中である。ごみ収集システムの区画化に係る調査（世帯数、住民

数等）は完了した。ごみ収集ステーションの設置が計画しており、次年度に設置予定で

ある（C/P が現在予算を西部州政府へ申請中）。  

1-6 3R に関するパイロットプロジェクトの実施計画を作成する 

（ホニアラ）C/P によると本活動は完了している。3R パイロットプロジェクトとして、

1) エコスクールプログラム、2) Panatina Valley Community におけるごみ収集点及び分別パイ

ロットプロジェクトに係る実施計画が作成された。エコバックプログラムが計画中であ

る。 

（ギゾ）C/P によると本活動は完了している。1) エコスクールプログラムの実施計画が

作成された。2) コミュニティ啓発活動が 2 つ目の 3R パイロットプロジェクトとしてギゾ
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で計画されている。  

1-7 3R に関するパイロットプロジェクトを実施する 

（ホニアラ）本活動は継続中である。1) 2013 年 9 月、エコスクールプログラムの第 2 回

ワークショップを開催した。フォローアップを目的とした学校訪問は継続中である。2014
年 4 月からプログラム実施予定である。2) 2014 年 2 月、Panatina Valley Community における

ごみ収集点及び分別パイロットプロジェクトを開始した。 

（ギゾ）本活動は継続中である。1) 2013 年 10 月、エコスクールプログラムの一環として、

先生向けワークショップが実施された。その後、2014 年 2 月時点で、5 校中 2 校が活動を

開始している。2) 日本での研修に参加した Rendy Solomon 氏のアクションプランを統合す

る形で、コミュニティ啓発活動が準備中である。ごみ収集区画に係るベースライン調査

は完了している。 

1-8 3R 活動実践のための方針案、戦略案、法案、規則案を作成する 

本年度はこの活動は実施しなかった。 

1-9 3R に関するパイロットプロジェクトの進捗状況をモニタリングする 

本年度はこの活動は実施しなかった。 

成果 2: 既存のホニアラ処分場及びギゾ処分場の廃棄物処分システムが改善される 

2-1 既存のホニアラ処分場とギゾ処分場の現地調査を行う  

（ホニアラ）C/P によると本活動は完了している。 

（ギゾ）C/P によると本活動は完了している。 

2-2 環境影響評価を行い、必要となる手続きをフォローする 

（ホニアラ）C/P によると本活動は完了している。2014 年 2 月 3 日、環境省がラナディ処

分場改善に係る環境影響評価報告書が正式に承認した。同環境許可はラナディ処分場の

拡張エリアの開発許可も含んでいる。 

（ギゾ）C/P によると本活動は完了している。 

2-3 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改善計画を作成する 

（ホニアラ）ラナディ処分場改善計画案を作成した。処分場管理事務所建設のための草

の根無償資金協力申請書案が作成された。2014 年 2 月、処分場に常駐する処分場監視員

を公募した。 

2-4 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改善を行う 

（ホニアラ）本活動は準備中であり、本年度はこの活動は実施しなかった。 

（ギゾ）本活動は準備中である。処分場改善に使用するトラクター用アタッチメントの

調達準備（見積取得、業者調査等）を進めた。   
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2-5 各処分場毎の運営管理マニュアルを作成する 

（ホニアラ）処分場運営に関する指導を行ったが、運営管理マニュアルはまだ作成され

ていない。 

（ギゾ）処分場運営に関する指導を行ったが、運営管理マニュアルはまだ作成されてい

ない。 

2-6 各処分場において処分場スタッフに対して埋立作業運営管理に関する研修を行う  

（ホニアラ）ホニアラ市役所公共事業課職員に対し指導を行った。 

（ギゾ）C/P に対し助言を行った。 

成果 3: ソロモン国において廃棄物管理に係る学びや経験が広められる 

3-1 これまでの活動で得られた知見や経験をソロモン諸島の他の地域へ広めるため、全国関

係者連絡協議会を設置する 

本年度はこの活動は実施しなかった。 

3-2 これまでの活動で得られた知見や経験をソロモン諸島の他の地域へ広めるための、教材

を作成する 

本年度はこの活動は実施しなかった。 

3-3 これまでの活動で得られた学びや経験を広めるため、ワークショップを開催する 

本年度はこの活動は実施しなかった。 

2.2 中間レビュー調査団からの提言 

JICA が結成した中間レビュー調査団は 2013 年 8 月から 9 月にソロモンを訪問し、現地視察、

C/P とのインタビュー及びプロジェクト資料とデータのレビューを行った。 

2.2.1 プロジェクト成果達成度の評価 

中間レビュー報告書では、3 つの成果のそれぞれの達成度は表 15 のとおりに評価されてい

る。 

表 15 成果の中間レビュー評価 

成果 達成度 記述 

成果 1:  3R 活動がホニアラと

ギゾで実践される 
B 2011 年 12 月から 2012 年 12 月まで JICA

短期専門家が不在だったことが影響し

ている。しかしながら、C/P は本成果に

積極的に関与しており、プロジェクト
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成果 達成度 記述 

の遅れを最小限に留めている。 

成果 2: 既存のホニアラ処分場

及びギゾ処分場の廃棄物処分

システムが改善される 

B/C 本成果に関して、ラナディ処分場が土

地問題を抱えており、ホニアラとギゾ

で差がみられる。 

 

成果 3: ソロモン国において廃

棄物管理に係る学びや経験が

広められる 

NA JICA 短期専門家不在により、多くな遅

れがみられる。成果に対する評価は時

期尚早である。 

出所：中間レビュー報告書、2013 年 9 月 

報告書は C/P に配布されており、本報告書では内容についてこれ以上記述はしない。  

2.2.2 プロジェクトおよび C/P への中間レビュー調査団からの提言 

中間レビュー報告書で示されたプロジェクト（実施機関及び JICA 専門家）に対する提言に

ついて、C/P と協議を行った。C/P は提言を受け入れ、それぞれの提言に対する対処方針を

表 16 のようにまとめた。 

表 16 中間レビュー調査団からの提言とカウンターパートの対策 

No. 中間レビュー調査団から 

プロジェクトへの提言 
対策 

1 現在の PDM 及び PO を改訂すること C/P が次回の JCC にて PDM 及び PO の承

認を行う。 

2 プロジェクトの遅れを取り戻すためにレ

ビューを行い、必要な、そして/または追

加の投入を行うこと 

C/P が投入の見直しを行う。 

3 ホニアラとギゾの C/P 間のコミュニケー

ションを促進すること 
2013 年 10 月にプロジェクトマネージャ

ーがギゾを訪問し、コミュニケーション

は改善した。 

4 JOCV と NGO 等の既存のリソースを活用

すること 
ホニアラとギゾの JOCV/NGO（Kastom 
Garden、Solomon Enviro-beautification）をプ

ロジェクトへ巻き込みながら進める。  

5 プロジェクトのイベント開催に係る車両

借上費、そして/または燃料費を支援する

この提言に関しては継続中である。例え

ば、エコスクールプログラムワークショ
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No. 中間レビュー調査団から 

プロジェクトへの提言 
対策 

こと ップでは、JICA 短期専門家がバス傭上費

を負担した。 

6 国内研修の回数を増やすこと（多くの C/P
は様々な研修で知識を得ているものの、

実践が不足している。JICA 短期専門家が

現地調査期間にワークショップを開催す

ること。） 

JICA 短期専門家が現地調査機関にワーク

ショップを開催する。ワークショップの

テーマは C/P と協議の上、決定する。 

7 JICA 短期専門家の現地派遣期間を調整す

ること（JICA 短期専門家が同時期に複数

滞在するよりも、専門家不在期間がない

よう現地派遣期間調整すること。） 

JICA 短期専門家の現地派遣期間を調整す

る。 

8 プロジェクト実施機関と協力機関を明確

に区別すること（C/P は技術移転の直接

的な対象であり、プロジェクト活動の役

割、責任を持つ；文化観光省はプロジェ

クトにおける役割を持っておらず、協力

機関である。同様に、JOCV も C/P ではな

くプロジェクトの支援メンバーである。） 

プロジェクト実施機関と協力機関の修正

を次回の JCC にて協議する。  

出所：中間レビュー調査報告書からの提言、および 2013 年 10 月と 2014 年 2 月に開催され

た C/P 会議で協議された対策 

2.2.3 PDM 変更の提案 

中間レビュー調査団より PDM 及び PO、特に評価指標に対する修正点が提示された。特に指

標についてはできるだけ定量的数値を入れるよう推奨された。これを受け、C/P と協議（2014
年 2 月 12 日開催の C/P 会議にて）した。修正案は次回の JCC にて承認される予定である。  
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2.3 キャパシティアセスメント（個人） 

C/P にはキャパシティアセスメント（個人）の様式を配布し、廃棄物管理のカテゴリーとサ

ブカテゴリーごとに各自の能力を評価した。ホニアラ C/P 11 名、ギゾ C/P 4 名が回答した。

ここでは C/P の回答についての分析を行う。 

表 17 に廃棄物管理カテゴリー及びサブカテゴリー項目を示す。 

表 17 キャパシティアセスメント項目（個人）  
大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 

1. 方針 国家廃棄物計画 国家廃棄物計画を明確に理解している（現状、政策、

目標、アクションプラン） 
関連法令・規則 既存の廃棄物関連法令とその内容について知っている 
環境影響評価 EIA 関連法規制に基づき、環境影響評価の手順を明確に

理解している 
2. 管理 財務 廃棄物管理関係歳入・歳出（収集費用、燃料費、維持

費用および処分場の管理費用）とその内訳を知ってい

る 
収集費用 収集費の設定の基礎を理解している（費用設定方法、

額、収集方法等） 
処分場ごみ処理

費（チッピングフ

ィー） 

チッピングフィー設定の基礎を理解している（チッピ

ングフィー設定方法、額、収集方法） 

組織体制 廃棄物管理に係わる中央政府及び地方政府機関と、そ

の責務を知っている 
職務の分掌 自分の組織における廃棄物管理に係わる職務および責

務を理解している 
3. 現状分析 調査 住宅及び商業地区から排出される廃棄物の調査の経験

がある 
埋立地に搬入されるごみの調査経験がある 
収集作業のタイムアンドモーション調査の経験がある 
収集作業のタイムアンドモーション調査の経験がある 

データ分析と 
報告書作成 

調査データを分析し SWM 運営状況を評価することがで

きる、また計画を策定できる 
4. 収集 収集サービスの

範囲 
現在の収集対象地域と収集サービス対象人口を理解し

ている 
サービスプラン 収集サービスの計画づくりができる（方法、収集場所、

収集容器の種類、頻度、意識啓発プログラム） 
委託契約(*1)  収集サービスの契約内容を明確に理解している 
収集業者の監督 監督の現場作業および報告を監視できる 
車両のメインテ

ナンス・調達 
ごみ収集車両の種類を知っており、メインテナンス・

調達ができる 
5. 最終処分 最終処分 処分場設計の基礎を理解している 

必要な処分場施設を知っている 
処分場の設計ができる 

埋立て手法 埋立て地への搬入ごみ量 を知っている（ごみの品目ご
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
との量、車両台数、到着時刻等） 
処分場の運営および維持管理計画を策定できる 
処分場の運営と維持管理のモニターと改善を行うこと

ができる 
浸出水 浸出水とは何か、また処分場における問題点を理解し

ている 
ウェイストピッ

カーの管理 
ウェイストピッカーの管理方法を知っている（ウェイ

ストピッカーの人数、収集品目、処分場内で生活して

いるウェイストピッカー等） 
EIA 新規処分場の EIA 調査項目を知っている 

6. 3Rs 定義 リデュース、リユース、リサイクル（リターン）の違

いを理解している 
PNG におけるリ

サイクル活動 
ホニアラ/ギゾで発生する資源化ごみの品目を把握して

いる 
国外に輸出されている資源化ごみとその量を把握して

いる 
国内で操業している民間のリサイクル業者を把握して

いる 
7. 住民意識 ツール メディア、キャンペーン、広告、リーフレット、ニュ

ースレター等、住民啓発活動に活用できるツールを知

っている 
実施 意識啓発／３R プログラムのアクションプランを策定

できる 
廃棄物管理に係わる意識啓発および３R プログラム用

の資料を作成することができる 
廃棄物管理に係わる学校教育プログラムを実施した経

験がある 
コミュニティ向け意識向上プログラムを実施した経験

がある 
8. 個人のス

キル 
態度 勤務態度は良く、職務に適したものであり、廃棄物管

理を学ぶ意欲も強い 
リーダーシップ 廃棄物管理においてリーダーシップを発揮できる 
知識と能力 廃棄物管理についての豊富な知識と経験を有している 
コミュニケーシ

ョン 
上司、同僚および部下と、報告書、会議、E メール、ま

たプレゼンテーション等を通してコミュニケーション

をとることができる 
(*1) このサブカテゴリーの質問はホニアラでのみ実施し、ギゾでは実施していない。 

個人のアセスメントは個別に行ったが、参考にホニアラ及びギゾ C/P の全体の評価点を図 6
と図 7 に整理した。  
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(a) 廃棄物管理カテゴリーごとの評価点（ホニアラ） 

 

(b) サブカテゴリーごとの評価点（ホニアラ） 
図 6 自己評価点数の合計（ホニアラ） 
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(a) 廃棄物管理カテゴリーごとの評価点（ギゾ） 

 
(b) サブカテゴリーごとの評価点（ギゾ） 

図 7 自己評価点数の合計（ギゾ） 

ホニアラ C/P は、廃棄物管理カテゴリーでみると、全ての項目において比較的高い自己評価

をしている（最低でも 70%弱といった評価である）。特に、6) 3R、7) 住民意識、8) 個人のス

キルの項目で高い。エコスクールプログラムや収集パイロットプロジェクトが始まってお
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り、C/P 自身が自信を持ってきていることが窺える。廃棄物管理サブカテゴリーでは、ホニ

アラ C/P は、a) 財政面（収集料金）や b) 処分場管理が比較的低く評価されている。 

一方、ギゾ C/P は、最終処分の項目を除くすべての項目で高く自己評価している。ギゾの処

分場改善はまだ準備段階であり、来年度トラクター用アタッチメントを調達し、改善作業

の開始が望まれる。廃棄物管理サブカテゴリーでは、ホニアラ C/P と同様、a) 財務面（収

集料金等）や b) 処分場管理がほかの項目と比較し低くなっている。 
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B-3. 結論及び提言 

3.1 業務期間中における達成度評価 

表 18 及び表 19 に、各活動における JICA 専門家チーム（JET）及び C/P による投入の評価結

果をまとめる。 

表 18 各活動における JET による投入の評価結果（ホニアラ） 
 

成果 
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成果 1:  3R 活動がホニアラとギゾで実践される 
1-1 ベースライン調査の実施計画を作成する 
N/A               
1-2 ベースライン調査を実施する（環境条件、住民啓発、ごみ質調査等を含む） 
ごみ量ごみ質調査報告書を公式発表した。処分

場搬入車両調査の報告書案が作成された。JET
はデータの分析を支援した。 

◎   ○ ◎ ◎ ○ ○             ○ 

1-3 コミュニケーション戦略を作成する 
N/A（本活動は完了済）               

1-4 有価物の管理に資する実行可能な方策を見出す 
C/P がリサイクル業者で聞き取り調査を実施し

た。JET はこれを支援した。 ○ ○   ◎ ◎ ○ ○     ○   ○     

1-5 現行のごみ収集システムを見直す 
N/A（本活動は完了済）               
1-6 3R に関するパイロットプロジェクトの実施計画を作成する 
C/P は 1) エコスクールプログラム、2) ごみ収集

点及び分別パイロットプロジェクト（Panatina 
Valley Community）の実施計画を作成した。エコバ

ックプログラムの実施計画は作成中である。JET
はこれを支援した。 

◎     ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○       ◎ 

1-7 3R に関するパイロットプロジェクトを実施する 
1) エコスクールプログラムの第 2 回先生向けワ

ークショップを開催し、参加者へのフォローア

ップの学校訪問を行った。2) ごみ収集点及び分

別パイロットプロジェクトを開始した。JET は

準備及び実施に係る技術的な支援を行った。 

○     ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○       ○ 

1-8 3R 活動実践のための方針案、戦略案、法案、規則案を作成する 
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N/A               
1-9 3R に関するパイロットプロジェクトの進捗状況をモニタリングする 
N/A （3R パイロットプロジェクトが開始したば

かりで、モニタリング段階に至っていない） 
              

成果 2: 既存のホニアラ処分場及びギゾ処分場の廃棄物処分システムが改善される 
2-1 既存のホニアラ処分場とギゾ処分場の現地調査を行う 
N/A（本活動は完了済）               

2-2 環境影響評価を行い、必要となる手続きをフォローする 
C/P が土地問題を含む EIA の実施、承認手続きを

完了した。JET はこれを支援した。 ○ ◎   ◎ ◎         ○         

2-3 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改善計画を作成する 
C/P が改善計画案を作成した。JET はこれを支援

した。 ○     ○ ◎         ◎ ○       

2-4 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改善を行う 
JETは処分場改善に係る技術的な支援を行った。

また、草の根無償資金協力申請書の作成支援も

行った。 
        ◎         ○         

2-5 各処分場毎の運営管理マニュアルを作成する 
JET は処分場運営に係る技術的な支援を行った

（マニュアルは未作成）。         ○         ○         

2-6 各処分場において処分場スタッフに対して埋立作業運営管理に関する研修を行う 
ホニアラ市役所公共事業課職員に対し処分場運

営の技術指導を行った。         ○         ○     ○   

成果 3: ソロモン国において廃棄物管理に係る学びや経験が広められる 
3-1 これまでの活動で得られた知見や経験をソロモン諸島の他の地域へ広めるため、全国関係者連絡

協議会を設置する 
N/A               
3-2 これまでの活動で得られた知見や経験をソロモン諸島の他の地域へ広めるための、教材を作成す

る 
N/A               
3-3 これまでの活動で得られた学びや経験を広めるため、ワークショップを開催する 
N/A               
備考： 

(1) 表中の N/A は本業務期間内で活動が行われなかったことを示す。 
(2) 表中の ◎ は主な役割を担った C/P、○は該当の活動に対しサポートを行った C/P を示す。 
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表 19 各活動における JET による投入の評価結果（ギゾ） 
 

成果 
活動 
内容 Fr

ed
ric

k 
Re

nd
y 

Ma
rg

ar
et 
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ra

ld 

Do
bs

on
 

成果 1:  3R 活動がホニアラとギゾで実践される 
1-1 ベースライン調査の実施計画を作成する 
N/A      
1-2 ベースライン調査を実施する（環境条件、住民啓発、ごみ質調査等を含む） 
N/A（本活動は完了済、詳細なデータ分析は必要である）      
1-3 コミュニケーション戦略を作成する 
N/A（本活動は完了済）      
1-4 有価物の管理に資する実行可能な方策を見出す 
C/P が有価物買取業者を視察した。JET はこれを支援した。 ◎     ○ ○ 
1-5 現行のごみ収集システムを見直す 
C/P がごみ収集システムの区画化に係る調査（世帯数、住民数等）を実

施した。ごみ収集ステーションは予算等の準備を行った。 ◎   ○ ◎ ○ 

1-6 3R に関するパイロットプロジェクトの実施計画を作成する 
C/P はエコスクールプログラムの実施計画を作成した。加えて、コミュ

ニティ啓発活動の計画を準備した。JET はこれを支援した。 ○ ◎ ◎ ○ ◎ 

1-7 3R に関するパイロットプロジェクトを実施する 
エコスクールプログラムの先生向けワークショップを実施し、2 校が活

動を開始した。また、コミュニティ啓発活動の準備を始めた。JET は計

画及び実施の支援を行った。 
○ ◎ ◎ ○ ◎ 

1-8 3R 活動実践のための方針案、戦略案、法案、規則案を作成する 
N/A      
1-9 3R に関するパイロットプロジェクトの進捗状況をモニタリングする 
N/A （3R パイロットプロジェクトが開始したばかりで、モニタリング段

階に至っていない） 
     

成果 2: 既存のホニアラ処分場及びギゾ処分場の廃棄物処分システムが改善される 
2-1 既存のホニアラ処分場とギゾ処分場の現地調査を行う 
N/A（本活動は完了済）      

2-2 環境影響評価を行い、必要となる手続きをフォローする 
N/A（本活動は完了済）      
2-3 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改善計画を作成する 
C/P が改善計画案を作成した。JET はこれを支援した。 ◎     ◎ ○ 
2-4 既存のホニアラ及びギゾ処分場の改善を行う 
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成果 
活動 
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JET は処分場改善に係る技術的な支援を行った。また、トラクター用ア

タッチメント調達のための支援も行った。 ◎     ◎ ○ 

2-5 各処分場毎の運営管理マニュアルを作成する 
JET は処分場運営に係る技術的な支援を行った（マニュアルは未作成）。 ◎     ◎ ○ 
2-6 各処分場において処分場スタッフに対して埋立作業運営管理に関する研修を行う 
C/P に対し処分場運営に係る技術的指導を行った。 ○     ◎ ○ 
成果 3: ソロモン国において廃棄物管理に係る学びや経験が広められる 
3-1 これまでの活動で得られた知見や経験をソロモン諸島の他の地域へ広めるため、全国関

係者連絡協議会を設置する 
N/A      
3-2 これまでの活動で得られた知見や経験をソロモン諸島の他の地域へ広めるための、教材

を作成する 
N/A      
3-3 これまでの活動で得られた学びや経験を広めるため、ワークショップを開催する 
N/A      
備考： 

(1) 表中の N/A は本業務期間内で活動が行われなかったことを示す。 
(2) 表中の ◎ は主な役割を担った C/P、○は該当の活動に対しサポートを行った C/P を示

す。 

3.2 教訓 

プロジェクト実施を通して得られた教訓を以下にまとめる。 

(1) 環境省及びホニアラ市役所といった関係機関の強力なリーダーシップにより、ラナデ

ィ処分場の土地所有権問題は比較的迅速に解決できた。土地所有権等の問題を解決す

る際には、国及び地方レベルの長を積極的に巻き込むことが有効である。 

(2) 収集パイロットプロジェクトでは、住民と直接会い住民説明会や住民委員会会議を繰

り返し行った。こうした継続的な取り組みを背景として、C/P が住民との信頼関係を築

きながらプロジェクトを進めることができている。 

(3) フィジー人トレーナーがエコスクールプログラムのワークショップに参加し、フィジ

ーの経験の共有を行った。効果的に C/P のやる気を引き出す要因となっている。同じ大

洋州地域との交流プログラムは非常に有効なツールであると考えられる。 
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(4) ギゾ C/P 2 名がホニアラで開催されたエコスクールプログラムに参加した。ワークショ

ップ後、ギゾ C/P の関心が高まり、ギゾにおけるエコスクールプログラムの主導的役割

を果たしている。とりわけ、ギゾのような小さな町ではコアとなる人物を育成するこ

とでプロジェクトが円滑に動き出すことがある。 

(5) ギゾでトラクター用アタッチメントの調達は当初よりも時間のかかる作業であること

がわかった。特に、小さな島での調達では時間がかかることを予想し作業工程を組む

ことが必要である。 

(6) ホニアラ市役所の George 氏、Mercy 氏が日本での研修で学んだ内容を活かしアクション

プランを作成し、J-PRISM の活動の一環としてパイロットプロジェクトを開始した。同

様に、西部州政府の Rendy 氏も J-PRISM の活動に意欲的になり、今後コミュニティ啓発

活動のキーパーソンになる可能性がある。J-PRISM の活動に取り込むことで、より効果

的なプロジェクト運営に役立つ。各種研修に参加した経験を持つ人的資源の活用が重

要なツールと考えられる。 

3.3 提言 

ソロモンでの活動を改善するために以下の提言が挙げられる。 

(1) 廃棄物管理情報の適切な活用 

J-PRISM の活動として、ごみ量ごみ質調査や処分場搬入量調査が実施されている。し

かし、データの分析が適切に行われておらず、JICA 短期専門家の助言を基に、分析

結果を再度見直す必要がある。必要に応じ、追加調査も行わなければならない。 

(2) 処分場改善運営とリーダーシップ（ホニアラ） 

現在ホニアラ市役所公共事業課がラナディ処分場を管轄しているものの、リーダー

シップが欠如しており、処分場改善作業は遅延している。処分場改善には担当者の

積極的な関与が不可欠である。2014 年 2 月に処分場監視員が公募されたが、一メン

バーとして処分場改善運営の主導的な役割を果たすことが期待される。 

(3) 他ドナーやパートナーとの役割分担、協働 

2014 年、ニュージーランド国際開発機構が、ホニアラにて実施予定の廃棄物現状調

査に基づき、廃棄物管理プロジェクトを計画している。ホニアラ市役所公共事業課

に長期専門家を配置する案も出ており、J-PRISM の活動との重複部分も生じる可能性

がある。日本の NGO LEAF も 2014 年 4 月より収集改善のプロジェクトを実施予定で

ある。これらの機関との役割分担、協働は密に協議する必要がある。 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

63 
 

(4) ホニアラとギゾの経験共有 

現在、ホニアラとギゾの知識、経験の共有は必ずしも頻繁に行われておらず、本プ

ロジェクトで 2 地域を対象地域としているメリットが生かされていない。2013 年 9
月、ギゾ C/P がホニアラにてエコスクールプログラムのワークショップに参加し、

ギゾでエコスクールプログラムを主導していることが好例として挙げられる。エコ

スクールプログラムの交流として、ギゾで積極的に活動している先生をホニアラで

の表彰式に招待する、といったことも考えられる。ソロモン全土における知識・経

験の共有を行う、という本プロジェクトの成果 3 とも密接に関連している。 

(5) JOCV 及び NGO との協働 

ホニアラ及びギゾの C/P 機関に一人ずつ JOCV が派遣されているものの、協働のあり

方に関して議論は活発に行われておらず、効果的な協働が求められる。加えて、プ

ロジェクトの持続可能性の確保のため Katom Garden 等の現地 NGO の活用も十分考慮

されるべきであり、3R パイロットプロジェクト、特に収集パイロットプロジェクト

への巻き込みが期待される。 

(6) 各種研修の活用 

J-PRISM 開始以降、多くの C/P が日本もしくは他の大洋州諸国での研修に参加してお

り、プロジェクトの強みともいえる。適切な C/P が研修に参加すること、研修後に

積極的に J-PRISM へ関与することが期待される。C/P と経験を共有しやる気を引き起

こすため、バヌアツ等、大洋州諸国間での研修も推奨される。 
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C バヌアツ 

C-1. 事業実施の概要 

1.1 プロジェクト構成員と業務実施期間 

JICA 専門家チームは表 20 に示す 4 名で構成されている。 

表 20 JICA 専門家チーム 

氏名  

1 リアド・マハムード 業務主任/廃棄物管理 E（PNG、サモア、バヌアツ） 

2 阿部浩 廃棄物管理 A1（ソロモン）/処分場運営・改善（PNG、ソロモン） 

3 長田顕泰 廃棄物管理 A2（ソロモン） 

4 荒井隆俊 廃棄物管理 E2（バヌアツ） 

 
リアド・マハムード専門家および荒井隆俊専門家は、表 21 に示すスケジュールでバヌアツ

に派遣された。 

表 21 バヌアツにおける JET の派遣日程 

氏名 職名 
2013 2014 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

リアド・ 

マハムード 
SWM-E (24)      (12) 

荒井隆俊 SWM-E2    (13)  (13)  

注：カッコ内の数字は派遣日数を示す。 

二名の専門家の合計派遣日数は 62 日間である。なお、本業務期間中、築地淳業務調整専門

家がバヌアツに派遣された。 

上記派遣期間に本業務に直接的に関わった C/P は以下である。  
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表 22 C/P リスト（バヌアツ） 

名前 組織 タイトル 備考 

Albert Williams DEPC Director プロジェクトダイレクター 

Roger Tary PVM Environmental Health Manager プロジェクトマネージャー 

Carol Rovo DEPC Senior Waste and Pollution 
Control Officer 

プロジェクトコーディネータ

ー（2014 年 2 月より留学） 

Amos Mathias PVM Landfill Operational Supervisor  

Andrew Ala LMC Environmental Health Manager  

Keith Jacob Santo Province Environmental Health Officer  

Anaclet Philip DEPC (Santo) Environmental Extension Officer  

Prosper Buletere Santo Province Provincial Planner  

Nanai Raja WMD, NCDC Waste Management Officer  

Pakoa Ranu DPH, MOH Environmental Health Officer  

Andrew Mark PVM Construction Officer (Landfill)  

Trinison Tari DEPC Senior Environment Officer プロジェクトコーディネータ

ー（2014 年 2 月~） 

Bretain Tambe Biosecurity Biosecurity Officer  

Tom Nalau Lenakel Environmental Health Officer  

Mark Vurobaravu MOA Officer  

Berry George PVM Market Waste Officer パイロットプロジェクトのモ

ニタリング担当、PVM が 2014

年 2 月より雇用 

Gina Tary LMC Waste Management Officer 2014 年 2 月~ 

Ray Eddie LMC Environmental Officer 2014 年 2 月~ 

Touasi Tiwok DEPC Senior Executive Officer  

Utako Jinno JOCV Environmental Education JPRISM 支援 

Mayuka Kozawa JOCV Environmental Education JPRISM 支援 

Mary O’Reilly NZ-VSA Waste Management LMC で活動 

Sean Toland NZ-VSA Geologist LMC で活動 

Elizabeth Brown NZ-VSA Waste Management レナケルで活動 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

66 
 

 

1.2 業務結果のまとめ 

本業務の実施期間はプロジェクトの第 3 年度（2013 年 4 月から 2014 年 3 月まで）と同時期

となった。当該年度における主要な活動、また活動に対する JET からの支援は以下のとおり。 
 

(1) 市場ごみ調査の結果を C/P が PVMC 参議院にて発表した（活動 1-1-1）  

(2) 2013 年 9 月に LMC が廃棄物調査を実施した。PVMC の C/P は初日に参加した（活動 1-1-2） 

(3) 2013 年 5 月に市場の建物に LMC が大規模コンポスト施設を建設した （活動 1-2） 

(4) 2013 年末、PVMC が 2 か月にわたる市場ごみのコンポストパイロットプロジェクトを実

施した（活動 1-2） 

(5) 2014 年 2 月に廃棄物減量化方針案について協議するワークショップが開催された （活

動 1-3-1） 

(6) LMC アルミ缶収集プログラムの規模を拡大した （活動 1-5） 

(7) 処分場にオペレーション・ログを導入し、日報の作成に取り組んだ（活動 2-4） 

(8) 2013 年 1 月、ブッファ処分場にて搬入車両データの収集と分析を行った 

(9) 中間レビュー調査団の支援 

中間レビュー調査団は 2013 年 9 月にバヌアツを訪問し、C/P との面談や会議、また施設

の視察を行った。 

1.3 活動記録 

廃棄物専門家が 62 日間の派遣期間中に実施した活動を表 23 に示す。 
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表 23 バヌアツにおける派遣期間中の主要な活動 
No. 日付 活動 

バヌアツにおける第 1 次派遣（リアド専門家：SWM 専門家 E） 

1 2013/8/2 ポートビラ着 

2 2013/8/3  資料及びデータ整理 

3 2013/8/4  JICA バヌアツ事務所、プロジェクト構築アドバイザーとの会

議 
 資料及びデータ整理 

4 2013/8/5  C/P 会議 
 JICA バヌアツ事務所所長と面談 

5 2013/8/6  ブッファ処分場への視察 

6 2013/8/7  収集車作業の観察 Observation of collection trucks operations 
 Vanuatu Direct(VD)の Director である Cornelia Wylie 氏と会議 

7 2013/8/8  DEPC 局長との協議 Discussion with Director, DEPC 
 Wan Smol Bag との会議 
 PVMC の運転手と作業員との内部会議に出席 
 オーストラリア高等弁務団にて“Trash”の上映に出席 

8 2013/8/9  Recycle Corp との会議 
 NGO、Live and Learn との会議 

9 2013/8/10  資料及びデータ整理 

10 2013/8/11  資料及びデータ整理 

11 2013/8/12  C/P 会議 
 JICA 東京本部との TV 会議 

12 2013/8/13  中間レビュー調査団会議の支援 

13 2013/8/14  カウンターチーム会議 

14 2013/8/15 祝日 

 資料及びデータ整理 

15 2013/8/16  DEPC 所長との会議 
 ブッファ処分場訪問 
 C/P 会議 

16 2013/8/17  JICA バヌアツプロジェクト構築アドバイザーとの会議 
 資料及びデータ整理 
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No. 日付 活動 

17 2013/8/18  資料及びデータ整理 

18 2013/8/19 ルーガンビル訪問 

 ルーガンビル処分場視察 
 医療廃棄物用焼却施設の視察 
 LMC C/P との会議 
 市場にあるコンポスト施設の視察 

19 2013/8/20  ごみ組成調査に参加 
 新規処分場候補地の視察 

ポートビラ帰着 

20 2013/8/21  Wan Smol Bag との会議 
 サモアプロジェクトオフィスとの電話会議 

21 2013/8/22  C/P 会議 
 検疫廃棄物用焼却施設の視察 

22 2013/8/23  Vanuatu Direct Cornelia Wylie 所長との会議 
 代行書記官との会議 

23 2013/8/24  資料及びデータ整理 

24 2013/8/25 ポートビラ出発 

バヌアツにおける第 2 回派遣（荒井専門家：SWM 専門家 E2） 

1 2013/11/3 ポートビラ着 

2 2013/11/4  C/P チーム会議 
 JICA バヌアツオフィスへの報告 

3 2013/11/5  パイロットプロジェクト活動、Wan Smol Bag との会議 

4 2013/11/6  パイロットプロジェクト活動 

5 2013/11/7  パイロットプロジェクト活動、ブッファ処分場訪問 

6 2013/11/8  Freswota デポでの収集車両の視察 

7 2013/11/9  資料及びデータ整理 

8 2013/11/10  資料及びデータ整理 

9 2013/11/11  パイロットプロジェクト活動 

10 2013/11/12  C/P チーム会議 
 プロジェクトオフィス、JICA 本部との TV 会議 

11 2013/11/13  JICA バヌアツ事務所への報告 
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No. 日付 活動 

12 2013/11/14 ポートビラ出発 

バヌアツ第 3 次派遣（荒井専門家：SWM 専門家 E2） 

1 2014/1/13 ポートビラ着 

2 2014/1/14  C/P チーム会議 
 JICA バヌアツ事務所への報告 

3 2014/1/15  パイロットプロジェクト活動、DEPC 局長との会議 

4 2014/1/16  ブッファ処分場搬入ごみ調査  

5 2014/1/17  ブッファ処分場搬入ごみ調査 

6 2014/1/18  パイロットプロジェクト活動 

7 2014/1/19  資料及びデータ整理 

8 2014/1/20  資料及びデータ整理 

9 2014/1/21  パイロットプロジェクト活動、VD との会議 

10 2014/1/22  C/P チーム会議 

11 2014/1/23  JICA バヌアツ事務所への報告 

12 2014/1/24 ポートビラ出発 

バヌアツにおける第 4 次派遣（リアド専門家：SWM 専門家 E） 

1 2014/2/11 ポートビラ着 

 主要な C/P との個別会議 
 DEPC 局長との会議 
 ブッファ処分場及び中央市場への視察 
 JICA バヌアツ事務所との会議 

2 2014/2/12  C/P チーム会議 
 DEPC 所長との会議 

3 2014/2/13  観光部門 C/P との会議 
 ワークショップ準備 
 Freswota 市場への訪問 
 JICA バヌアツ事務所との会議 

4 2014/2/14  JCC 会議準備に向けた C/P 会議 

5 2014/2/15  資料及びデータ整理 

6 2014/2/16  業務完了報告書の作成 
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No. 日付 活動 

7 2014/2/17  ルーガンビルにて第 3 回 JCC 会議 

8 2014/2/18  JCC 会議議事録の作成 
 ワークショップ準備 

9 2014/2/19  廃棄物減量化ワークショップ 
 プロジェクトマネージャーとの会議 

10 2014/2/20  中央市場でのごみの積み下ろしの視察、mamas との会議 
 VD でのコンポストの視察 
 ブッファ処分場視察 

11 2014/2/21 祝日 

 JICA バヌアツ事務所との会議及び業務完了報告書の提出 

12 2014/2/22 ポートビラ出発 

1.4 業務実施の方法 

バヌアツにおける業務実施期間中、JET は下記の方針に基づき作業を行った。 

(1) プロジェクト活動への直接的関与を通して C/P の能力向上を図るという J-PRISM の原則

を基に活動する。本業務期間中、C/P は JET からアドバイスやコメントを受けながら以

下の主要タスクを自分たちで実行した。 
1. PVMC 議会での廃棄物組成調査結果の発表 
2. LMC での毎年の廃棄物調査（原則として NZ-VSA のガイダンスと J-PRISM の支援を

受けながら） 
3. PVMC 内の 2 つの市場でのコンポストパイロットプロジェクトの実施 
4. LMC における新規埋立て処分場建設と既存処分場の閉鎖の検討 
5. 廃棄物減量化方針案協議のためのワークショップの開催 
6. ブッファ処分場へのウェイブリッジ導入に係わる電力供給問題の検討 
7. ブッファ処分場におけるオペレーション・ログの開発 
8. ルーガンビルでの第 3 回 JCC 会議の開催 

(2) プロジェクト活動への支援を得るため、プロジェクトダイレクター（DEPC 局長）及び

書記官とより細やかに連絡を取り合うこと 
(3) C/P と個別および複数での定期的な協議を行う 
(4) ステークホルダーとの現場視察や会議は基本的に C/P との協働で行う 
(5) ルーガンビルへ 2 回訪問し、現地 C/P 及び NZ-VSA ボランティとのコミュニケーション

を維持する 
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(6) C/P の通常業務への割り込みを最小限にするとともに、限られた業務期間を最大限に活

用する 
(7) 活動および協議の個人記録を管理する 
(8) JICA バヌアツ事務所及びプロジェクトオフィスへ定期的な報告を行う 
(9) 文化および作業環境の理解に努める 
(10) C/P に対し現実的かつ適切な提案、助言そしてガイダンスを提供する 
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C-2. 業務実施の詳細 

2.1 プロジェクト成果と活動 

2.1.1 活動計画 

活動計画（PO）は、2013 年 9 月に中間レビュー調査団から提示された提言に基づき修正が

くわえられ、2014 年 2 月にバヌアツの C/P に承認された。 

以下に PO の要約を示す。 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プロジェクト目標 

[バヌアツ] 
 

1. SPREPインベントリに 3名の専門家が登
録される 

2. ブッファおよびルーガンビル処分場が
年間運営計画通りに運営される 

3. 一つまたはそれ以上の省で、減量化とコ
ンポスト活動促進のための各自のアク
ションプランが実行される 

 
 
大洋州地域廃棄物管理戦略の実施を通し
て、大洋州地域における自立発展的な廃
棄物管理のための人材および制度基盤が
強化される。（2010－2015）（RS2010） 

 

指標 
 

指標 上位目標 (各国共通) 

自立発展的な廃棄物管理が促進される。 
 

1-1. SPREPリストに登録された専門家（教
官）の60％が最低1つのワークショッ
プで講師を務める。そして／またはそ
のための研修が地域内及び／または
国内で行われる 

1-2. ポートビラ及びルーガンビラの廃棄
物最終処分量がそれぞれ最低7％減少
される 
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成果と活動 指標 

成果 1: 都市及び周辺部のごみの最終処分量が最小化メカニズムを通じて減量化さ

れる 

1-1-1 ごみ量・ごみ質調査に着手する（ポ

ートビラ） 
1-1-2 ごみ量・ごみ質調査に着手する（ル

ーガンビル） 
1-1-3  ごみ量・ごみ質調査に着手する（レ

ナケル） 
1-2 農業局、有機農場グループ、保健省と

ともに有機ごみのコンポストとしての利

用について検討する（ポートビラ、ルー

ガンビル） 
1.3.1 国家廃棄物減量化戦略(NWMS)をレ

ビュー、最終化する 
1.3.2 国家廃棄物減量化戦略(NWMS)を策

定する 
1.3.3 ポートビラ廃棄物管理計画（2008
年）をレビュー、評価、更新する 
1.4 缶とプラスチック・ボトルの収集シス

テムを確立し、実施する（ポートビラ） 
1.5 缶とプラスチック・ボトルの収集シス

テムを確立し、実施する（ルーガンビル） 

1-1 市場における生ごみ発生量が 20％削

減される（ポートビラ） 
1-2 NWMS が確立される 
1-3 缶収集システムが確立される 
 
 

成果 2:既存処分場（ブッファとルーガンビル）が改善される  

2.1 ブッファ処分場におけるウェイブリ

ッジ・システム確立に係わる実現可能性

調査（FS）を実施する 
2.2 ブッファ処分場にウェイブリッジ・シ

ステムを確立する 
2.3 ブッファ処分場にウェイブリッジ・シ

ステムとともに、中央データ管理システ

ムを開発し更新する 
2.4 ブッファ処分場にデータ管理を導入

するために、運転・管理計画を策定する 
2.5 ルーガンビル処分場の閉鎖計画を策

定する 

2-1 ブッファ処分場にウェイブリッジ・シ

ステムが確立される  
2-2 ブッファ処分場にデータ管理システ

ムが確立される  
2-3 ブッファ処分場運転管理計画が活用さ

れる 
2-4 ルーガンビル処分場の閉鎖計画が策

定される 

プロジェクトの成果および関連する活動-バヌアツ 
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2.1.2 活動計画の進捗 

各活動の状況と本業務期間内の進捗は以下のとおり。 

成果 1: 都市及び周辺部のごみの最終処分量が最小化メカニズムを通じて減量化される 

1.1.1 ごみ量・ごみ質調査に着手する（ポートビラ） 

市場ごみの調査を実施した。調査結果について、C/P が 2013 年 9 月 PVMC 議会で発表した

（添付資料 C-1）。報告書はまだ完成していない。  

1.1.2 ごみ量・ごみ質調査に着手する（ルーガンビル） 

ごみ量・ごみ質調査を 9 月に実施し、報告書を作成した。PVMC の C/P も調査に参加した。 

1.1.3 ごみ量・ごみ質調査に着手する（レナケル） 

本活動はまだ実施されていない。 

1.2 農業局、有機農場グループ、保健省とともに有機ごみのコンポストとしての利用につい

て検討する（ポートビラ、ルーガンビル） 

マーケットコンポストのパイロットプロジェクトが 10 月からの 2 か月、ポートビラの中

央市場及び Freswota 市場で実施された。本パイロットプロジェクトでは、PVMC、DEPC、
エンドユーザー（VD:Vanuatu Direct）、Wan Smol Bag など、多様のステークホルダーを結び

つけた。プロジェクトでは意識啓発、発生源分別、分別収集及び有機ごみのコンポスト

などを行った。パイロットプロジェクトの報告書は、プロジェクトマネージャーの Roger 
Tari 氏が作成しており、本報告書に別添している。 

ルーガンビルにおいては、大規模コンポスト施設が 2013 年 5 月にマーケットハウスに設

置され、生ごみ（バスケット及びヤシ殻を除く）の回収が行われた（添付資料 C-2）。本

年 1 月にはバヌアツ農業大学と余剰生ごみの引き取りについて合意を結んだ。これらの

生ごみはコンポスト化及び現地の養豚場の飼料に使われる予定である。 

1.3.1 国家廃棄物減量化戦略(NWMS)をレビュー、最終化する 

本年中は本活動について特段の進捗はなかった。  

1.3.2 国家廃棄物減量化戦略(NWMS)を策定する 

成果 3: 国及び地方自治体レベルの廃棄物管理能力の向上が図られる 

3.1 ごみ量・ごみ質調査に関する国内トレ

ーニングを実施する 
3.2 処分場管理運転の国内トレーニング

を開始する 
3.3 ごみ収集作業員・管理者向け国内トレ

ーニングを開始する 

3-1 1 人以上の省職員が廃棄物減量化及び

廃棄物管理の重要性を認識する 
3-2 省レベルの廃棄物管理マスタープラ

ン策定マニュアルが作成される 
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2014 年 2 月にワークショップを開催し、政策文書案について協議した。プロジェクトダ

イレクターからは、DEPC が現在は廃棄物減量化に関する方針の策定を望んでいること、

また本方針を、2014 年に見直しが予定されている NWMS 改訂版に組み込むことが提案さ

れた。ワークショップの議事録は本報告書添付資料 C-3 を参照されたい。本方針の策定

は今年末までに行うことを予定している。 

1.3.3 ポートビラ廃棄物管理計画（2008 年）をレビュー、評価、更新する 

本年中は本活動について特段の進捗はなかった。 

1.4 缶とプラスチック・ボトルの収集システムを確立し、実施する（ポートビラ） 

今年パイロットプロジェクトの計画づくりを開始し、2014 年に活動を実施予定。C/P はプ

ラスチックボトルの需要を検討し、これらの資源化物を今後構築されるシステムにどの

ように組み込むかを検討することになっている。 

1.5 缶とプラスチックボトルの収集システムを確立し、実施する（ルーガンビル） 

現在、既存のアルミ缶収集プログラムの宣伝、拡大及び効率化を行っている。30 件のレ

ストラン、バー、カフェ、リゾート及び店舗等が回収用ケージを保有しており、集めら

れた缶は Recycle Corp が 2 か月ごとに回収を行っている。回収で得たお金は、ケージをさ

らに製作するための資金とし Rotary に直接渡される。新規デザインのケージが作成され、

来月公共利用用に Unity Park に設置される予定。 

成果 2: 既存処分場（ブッファとルーガンビル）が改善される 

2.1 ブッファ処分場におけるウェイブリッジ・システム確立に係わる実現可能性調査（FS）
を実施する 

本活動については進捗が少ない。C/P はまだ、送電機関とブッファにおける電力供給の拡

張計画について協議していない。一方、ウェイブリッジのための代替電力供給について

の情報をメーカーから収集し、レビューと検討を行っている。 

2.2 ブッファ処分場にウェイブリッジ・システムを確立する 

本活動はウェイブリッジが導入された後に開始する。 

2.3 ブッファ処分場にウェイブリッジ・システムとともに、中央データ管理システムを開発

し更新する 

本活動はウェイブリッジが導入された後に開始する。 

2.4 ブッファ処分場にデータ管理を導入するために、運転・管理計画を策定する 

現在の運営についてのデータ収集と解析を行うため、日毎の運行記録が適用された。収

集データの分析は 2014 年に予定されているマスタープラン策定にも有用である。さらに

搬入車両調査も 2014 年 1 月に実施された。添付資料 C-4 を参照。 

2.5 ルーガンビル処分場の閉鎖計画を策定する 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

76 
 

衛生処分場についての訓練を受け、経験も有している PVMC の C/P である Amos Mathias 氏
が本年度中 2 回処分場を訪問し、LMC の C/P と処分場閉鎖の必要条件についての協議を

行った。Amos Mathias 氏の報告書を本報告書に別添する（添付資料 C-5）。 

成果 3: 国及び地方自治体レベルの廃棄物管理能力の向上が図られる 

3.1 ごみ量・ごみ質調査に関する国内トレーニングを実施する 

本年度中は、レナケル職員を対象にトレーニングを実施した。 

3.2 処分場管理運転の国内トレーニングを開始する 

本年度中、国内トレーニングは実施されなかった。 

3.3 ごみ収集作業員・管理者向け国内トレーニングを開始する 

本活動は 2014 年に開始予定である。 

2.2 中間レビュー調査団からの提言 

JICA が結成した中間レビュー調査団は 2013 年 8 月から 9 月にバヌアツを訪問し、現地視察、

C/P との面談及び、プロジェクト資料とデータのレビューを行った。 

2.2.1 プロジェクト成果達成度の評価 

中間レビュー報告書では、3 つの成果のそれぞれの達成度は表 24 のとおりに評価されて

いる。 
表 24 成果の中間レビュー評価 

成果 達成度 記述 

成果 1: 都市及び周辺部

のごみの最終処分量が最

小化メカニズムを通じて

減量化される 

B/C （B 評価) いくつかの活動で若干の遅れがみら
れるものの、特に困難なく挽回されるものと考
えられる。現時点ではまだ進捗が指標の変更に
反映されていない。 
(C 評価) いくつかの活動の遅れが成果の達成に
影響し始めた。プロジェクト期間中に本成果を
達成するためには、かなりの労力が必要であ
る。 

成果 2:既存処分場（ブッ

ファとルーガンビル）が

改善される 

N/A  

成果 3: 国及び地方自治

体レベルの廃棄物管理能

力の向上が図られる 

B （B 評価) いくつかの活動で若干の遅れがみら
れるものの、特に困難なく挽回されるものと考
えられる。現時点ではまだ進捗が指標の変更に
反映されていない。 

出所：中間レビュー報告書、2013 年 9 月 
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中間レビュー報告書は C/P にも配布されており、本報告書では内容についてこれ以上の詳述

はしない。  

2.2.2 プロジェクトおよび C/P への中間レビュー調査団からの提言 

中間レビュー報告書で示されたプロジェクト（実施機関及び JICA 専門家）に対する提言に

ついて、C/P と協議を行った。C/P は提言を受け入れ、それぞれの提言に対する対処方針を

表 25 ようにまとめた。 

表 25 中間レビュー調査団からの提言と C/P の対策 
No. 中間レビュー調査団から 

プロジェクトへの提言 対策 

1) 現行の PDM 及び PO の修正 提案された修正は、議事録に報告すると
おりに受け入れた 

2) プロジェクトの遅れを取り戻すためにレ

ビューを行い、必要な、そして／または

追加の投入を行うこと 

PVMC がマーケットハウス担当の廃棄物
管理職員を任命、また J-PRISM 専門家チ
ームがプロジェクトアシスタントを任命
するなど、プロジェクトの人員を増やし
た。 

3) LMC の廃棄物管理アドバイザー(VSA ボラ

ンティア)と協働し、どのように活動を推

進しているのかについて 学ぶこと  

ルーガンビルでの JCC 会議の開催は 2 つ
の役所での協力体制の強化とそれぞれの
経験から学ぶ良いステップとなった。 

4) ３R 促進のアイディアや資料を他のメン

バー国と共有するなど、広域プロジェク

トに属している利点を最大活用すること 

C/P は活動報告書を多数作成し、プロジ
ェクトオフィスがそれを他国に普及でき
るようになっている  

5) C/P とサポートメンバーの区別を明確に

すること 
同意する 

6) プロジェクトに政策決定者レベルの職員

及び上長を巻き込むこと  
PVMC 及び LMC 双方とも、DEPC 局長が議
長を務める第 3 回 JCC 会議にオブザーバ
ーとして招待した 

出所：中間レビュー調査報告書からの提言、および 2014 年 1 月に開催された C/P 会議で協

議された対策 

2.2.3 PDM 変更の提案 

中間レビュー調査団より PDM 及び PO、特に評価指標に対する修正点が提示された。特に指

標についてはできるだけ定量的数値を取り入れるよう推奨された。これを受け C/P と協議

（2014 年 2 月 12 日開催の C/P 会議にて）し、修正が受け入れられた。  
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表 26 変更後の PDM の指標 
Item 変更前 変更後 

上位目標 大洋州地域における自立発展的な廃棄物管理が促進される。 
1. 今後要検討 1-1. SPREP リストに登録された専門家（講

師）の 60%が最低 1 つのワークショップで

講師を務める。そして／またはそのための

地域及び／または国内のトレーニングが実

施される 
1-2. ポートビラ及びルーガンビル処分場に

おける廃棄物埋め立て量がそれぞれ最低

7％減少される 
プロジェ

クト目標 
大洋州地域廃棄物管理戦略の実施を通して、大洋州地域における自立発展的な

廃棄物管理のための人材および制度基盤が強化される。（2010－2015）（RS2010） 
1. SPREP インベントリに登録さ

れる処分場管理専門家（講師）の

人数 
2.ブッファ処分場における処分

量が XX％削減される 
3. 処分場管理能力が強化される 

1. 3 名の専門家が SPREP インベントリに登

録される 
2. ブッファ及びルーガンビル処分場が年間

運営計画に基づき管理される 
3. 一つまたはそれ以上の省において、廃棄

物減量化及びコンポスト化促進のための各

自のアクションプランが実施される 
成果１ 1.1 家庭及び市場から排出され

る生ごみ量が 5％削減される（ポ

ートビラ） 
1.2 NWMS が確立される 
1.3 缶の収集システムが確立さ

れる 

1.1 市場から排出される生ごみ量が 20％削

減される（ポートビラ） 
1.2 同左 
1.3 同左 

成果２  修正なし 
成果３ 3.1 ポートビラ、ルーガンビル及

びレナケルでそれぞれ実施され

るトレーニングの回数 
3.2 ポートビラ、ルーガンビル及

びレナケル各地におけるごみ組

成調査、埋立て処分場管理／運営

／ごみ収集者の研修への参加人

数 

3.1 1 人以上の省職員が廃棄物減量化及び廃

棄物管理の重要性を認識する 
3.2 省レベルの廃棄物管理マスタープラン

策定マニュアルが作成される 

2.3 第 3 回 JCC 会議の開催 

第 3 回 JCC 会議が 2014 年 2 月 17 日にルーガンビルで開催された。JCC 会議の議事録は添付

資料 C-6 に記載のとおり。 
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2.4 キャパシティアセスメント（個人） 

C/P には 2 つの様式を配布した。一つは各自の責務と J-PRISM プロジェクトへの期待を記入

する様式 1、もう一つは、廃棄物管理のカテゴリーとサブカテゴリーごとに各自の能力を評

価する様式 2 である。ここでは C/P 4 名の回答についての分析を行う。 

C/P が J－PRISM プロジェクトを通して取得を期待することの一例を、以下に示す。 

 廃棄物減量化方針が策定され承認されること 

 衛生処分場に関連する全ての活動（計画、設計、O&M、チッピングフィー、重機の

維持管理、浸出水のモニタリング及び安全閉鎖）についての能力向上が必要 

 ごみの収集及びリサイクルについての理解の深化 

 効率的な収集システムの導入 

 アクションプラン策定及び実行のための能力の習得 

C/P は収集、リサイクル及び埋め立て処理等全ての廃棄物管理セクターにおける能力の向上

を望んでいる。また、プロジェクトに対して廃棄物減量化方針の策定と承認のための支援

を期待している。 

廃棄物管理カテゴリー及びサブカテゴリー（様式２）を表 27 に示す。 

表 27 キャパシティアセスメント項目（個人） 
大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 

1. 方針 固形廃棄物の定

義 
固形廃棄物の定義およびごみの品目について理解して

いる 
廃棄物管理計画 廃棄物管理に関連する方針を明確に理解している 
関連法令・規則 既存の廃棄物関連法令とその内容について知っている 
環境影響評価 EIA 関連法規制に基づき、環境影響評価の手順を明確に

理解している 
2. 管理 財務 廃棄物管理関係歳入・歳出（収集費用、燃料費、維持

費用および処分場の管理費用）とその内訳を知ってい

る 
収集費用 収集費の設定の基礎を理解している（費用設定方法、

額、収集方法等） 
処分場ごみ処理

費（チッピングフ

ィー） 

チッピングフィー設定の基礎を理解している（チッピ

ングフィー設定方法、額、収集方法） 

組織体制 廃棄物管理に係わる中央政府及び地方政府機関と、そ

の責務を知っている 
職務の分掌 自分の組織における廃棄物管理に係わる職務および責

務を理解している 
廃棄物管理における自分の職務と責務を理解している 

3. 現状分析 調査 住宅から排出される廃棄物の調査の経験がある 
商業ごみの調査の経験がある 
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
埋立地に搬入されるごみの調査経験がある 
収集量を把握するための調査を実施できる 
収集作業のタイムアンドモーション調査の経験がある 
市民の意識調査を実施した経験がある 

データ分析と 
報告書作成 

調査データを分析し SWM 運営状況を評価することがで

きる、また計画を策定できる 
4. 収集 収集サービスの

範囲 
現在の収集対象地域と収集サービス対象人口を理解し

ている 
サービスプラン 収集サービスの計画づくりができる（方法、収集場所、

収集容器の種類、頻度、トラックの種類、意識啓発プ

ログラム） 
委託契約 収集サービスの契約内容を明確に理解している 

収集業者の監督 監督者に収集の監視に係わる任務を課すことができる 
監督の現場作業および報告を監視できる 

5. 最終処分 処分場の設計 処分場設計の基礎を理解している 
必要な処分場施設を知っている 
処分場の設計ができる 

埋立て手法 埋立て地への搬入ごみ量を知っている（ごみの品目ご

との量、車両台数、到着時刻等） 
処分場の運営および維持管理計画を策定できる 
処分場の運営と維持管理のモニターと改善を行うこと

ができる 
現在の処分場の閉鎖計画を策定することができる 

浸出水 浸出水とは何か、また処分場における問題点を理解し

ている 
水質 浸出水及び埋立地の地下水について、COD、pH などの

水質のモニタリングができる 
ウェイストピッ

カーの管理 
ウェイストピッカーの管理方法を知っている（ウェイ

ストピッカーの人数、収集品目、処分場内で生活して

いるウェイストピッカー等） 
EIA 新規処分場の EIA 調査項目を知っている 

6. 3Rs 定義 リデュース、リユース、リサイクル（リカバリー）の

違いを理解している 
PIC に関係のある、４つ目の R であるリターンについて

理解している 
バヌアツにおけ

るリサイクル活

動 

バヌアツで発生する資源化ごみの品目を把握している 
どの資源化ごみがバヌアツ国内でリサイクルされてい

るか把握している 
国外に輸出されている資源化ごみとその量を把握して

いる 
バヌアツ国内で操業している民間のリサイクル業者を

把握している 
リサイクル調査を実施することができる 
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
7. 住民意識 メッセージ 廃棄物管理に関する住民意識の向上のために、なぜ、

どのようなメッセージを発信するべきか理解している 

ツール メディア、キャンペーン、広告、リーフレット、ニュ

ースレター等、住民啓発活動に活用できるツールを知

っている 
実施 意識啓発／３R プログラムのアクションプランを策定

できる 
廃棄物管理に係わる意識啓発および３R プログラム用

の資料を作成することができる 
廃棄物管理に係わる学校教育プログラムを実施した経

験がある 
コミュニティ向け意識向上プログラムを実施した経験

がある 
廃棄物管理に係わる一般の苦情に対応した経験がある 

8. 個人のス

キル 
態度 勤務態度は良く、職務に適したものである 

リーダーシップ 廃棄物管理においてリーダーシップを発揮できる 

知識と能力 廃棄物管理についての豊富な知識と経験を有している 
意識 廃棄物管理について、さらに学びたい 
コミュニケーシ

ョン 
上司、同僚および部下と、報告書、会議、E メール、ま

たプレゼンテーション等を通してコミュニケーション

をとることができる 

 

個人のキャパシティーアセスメントは個別に行ったが、参考に C/P の全体の評価点を図 8 に

整理した。 
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(a) 廃棄物管理カテゴリーごとの評価点 

 
(b) サブカテゴリーごとの評価点 

図 8 自己評価点数の合計 

SWM カテゴリーで見ると、C/P は個人のスキルについて高く評価しており、能力構築にあた

りしっかりとした土台ができていることを示している一方、最終処分及び住民意識向上へ

の対応の能力に自信を持っていないことが分かった。後者に関しては、C/P は啓発活動のほ

とんどを Wan Smol Bag (NGO)に頼っている。  

SWM サブカテゴリーで見ると、C/P は EIA 及び水質管理に関する能力にあまり自信がないこ

とが分かった。プラス面では、C/Pは職務の割り振りに関する管理能力が高いと考えており、

また SWM についてさらに学びたいという欲求（個人のスキル：意識）が強いことが分かっ

た。 
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C-3. 結論及び提言 

3.1 業務期間中における達成度評価 

表 28 に、各活動における JICA 専門家チーム（JET）および C/P による投入の評価結果をま

とめる。 

表 28 各活動における JET による投入の評価結果 
 

成果 
活動 
内容 Al

be
rt 

Ro
ge

r 
Ca
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l 

Am
os

 
Tr
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n 
To
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si 
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r 
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el 
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成果 1: 都市及び周辺部のごみの最終処分量が最小化メカニズムを通じて減量化される 
1.1.1 ごみ量・ごみ質調査に着手する（ポートビラ） 
C/P が準備と発表を行った。JET は発表内容をレ

ビューし、アドバイスを与えた。 
 

◎ ◎ ○ 
  

◎ 
    

1.1.2 ごみ量・ごみ質調査に着手する（ルーガンビル） 
LMC の C/P が調査を実施した。JET は初日に参加

した。    ○    ○ ○ ○  

1.1.3 ごみ量・ごみ質調査に着手する（レナケル） 
N/A            
1.2 農業局、有機農場グループ、保健省とともに有機ごみのコンポストとしての利用につい

て検討する（ポートビラ、ルーガンビル） 
ポートビラでは、C/P が計画の作成、ステーク

ホルダーとの調整、意識啓発キャンペーンの立

ち上げ、パイロットプロジェクトの実施をした。

また、C/P が評価報告書を作成した。JET は助言、

資金援助、モニタリング及び評価の支援を行っ

た。 
ルーガンビルでは、C/P が市場にコンポスト設

備を導入した。JET は設備が設定されてから技

術的なコメントを与えた。 

 ◎ ○ ○   ○ ○ ○ ○  

1.3.1 国家廃棄物減量化戦略(NWMS)をレビュー、最終化する 
N/A            
1.3.2 国家廃棄物減量化戦略(NWMS)を策定する 
C/P はプロジェクトダイレクターの指示のもと

ワークショップを開催し、戦略ペーパー草案に

ついて協議した。JET は助言をし、またワーク

ショップへ参加した。 

◎ ○   ○ ○     ○ 

1.3.3 ポートビラ廃棄物管理計画（2008 年）をレビュー、評価、更新する 
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成果 
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N/A            
1.4 缶とプラスチック・ボトルの収集システムを確立し、実施する（ポートビラ） 
N/A            
1.5 缶とプラスチック・ボトルの収集システムを確立し、実施する（ルーガンビル） 
LMC の C/P はアルミ缶収集及びリサイクル活動

を拡大した。 
       

○ ○ ○ 
 

成果 2: 既存処分場（ブッファとルーガンビル）が改善される 
2.1 ブッファ処分場におけるウェイブリッジ・システム確立に係わる実現可能性調査（FS）
を実施する 
JET は F/S を進めるための提案を行った。.   ○ ○        

2.2 ブッファ処分場にウェイブリッジ・システムを確立する 
N/A.            
2.3 ブッファ処分場にウェイブリッジ・システムとともに、中央データ管理システムを開

発し更新する 
N/A            

2-4 ブッファ処分場にデータ管理を導入するために、運転・管理計画を策定する 
ウェイブリッジが設置されるまでに利用できる

よう、C/P 及び JET でブッファ処分場の日々の運

営に関するデータ収集と報告のためのフォーム

を作成した。 

 

○ 

 

◎ 

       

2.5 ルーガンビル処分場の閉鎖計画を策定する 
LMC の C/P が既存処分場へ多くの改善策を施し

ており、また新規処分場候補地の検討を行って

いる。PVMC の C/P が既存処分場運営の改善につ

いてアドバイスを行っている。JET は PVMC の

C/P に同行してルーガンビルを訪問した。 

   

○   

     

成果 3: 国及び地方自治体レベルの廃棄物管理能力の向上が図られる 
3.1 ごみ量・ごみ質調査に関する国内トレーニングを実施する 
本年度中 PVMC によるレナケル職員向けのトレ

ーニングが実施された。JET は関与していない。  ◎ ○ ○       ◎ 

3.2 処分場管理運転の国内トレーニングを開始する 
N/A            
3.3 ごみ収集作業員・管理者向け国内トレーニングを開始する 
N/A            
備考： 

(1) 表中の N/A は本業務期間内で活動が行われなかったことを示す。 
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(2) 表中の ◎ は主な役割を担った C/P、○は該当の活動に対しサポートを行った C/P を

示す。 
(3) 黄色部分はポートビラ市役所 C/P、緑色はルーガンビル市役所 C/P、橙色部分はレナ

ケル市役所 C/P を示す。Albert 氏はプロジェクトダイレクターであり、環境保全局局

長である。 

3.2 教訓 

バヌアツでのプロジェクト実施を通して得られた教訓を以下にまとめる。 

(1) マーケットコンポストパイロットプロジェクトにおいて、PVMC の C/P のオーナーシッ

プを醸成することができた。同プロジェクトが PVMC のプロジェクトであり、JICA のプ

ロジェクトではないことを PVMC の他職員に自分たちで説明したり、自分たちに必要な

支援を考え取り組んでいた。プロジェクトに対する強いオーナーシップを醸成するこ

とがプロジェクトの一つの鍵になると言える。 

(2) PVMC と LMC は官民パートナーシップのモデルを試み、それぞれの市における 3R 推進

に成功している。PVMC では、官セクターがマーケットのグリーンウェストを分別した

後、民セクターである Vanuatu Direct Farm へ輸送する役割を果たしている。Vanuatu Direct 
Farm はコンポストの作成、近隣農家への配布を行っている。LMC では、マーケットに

コンポスト施設を建設し、民間が資金及び技術提供を行っている。 

フィジーにおいても処分場でコンポストを作成しコンポスト製品を売る、という活動

が行われているものの、バヌアツのモデルとは異なる。フィジーでは、官セクターが

分別、輸送、コンポストの全てを管轄しており、民セクターの役割はコンポスト製品

の購入等、限定的である。バヌアツの 2 都市でのモデルはほかの大洋州地域でも共有さ

れるべき教訓の一つと言える。 

(3) LMC 及び NZ-VSA は、バヌアツ国内で有価物を収集し海外へ輸出するという取り組みを

行っている。例えば、プリンタートナーカートリッジを製造、輸送、輸入する国内外

の会社と協力関係を築き、直接契約することで、使用済みトナーカートリッジを製造

者へ無償で返却できることになった。国内でリサイクルできない有価物を製造者へ返

却する仕組みを確立するには、国内の貿易会社や海外の海運会社との協力関係が非常

に重要となる。 
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(4) バヌアツでは 3 都市（ポートビラ、ルーガンビル、レナケル）が対象となっており、廃

棄物管理に係る現状や解決方法が異なってくる。J-PRISM の専門家は、JOCV の環境教育

隊員と協働しつつ、人口が一番多いポートビラ市を中心に活動している。ルーガンビ

ルでは 2 名の NZ-VSA が廃棄物管理を支援しており、レナケルにおいても NZ-VSA が 2013
年 2 月より同様の活動を開始している。  

本業務期間中、これらの 3 都市の C/P 間で情報やデータの共有が定期的に行われ、ルー

ガンビルでの JCC へも参加した。このように定期的な情報やデータの共有の場を設け

る等、3 都市の交流を促すことで、プロジェクトの活動がより効率的に実施できると考

えられる。 

(5) 第 3 回 JCC は、C/P の提案に基づき、ルーガンビルで計画された。当初予算を確保でき

ていなかったが、議論を重ね、C/P12 名分の航空賃、交通費、会場費、昼食代等をシェ

アすることとなった。また、マーケットコンポストパイロットプロジェクトでは、Vanuatu 
Direct farm までのごみ輸送費やマーケットのごみ箱、各店舗へ配布するプラスチック袋

の費用を C/P（PVM）が負担することとなった。JICA 専門家チームも安全具等を負担し、

バヌアツ C/P 側と JICA が協働する形で費用分担が実施され、C/P のオーナーシップを高

めることができた。費用負担を実施することで、C/P のオーナーシップ醸成を図ってい

くことが今後の J-PRISM の活動においても重要になると考えられる。 

3.3 提言 

プロジェクト活動にはまだ改善の余地がある。以下に改善のための提言をまとめる。 

(1) 人材の増強 

2014 年、PVMC と LMC 双方で多くのプロジェクト活動が行われるため、C/P は非常に

多忙となることが予測される。両市ともにより多くの人材が廃棄物管理に関わるこ

と、また DEPC 職員もプロジェクトの開始から C/P に加わり、プロジェクトにより深

く関与していくことが必要がある。 

(2) プロジェクト管理 

本年中はプロジェクトダイレクター、プロジェクトマネージャー及びプロジェクト

コーディネーターは、本プロジェクトに対して積極的に関与し、大きな投入を行っ

た。また多くの C/P が C/P 会議や種々のプロジェクト活動に参加した。J-PRISM では

プロジェクトアシスタントを雇い、専門家不在の際の調整を指示した。今後プロジ

ェクトコーディネーターが留学のためにプロジェクトから離脱するにあたり、プロ

ジェクトにネガティブな影響が出ないよう、C/P は J-PRISM が雇用したプロジェクト

アシスタントと協力し適切な対策を取る必要がある。 
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(3) 資料作成と報告 

C/P はプロジェクト活動報告書の作成に当たり、内容の精査等を慎重に行った。PVMC
の C/P は MWCPP の評価報告書を作成し、LMC はごみ質・ごみ量調査の報告書を作成

した。しかし、PVMC のごみ質ごみ量調査や月報作成のためのブッファ処分場におけ

るオペレーション・ログの使用に係わる報告書など、いまだに保留されている報告

書もある。C/P はプロジェクト活動を記録し、共有する必要がある。 

(4) JICA リソースの活用 

バヌアツ側から、J-PRISM 専門家が 1 年以上バヌアツに来ない、また派遣期間が短い

という苦情があった。しかし、本業務では JOCV、サモアのプロジェクトオフィス、

JICA バヌアツ事務所など、JICA の他のリソースを活用することで対応することがで

きた。今後、バヌアツ側は定例会議にこれらの人材の出席を呼びかけ、プロジェク

ト活動へ取り込む努力を継続して行う必要がある。 

(5) J-PRISM オフィス 

J-PRISM 専門家は現在 DEPC 内のオフィススペースを共有しているが、今年に入り他

部署が同じ建物内に移転してきたため、DEPC 内でのスペース確保が困難になってい

る。そのうえ、廃棄物管理の実施機関は PVMC である。これらを鑑みて、DEPC があ

る建物の事情と PVMC が廃棄物管理の日常業務を行っていることを考慮すると、専

門家のオフィススペースを PVMC 内に設置することが望ましい。 

  



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

88 
 

D サモア 

D-1. 業務実施の概要 

1.1 プロジェクト構成員と業務実施期間 
 
JICA 専門家チームは表 29 に示す 4 名で構成されている。 

表 29 JICA 専門家チーム 

氏名  

1 リアド・マハムード 業務主任/廃棄物管理 E（PNG、サモア、バヌアツ） 

2 阿部浩 廃棄物管理 A1（ソロモン）/処分場運営・改善（PNG、ソロモン） 

3 長田顕泰 廃棄物管理 A2（ソロモン） 

4 荒井隆俊 廃棄物管理 E2（バヌアツ） 

 
リアド・マハムード専門家は、表 30 に示すスケジュールでサモアに派遣された。 

表 30 サモアにおける JET の派遣日程 

 2013 2014 

 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

現地業務 (13)     (15) 

国内業務   (12)    

注: 括弧内の数字は派遣日数を示す。 

 
本業務対象である PIC4 か国における JICA 専門家チームの活動は、以下の方針により進めら

れた。 
 
上記派遣期間に本業務に直接的に関わった C/P は以下である。 
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表 31 C/P リスト（サモア） 

名前 組織 タイトル 備考 

Faleafaga Toni Tipamaa MNRE Asst. CEO プロジェクトダイレクター 

Setoa Apo MNRE Principal Waste Management Officer  

Fautina Leota MNRE Principal Chemical and Hazardous Waste 
Officer 

 

Seumanu Mikaele MNRE Senior Landfill Officer  

Faatamaliiamio Meredith MNRE Senior Waste Planning and Policy Officer  

Pesio Tutagalevo MNRE Contract Officer  

Falaniko Tino MNRE Landfill Officer  

 

1.2 業務結果のまとめ 

本業務の実施期間はプロジェクトの第 3 年度（2013 年 4 月から 2014 年 3 月まで）と同時期

となった。当該年度における主要な活動、また活動に対する JET からの支援は以下のとおり。 

(1) 廃棄物減量化パイロットプロジェクトの開始 

パイロットプロジェクトに係わる活動は、パイロットプロジェクトの計画策定（活動

1-3）、ステークホルダーの調整（活動 1-4）、啓発活動の実施（活動 1-5）、計画の実行（活

動 1-6）、及びパイロットプロジェクトのレビュー（活動 1-7）である。 

ステークホルダーが署名した MOU に基づき、パイロットプロジェクトは 2013 年 11 月に

順調に開始されたが、プロジェクトの目的の説明や、活動を導くためのプランが欠けて

いたり、またさらなる住民意識啓発活動がパイロットプロジェクトのレビューが必要で

あったりしたため活動が予定より遅延した。C/P は現在これらの活動にさらなる投入を

実施している。 

(2) ウェイブリッジのデータ分析（活動 2-5） 

ウェイブリッジの運用は 2012 年 10 月から開始された。ウェイブリッジのコンピュータ

は車両台数、廃棄物の発生源または発生した地域、ごみの種別、ごみ発生源ごとの定額

料金、支払いの種別（クレジットカードまたは現金）、及び到着時刻等の電子データを

記憶するように設定されていた。しかし、ウェイブリッジ導入時の MNRE の決定に基づ

き、ごみ排出者には処分場に持ち込んだごみの量と直接関係なく、定額料金を課す設定
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となっていた。その結果、ごみ搬入量がウェイブリッジのコンピュータに記録されてお

らず、代わりにウェイブリッジオペレーターの手作業で記録している。 

JET は手作業で記録されたデータを、コンピュータに入力し、エクセルを用いて搬入ご

みの品目ごとの日量、車両のトリップ数などのデータに整理した。また並行して、月報

の様式も作成した。ウェイブリッジのコンピュータシステムが搬入ごみ量記録できるよ

う調整されるまで、C/P は当面このエクセルシートを用いる。 

(3) 中間レビュー調査団の支援 

中間レビュー調査団は 2013 年 8 月及び 9 月の 2 回サモアに訪問し、C/P とのインタビュ

ーや会議、また施設への視察を行った。JET 専門家は、中間レビューの会議や施設の視

察などの際の支援を行った。 

1.3 活動記録 

リアド専門家が合計派遣期間 40 日間に実施した業務活動を表 32 に示す。 

  表 32 サモアにおける派遣期間中の主要な活動 
No. 日付 活動 

サモアにおける第 1 次派遣 

1 2013/9/10 アピア着 

2 2013/9/11 
 JICA サモア事務所での代表者、中間レビュー調査団およびプロジ

ェクトオフィスとの会議 
 MNRE C/P と中間レビューミッションとの会議 

3 2013/9/12  C/P とのタファイガタ処分場での会議 

4 2013/9/13  中間レビュー調査団および C/P とのタファイガタ処分場での会議 

5 2013/9/14  資料及びデータ整理 

6 2013/9/15  資料及びデータ整理 

7 2013/9/16 
 C/P である Mikaele 氏との処分場視察 
 調査とウェイブリッジデータについての Faatamaliiamio 氏との協

議  

8 2013/9/17  JICA 本部の処分場およびリサイクル工場への視察動向 
 SPREP での J-PRISM ステアリングコミッティへの出席 

9 2013/9/18  JICA オフィスでの中間レビュー調査団との会議 

10 2013/9/19  Savaai への訪問 
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No. 日付 活動 

11 2013/9/20  C/P および Faafetai アシスタントチーフアドバイザーとの会議 
 天野チーフアドバイザーへの報告 

12 2013/9/21  資料及びデータ整理 

13 2013/9/22  アピア発 

サモアにおける第 2 次派遣 

1 2014/1/26  アピア着 

2 2014/1/27 

 C/P Faatamaliiamio氏と調査およびウェイブリッジデータについて

協議 
 C/P の Mikaele 氏とパイロットプロジェクトおよび処分場活動に

ついて協議 
 Faafetai アシスタントチーフアドバイザーとの会議 

3 2014/1/28  C/PのSetoa氏とプロジェクトの全体進捗及び今回の派遣スケジュ

ールについて協議 

4 2014/1/29  ウェイブリッジデータについて C/P の Faatamaliiamio と作業 

5 2014/1/30  タファイガタ処分場にて運営の視察 

6 2014/1/31  Faatamaliiamio 氏とデータ分析およびごみフローについて協議 

7 2014/2/1  C/P の Mikaele 氏、Faatamaliiamio 氏とともにパイロットプロジェ

クト活動の視察 

8 2014/2/2  資料およびデータ整理 

9 2014/2/3 
 Faafetai アシスタントチーフアドバイザーとの協議 
 C/P チーム、Faafetai アシスタントチーフアドバイザー、進藤業務

調整／能力向上専門家との会議 

10 2014/2/4  ウェイブリッジデータについて C/P の Faatamaliiamio 氏と作業 

11 2014/2/5  業務完了報告書の作成 
 ウェイブリッジデータについて C/P の Faatamaliiamio 氏と作業 

12 2014/2/6 
 業務完了報告書の作成 
 ウェイブリッジデータについて C/P の Faatamaliiamio 氏と作業 
 C/P の Mikaele 氏とパイロットプロジェクト報告書の作成作業 

13 2014/2/7 
 C/P 会議 
 JICA サモア事務所への報告 
 プロジェクトオフィスへの報告 

14 2014/2/8  資料およびデータ整理 
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No. 日付 活動 

15 2014/2/9  アピア出発 

国内作業期間中は、資料及びデータ整理・分析を行った。 

1.4 業務実施の方法 

サモアでの業務期間中は下記の方針に基づき業務を行った。 

(1) 作業は C/P と同じオフィスで実施する 
(2) ステークホルダーとの現場視察や会議は基本的に C/P との協働で行う 
(3) C/P と個人レベルおよび複数での定期的な協議を行う 
(4) C/P の通常業務への割り込みを最小限にするとともに、限られた業務期間を最大限に活

用する 
(5) 活動および協議の個人記録を管理する 
(6) プロジェクトオフィスへ定期的な報告を行う 
(7) プロジェクト活動への直接的関与を通して C/P の能力向上を図るという J-PRISM の原

則を基に活動する 
(8) 文化および作業環境の理解に努める 
(9) C/P に対し現実的かつ適切な提案、助言そしてガイダンスを提供する 
(10) 根気強く、寛容であり続ける 
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D-2. 業務実施の詳細 

2.1 プロジェクト成果と活動 

2.1.1 活動計画 

PO は、2013 年 9 月に中間レビュー調査団から提示された提言に基づき修正され、2014 年 2
月にサモアの C/P に承認された。 

PO は以下のように要約できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と活動 指標 

成果 1: 都市部においてごみ減量化の対策が導入され実行される 

1-1 ごみ量・ごみ質調査を実施する 
1-2 タイムアンドモーション調査を実施す

る 
1-3 ごみ減量化プロジェクトの計画を作成

し完成させる 
1-4 特定ごみの回収と返却に関する Pacific 

Recycler Company との官民パートナーシ

ップを確立する 

1-1 ４つの報告書が作成される 
1-2 ４つのコミュニティおよび 9 つの事業

者がごみの分別/減量化に参加する 
1-3 改修された資源化物の量 
1-4 ごみ減量化法令／戦略に関する 4 つの

パブリックコンサルテーション、公聴

会、ワークショップが開催される  
 

プロジェクトの成果および関連する活動- サモア 

 

 

プロジェク目標 

 [サモア] 
 

1. 2 名の専門家（教官）が SPREP インベ
ントリーに登録される 

2. 廃棄物発生量が最低 5%削減される 

 
大洋州地域廃棄物管理戦略の実施を通
して、大洋州地域における自立発展的
な廃棄物管理のための人材および制度
基盤が強化される。（2010－2015）
（RS2010） 

 

指標 

 

指標 

 

上位目標 (各国共通) 

自立発展的な廃棄物管理が促進される。 
 
 

1. 今後要検討 
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1-1 PPP による発生源分別と承認ごみの収集

促進のためのコンサルテーションおよび

住民啓発活動を実施する 
1-2 PPP による資源化物の分別配収と分別収

集パイロットプロジェクトを実施する 
1-3 パイロットプロジェクトのレビュー 
1-4 廃棄物減量化戦略を策定する 
1-5 パイロットプロジェクトで特定された

ごみの回収と返却を促すための容器デ

ポジット徴収規則案を策定する 
1-6 生分解性買い物袋規制をレビューする 

 
 

成果 2: バイアアタ処分場の改善が整い、タファイガタ処分場が広域廃棄物処理場として

運営される。 

2-1 タファイガタ土地利用及び開発マスタ

ープラン案を策定する 
2-2 ウェイストピッキング管理対策を導入

する 
2-3 処分場に搬入される商業ごみの分別を

実施する 
2-4 タファイガタ処分場で各ゾーン及びご

み処理施設に標識を設置する 
2-5 タファイガタ処分場におけるごみ量電

子データ記録システムを導入し、また

維持・運営についてのスタッフ研修を

実施する 
2-6 バイアアタ処分場における浸出水処理

施設改善の計画策定と実施を行う 
2-7 タファイガタ処分場において既存ごみ

処理施設の運用状況のモニタリングを

行う 
2-8 タファイガタ及びバイアアタ処分場に

おける浸出水モニタリングを実施する 

2-1 タファイガタ処分場の土地利用と開

発計画が策定される T 
2-2 タファイガタ処分場でウェイブリッ

ジシステムを用いて搬入ごみデータ

が記録され、定期（月例）報告が行わ

れる 
2-3 バイアアタ処分場の浸出水の質が改

善される 
2-4 ウェイストピッカーが管理される 

成果 3: 経験と教訓が全国及び他国へ共有される 

3.1 四半期ごとにニュースレターを発行し、

これまでの結果や業績を共有する 
3.2 海外、PIC からの C/P のミッションを受

3-1 ニュースレターが年に 2 回発行され、

また最低1つの関連資料が作成される 
3-2 PICC/P および国内ステークホルダー
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2.1.2 活動計画の進捗 

各活動の状況と本業務期間内の進捗を以下に述べる。 

成果 1：都市部においてごみ減量化の対策が導入され実行される 

1-1 ごみ量・ごみ質調査を実施する 

2011 年にごみ量・ごみ質調査を Vaitele (ゾーン B-2)で実施し、報告書にまとめた。2013 年

にはゾーン A および B1 において調査を実施。調査結果は公開されたが報告書は未作成

である。 

2013 年、本業務ではごみ量・ごみ質調査を実施しなかった。 

1-2 タイムアンドモーション調査を実施する 

タイムアンドモーション調査は、4 台の収集車を対象に 2013 年にゾーン A（１トリップ）

及びゾーン B1（3 トリップ）で実施された。調査結果は分析されたが、報告書はまだ作

成されていない。 

1-3 ごみ減量化プロジェクトの計画を策定し完成させる 

2013年 10月にプロジェクトオフィスの支援を受けながらプロジェクト計画が策定され、

MNRE、リサイクル業者及び収集業者が署名できるよう MOU にまとめられた。 

パイロットプロジェクトをより詳細に記述した資料も作成された（添付資料 D-1）。 

1-4 特定ごみの回収と返却に関する Pacific Recycler Company との官民パートナーシップを確立

する 

WMRE、Pacific Recycler Company および Jaffa’ Services の三者で官民パートナーシップを確

立した。各主体の責任は、2013 年 11 月に各社の代表が署名をした MOU に詳述されてい

る。 

1-5 PPP による発生源分別と承認ごみの収集促進のためのコンサルテーションおよび住民啓

発活動を実施する 

2013 年 9 月および 10 月、住民啓発としてラジオ及びテレビでパイロットプロジェクト

の紹介を行った。また、C/P は市長およびゾーン A の長と会議を一度開催した。 

け入れる 

3.3 地域内及び国際ワークショップへ参加

しプロジェクト進捗及び教訓を共有す

る 

のための海外研修を 4 回主催する 
3-3 サモアの経験を発表するために参加

した地域内及び国際ワークショップ

の数 
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1-6 PPP による資源化物の分別排出と分別収集パイロットプロジェクトを実施する 

2013 年 11 月にゾーン A でパイロットプロジェクトを開始した。現在は住民が土曜日の

午前中にごみプラットフォームの隣に金属と粗大ごみを排出している。資源化物専用の

白い袋が住民に配布されている。 

1-7 パイロットプロジェクトのレビュー 

2014 年 2 月に C/P によるパイロットプロジェクトの視察が行われた。しかし資源化物の

排出量は少なく、（1）パイロットプロジェクトの住民の認知度を向上すること、（2）収

集車に表示を付け、住民に資源化物回収トラックであることを周知する、（3）週一度の

回収を 2 週に一度に減らすことを検討すること、などの提言がまとめられた。 

データ分析及びステークホルダー会議の結果に基づく、より詳細な評価が 2014 年に実

施される予定である。進捗の評価及び主要な課題について議論をするためのプロジェク

トオフィス主催によるプロジェクト会議は、1 月初頭より開かれていない。 

1-8 廃棄物減量化戦略を策定する 

本活動は業務最終年度である 2015 年に予定されている。 

1-9 パイロットプロジェクトで特定されたごみの回収と返却を促すための容器デポジット徴

収規則案を策定する 

2013 年、プロジェクトオフィスは既存システムについて学ぶため、2 名の MRRE 職員

（Principal waste officer & Legal Officer）を PIC 内の他国に派遣した。業務支援のため、派遣

職員に法令のサンプルやサポート資料も提供した。C/P は今年この活動を開始する予定。 

1-10 生分解性買い物袋規制をレビューする 

政府がレビューを実施し、適切な改定がされるよう法務省に提言を行った。2013 年には

法令案がまとめられ、現在は承認プロセスを通している所である。 

成果 2: バイアアタ処分場の改善が整い、タファイガタ処分場が広域廃棄物処理場として運

営される 

2-1 タファイガタ土地利用及び開発に係わるマスタープラン案を策定する 

2012 年に土地利用及び開発マスタープランのドラフトを作成したが、いまだに正式承認

はされていない。2013 年は追加の活動はなかった。 

2-2 ウェイストピッキング管理対策を導入する 

2010 年、MNRE は、最大で 20 名のウェイストピッカーが MNRE 管理下で作業することの

許可を決定した。当時 50 名以上のウェイストピッカーが処分場で活動をしていたが、

ウェイストピッカーとの会議を開催し、許可された者には ID が発行された。出席簿を

管理し、ウェイストピッカーには安全具を支給した。最初の数年は、許可得ていないウ

ェイストピッカーが作業するなどいくつかの問題が生じたが、2013 年には問題は報告さ
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れなかった。またウェイストピッカーは、草刈りなどサイトの維持管理を手伝っている。 

2-3 処分場に搬入される商業ごみの分別を実施する 

運搬車両をウェイブリッジでランダムに検査し、事業者からくるごみが家庭ごみと混ざ

っていないか確認する。 

2-4 タファイガタ処分場で各ゾーンおよびごみ処理施設に標識を設置する 

2012 年にタファイガタ処分場の各ゾーンに標識を設置した。しかし標識が設置場所で特

に何の活動も見られず、いくつかの標識はすでに植物で覆われていた。 

2-5 タファイガタ処分場におけるごみ量電子データ記録システムを導入し、また維持・運営

についてのスタッフ研修を実施する 

ウェイブリッジは 2012 年 10 月に設置され、製造業者は C/P の担当者およびフィジーの

C/P 向けに研修が行われた。データは月毎に分析しており、今年からは C/P が月報を作

成する予定である。データ分析についての詳細は添付資料 D-2 を参照。 

2-6 バイアアタ処分場における浸出水処理施設改善の計画策定と実施を行う 

2013 年、プロジェクトオフィスの支援のもと、資金援助を受けるため同施設改善の計画

（詳細設計と予算案）がプロジェクトオフィスに提出された。バイアアタ処分場につい

ても 2013 年 9 月に C/P が施設改善のための取組を行った。 

2-7 タファイガタ処分場内の既存ごみ処理施設の運用状況のモニタリングを実施する 

現在タファイガタ処分場では、固形廃棄物の埋立地に加えて医療系廃棄物、汚泥、そし

てリサイクル容器の管理施設がある。C/P は、これらの施設を定期的にモニターし、適

切に運営していることを確認した。この活動は現在も継続されているが、C/P 会議にお

いて施設モニタリングのガイドラインの作成が提案された。 

2-8 タファイガタ及びバイアアタ処分場において浸出水モニタリングを実施する 

C/P はタファイガタ処分場にて、浸出水調整池、湿地そして２つの観測井から浸出水等

のサンプル採取を継続して実施している。これらのサンプルはMNREの別部署に送られ、

分析されている。しかし分析結果の報告書が、まだ作成されていない。C/P は、分析を

実施した部署に対するフォローアップを行い、浸出水の水質評価の月報を作成すること

を決定した。バイアアタについては、最初の浸出水のサンプル採取が 2014 年 1 月に行

われ、現在分析中である。 

成果 3: 経験と教訓が全国及び他国へ共有される 

3-1 四半期ごとにニュースレターを発行し、これまでの結果や業績を共有する 

ニュースレター第 1 号を 2013 年 12 月に発行した。C/P はこのニュースレターを E メー

ルで回覧したが、予算の都合上、印刷しなかった。C/P は年に 2 回ニュースレターを発

行する意向で、第 2 号は 4 月に発行される予定である。C/P はニュースレターの印刷費
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の予算確保を図っているところである。 

3-2 海外ミッションと PCIC/P を受け入れる 

C/P は、日本、PNG、バヌアツ、ナウルの C/P、また世界銀行（IFC）からの訪問団をタ

ファイガタ処分場に受け入れた。 

2014 年には、C/P は説明資料をアップデートし、これまでのミッションで得た経験を活

用して、訪問内容や説明内容の改善を行う予定である。 

3-3 地域内及び国際ワークショップへ参加しプロジェクト進捗及び教訓を共有する 

現在 C/P は、招待に応じて国際ワークショップ等に出席している。2014 年に C/P は、

J-PRISM 及び SPREP に対して、他国の人たちと経験の共有を図るためのワークショップ

テーマを検討・提案する計画である。ワークショップテーマには（1）タファイガタ処

分場の埋立てシステム、（2）パイロットプロジェクトにおける官民パートナーシップ、

（3）ウェイブリッジデータ管理そして（4）労働安全衛生等が含まれる予定である。 

2.2 中間レビュー調査団からの提言 

JICA による中間レビュー調査団は 2013 年 8 月から 9 月にかけてサモアに派遣された。チー

ムメンバーは現場視察、C/P との面談、プロジェクト資料やデータの調査を行った。 

2.2.1 プロジェクト成果達成度の評価 

中間レビュー報告書では、3 つの成果のそれぞれの達成度は表 33 のとおりに評価されてい

る。 

表 33 成果の中間レビュー評価 

成果 達成度 記述 

成果 1: 都市部においてごみ減量

化の対策が導入され実行される 
C いくつかの活動の遅延が当該成果の達成

度に影響している。本成果をプロジェク

ト期間内に達成するにはかなりの努力が

必要である。 

成果 2: バアアタ処分場の改善が

整い、タファイガタ処分場が広

域廃棄物処理場として運営され

る 

B いくつかの活動に若干の遅延がみられる

ものの、容易に挽回されるものと考えら

れる。現時点では進捗が指標の変更に反

映されていない。 

成果 3: 経験と教訓が全国及び他

国へ共有される 
B/C  
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成果 達成度 記述 

出所：中間レビュー報告書、2013 年 9 月 

報告書はC/Pにも配布されており、本報告書では内容についてこれ以上の詳述はしない。  

2.2.2 プロジェクトおよび C/P への中間レビュー調査団からの提言 

中間レビュー報告書で示されたプロジェクト（実施機関及び JICA 専門家）に対する提言に

ついて、C/P と協議を行った。C/P は提言を受け入れ、それぞれの提言に対する対処方針を

表 34 のようにまとめた。 

表 34 中間レビュー調査団からの提言と C/P の対策 

No. 中間レビュー調査団から 

プロジェクトへの提言 

対策 

1 プロジェクトマネジャーは指導力

を発揮してプロジェクトチームを

管理し、プロジェクト活動を促進

また監視するため C/P 会議を開催

するなどして活動の遅れを取り戻

すこと 

プロジェクトマネジャーはプロジェクトチー

ムとの会議を繰り返し開催し、プロジェクト実

施における改善策を打ち出す。 

C/P は月例会議を開催し、プロジェクト活動を

監視することを決定した。 

2 民間リサイクル業者、収集業者、

農業省及びステークホルダーの協

働により、ごみの分別と減量化活

動のスピードアップを図ること 

C/P はパイロットプロジェクトをこれまで以上

に真剣にモニターし、パイロットプロジェクト

対象地域を 2014年 4月までに拡大することを検

討する。 

C/P は、市場からのごみをタファイガタ処分場

でコンポスト化処理することについて、農業省

および“Women in Business”と協議を行う。 

3 搬入ごみデータの定期報告書の作

成を確実に行うこと 
C/P はウェイブリッジデータの月報の様式に同

意した。 

また C/P は、ウェイブリッジでのデータ保存シ

ステムの改良に取り組んでいる。 

4 海外および国内からのタファイガ

タ処分場への訪問者向けのプログ

ラムを作成すること 

C/P はプログラムを策定し、サイト訪問者への

資金援助を呼び掛けるため、SPREP およびプロ

ジェクトオフィスに提出することを検討して

いる。 

C/P は訪問者に対し使用している説明資料をア
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No. 中間レビュー調査団から 

プロジェクトへの提言 

対策 

ップデートする意向である。 

C/P は訪問者のための安全具購入費用の支援を

依頼する予定である。 

5 ニュースレターを確実に年 2 回発

行すること 
C/Pは 2013年 12月に最初のニュースレターを発

行し、電子データで配布した。次号は 2014 年 3
月に発行する予定である。 

出所：中間レビュー調査報告書からの提言、および 2014 年 2 月 3 日に開催された C/P 会議

で協議された対策 

2.2.3 PDM 変更の提案 

中間レビュー調査団より PDM 及び PO、特に評価指標に対する修正点が提示された。特に指

標についてはできるだけ定量的数値を取り入れるよう推奨された。これを受け C/P と協議

（2014 年 2 月 3 日開催の C/P 会議にて）し、修正が受け入れられた。 

修正後の PDM 及び PO を添付資料 D-3 に示す。 

2.3 第 3 回合同調整委員会の準備 

第 3 回合同調整委員会は当初は 2014 年 2 月に開催される予定であったが、プロジェクトダ

イレクターが 2013 年 12 月に亡くなった後、未だ空席のままである。そのためプロジェクト

オフィスと C/P は、同会議の開催を数か月先に延期することを決定した。 

第 3 回 JCC で協議が予定されている主要項目については C/P と協議し、その内容を本報告書

に掲載している。主要項目には以下が含まれる。 

 (1) 中間レビューによる提言への対策 

(2) PDM 及び PO の修正 

(3) プロジェクト活動の状況 

2.4 キャパシティアセスメント（個人） 

C/P には 2 つの様式を配布した。一つは各自の責務と J-PRISM プロジェクトへの期待を記入

する様式１、もう一つは、廃棄物管理のカテゴリーとサブカテゴリーごとに各自の能力を

評価する様式 2 である。 
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C/P が J－PRISM プロジェクトを通して取得を期待する能力の例を、以下に示す。 

 廃棄物減量化戦略および関連する戦略を策定する能力 

 廃棄物に関する戦略、法令および方針を策定する能力 

 関連法令を策定する能力 

 調査及び研究を実施する能力 

 新規処分場の計画、設計及び建設を管理する能力 

 途上国における廃棄物管理に対する全体的な理解を向上させるため、大洋州諸島

における廃棄物管理をより理解する必要性 

表 35 に廃棄物管理カテゴリー及びサブカテゴリーを示す。 

表 35 キャパシティアセスメント項目（個人） 
大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 

1. 方針 固形廃棄物の定

義 
固形廃棄物の定義およびごみの品目について理解して

いる 
廃棄物管理計画 廃棄物管理に関連する方針を明確に理解している 
関連法令・規則 既存の廃棄物関連法令とその内容について知っている 
環境影響評価 EIA 関連法規制に基づき、環境影響評価の手順を明確に

理解している 
2. 管理 財務 廃棄物管理関係歳入・歳出（収集費用、燃料費、維持

費用および処分場の管理費用）とその内訳を知ってい

る 
収集費用 収集費の設定の基礎を理解している（費用設定方法、

額、収集方法等） 
処分場ごみ処理

費（チッピングフ

ィー） 

チッピングフィー設定の基礎を理解している（チッピ

ングフィー設定方法、額、収集方法） 

組織体制 廃棄物管理に係わる中央政府及び地方政府機関と、そ

の責務を知っている 
職務の分掌 自分の組織における廃棄物管理に係わる職務および責

務を理解している 
廃棄物管理における自分の職務と責務を理解している 

3. 現状分析 調査 住宅から排出される廃棄物の調査の経験がある 
商業ごみの調査の経験がある 
埋立地に搬入されるごみの調査経験がある 
収集量を把握するための調査を実施できる 
収集作業のタイムアンドモーション調査の経験がある 
市民の意識調査を実施した経験がある 

データ分析と 
報告書作成 

調査データを分析し SWM 運営状況を評価することがで

きる、また計画を策定できる 
4. 収集 収集サービスの

範囲 
現在の収集対象地域と収集サービス対象人口を理解し

ている 
サービスプラン 収集サービスの計画づくりができる（方法、収集場所、
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
収集容器の種類、頻度、トラックの種類、意識啓発プ

ログラム） 
委託契約 収集サービスの契約内容を明確に理解している 

収集業者の監督 監督者に収集の監視に係わる任務を課すことができる 
監督の現場作業および報告を監視できる 

5. 最終処分 処分場の設計 処分場設計の基礎を理解している 
必要な処分場施設を知っている 
処分場の設計ができる 

埋立て手法 埋立て地への搬入ごみ量を知っている（ごみの品目ご

との量、車両台数、到着時刻等） 
処分場の運営および維持管理計画を策定できる 
処分場の運営と維持管理のモニターと改善を行うこと

ができる 
現在の処分場の閉鎖計画を策定することができる 

浸出水 浸出水とは何か、また処分場における問題点を理解し

ている 
水質 浸出水及び埋立地の地下水について、COD、pH などの

水質のモニタリングができる 
ウェイストピッ

カーの管理 
ウェイストピッカーの管理方法を知っている（ウェイ

ストピッカーの人数、収集品目、処分場内で生活して

いるウェイストピッカー等） 
EIA 新規処分場の EIA 調査項目を知っている 

6. 3Rs 定義 リデュース、リユース、リサイクル（リカバリー）の

違いを理解している 
PIC に関係のある、４つ目の R であるリターンについて

理解している 
サモアにおける

リサイクル活動 
サモアで発生する資源化ごみの品目を把握している 
どの資源化ごみがサモア国内でリサイクルされている

か把握している 
国外に輸出されている資源化ごみとその量を把握して

いる 
サモア国内で操業している民間のリサイクル業者を把

握している 
リサイクル調査を実施することができる 

7. 住民意識 メッセージ 廃棄物管理に関する住民意識の向上のために、なぜ、

どのようなメッセージを発信するべきか理解している 

ツール メディア、キャンペーン、広告、リーフレット、ニュ

ースレター等、住民啓発活動に活用できるツールを知

っている 
実施 意識啓発／３R プログラムのアクションプランを策定

できる 
廃棄物管理に係わる意識啓発および３R プログラム用

の資料を作成することができる 
廃棄物管理に係わる学校教育プログラムを実施した経
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大項目 小項目 能力についてのチェックポイント 
験がある 
コミュニティ向け意識向上プログラムを実施した経験

がある 
廃棄物管理に係わる一般の苦情に対応した経験がある 

8. 個人のス

キル 
態度 勤務態度は良く、職務に適したものである 

リーダーシップ 廃棄物管理においてリーダーシップを発揮できる 

知識と能力 廃棄物管理についての豊富な知識と経験を有している 
意識 廃棄物管理について、さらに学びたい 
コミュニケーシ

ョン 
上司、同僚および部下と、報告書、会議、E メール、ま

たプレゼンテーション等を通してコミュニケーション

をとることができる 

個人のキャパシティーアセスメントは個別に行ったが、参考に C/P の全体の評価点を図 9 に

整理した。  
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(a) 廃棄物管理カテゴリーごとの評価点 

 
(b) サブカテゴリーごとの評価点 

図 9 自己評価点数の合計 
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廃棄物管理のカテゴリーで見ると、最低点が 70 点を若干下回るだけで、全体として C/P は

自分たちを高く評価していることがわかった。また C/P は全体的に自分たちの廃棄物収集、

個人のスキルおよび管理の分野の能力を高く評価した。その一方、全体的に現状分析、最

終処分、また３R についての評価は低かった。 

廃棄物管理サブカテゴリーをみると、全ての C/P は“３R の定義の理解”および“収集業者

の監督”について最も高い点数をつけていた。最も低い評価点だったのは処分場運営に関

係する“水質”モニタリングであった。  
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D-3. 結論及び提言 

3.1 業務期間中における達成度評価 

表 36 に、各活動における廃棄物管理専門家 E および C/P による投入の評価結果をまとめる。 

表 36 各活動における廃棄物管理専門家 E による投入の評価結果 

成果 
活動 
内容 

 

Se
toa

 
Mi

ka
ele

 
Me

re
dit

h 
Ps

eio
 

Ni
ko

 

成果 1: 都市部においてごみ減量化の対策が導入され実行される 
1-1 ごみ量・ごみ質調査を実施する 
N/A      

1-2 タイムアンドモーション調査を実施する 
C/P は、SWM 専門家 E の支援のもと、エクセルシートを用いてデータ

を分析中である。分析が終了後、C/P が報告書を作成予定である。   ◎   

1-3 ごみ減量化プロジェクトの計画を策定し完成させる 
C/P が SWM 専門家 E の支援によりプロジェクト資料を作成した。  ◎    

1-4 特定ごみの回収と返却に関するPacific Recycler Companyとの官民パートナーシップを確

立する 
C/P が、プロジェクト事務所の支援の下、MOU を締結した（MNRE、Pacific 
Recyclers、Jaffa Collection Company）。 ◎ ○    

1-5 PPP による発生源分別と承認ごみの収集促進のためのコンサルテーションおよび住民

啓発活動を実施する 
C/P が市長らと協議を行った（JET は不参加）。 ◎ ◎    
1-6 PPP による資源化物の分別配収と分別収集パイロットプロジェクトを実施する 
C/P が 2013 年 10 月にパイロットプロジェクトを開始した（JET は不参

加）。 ○ ◎    

1-7 パイロットプロジェクトをレビューする 
C/P と SWM 専門家 E が視察を行った。  ◎ ○   

1-8 廃棄物減量化戦略を策定する 
N/A      
1-9 パイロットプロジェクトで特定されたごみの回収と返却を促すための容器デポジッ

ト徴収規則案を策定する 
N/A      
1-10 生分解性買い物袋規制をレビューする 
N/A      
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3.2 教訓 

プロジェクト実施を通して得られた教訓を以下にまとめる。 

(1) 缶やスクラップメタルの分別、収集、リサイクル等、ごみ減量化パイロットプロジェ

クト実施のモデルとして、官民パートナーシップモデルを導入した。MNRE は有価物の

収集、加工、リサイクルに関し、民間の有価物回収業者と MOU を締結した。MOU は市

成果 2: バイアアタ処分場の改善が整い、タファイガタ処分場が広域廃棄物処理場として

運営される 
2-1 タファイガタ土地利用及び開発に係わるマスタープラン案を策定する 
N/A      
2-2 ウェイストピッキング管理対策を導入する 
N/A.      
2-3 処分場に搬入される商業ごみの分別を実施する 
N/A      

2-4 タファイガタ処分場の別のゾーンおよびごみ処理施設に標識を設置する 
N/A      
2-5 タファイガタ処分場におけるごみ量電子データ記録システムを導入し、また維持・運

営についてのスタッフ研修を実施する 
C/P は SWM 専門家 E と緊密に協力しウェイブリッジデータの分析と月

報様式の策定を行った。 
  

◎ 
  

2-6 バイアアタ処分場における浸出水処理施設改善の計画策定と実施を行う 
改善の実施をした。 ◎ ◎    

2-7 タファイガタ処分場内の既存ごみ処理施設の運用状況のモニタリングを実施する 
N/A      
2-8 タファイガタ及びバイアアタ処分場において浸出水モニタリングを実施する 
C/P が浸出水検査が実施された（JET は実施には不参加）。   ◎   

成果 3: 経験と教訓が全国及び他国へ共有される 
3-1 四半期ごとにニュースレターを発行し、これまでの結果や業績を共有する 
C/P は SWM 専門家 E の助言に基づき、ニュースレター第 1 号を発行し

た。   ◎   

3-2 海外ミッションと PCIC/P を受け入れる 
N/A      
3-3 地域内及び国際ワークショップへ参加しプロジェクト進捗及び教訓を共有する 
N/A      
備考： 

(1) 表中の N/A は本業務期間内で活動が行われなかったことを示す。 
表中の ◎ は主な役割を担った C/P、○は該当の活動に対しサポートを行った C/P を示す。 
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長や住民に公表され、これにより住民の協力、理解を得ることができた。住民を巻き

込むプロジェクトでは、こうした MOU の締結、公表等住民の協力、理解を得る仕掛け

が必要となる。 

(2) 約 4 年前のタファイガタ処分場では約 50 人のウェストピッカーがおり、ウェストピッ

カー同士の喧嘩等も含め、処分場は管理されていなかった。2011 年から C/P がウェスト

ピッカーとの議論を重ねると共に、ウェストピッカー登録制度を導入し人数を限定し

ルールを定めた。こうしたウェストピッカーへの対処方法は他の大洋州諸国において

も活用されるべき教訓であると言える。 

(3) C/P が日本での研修成果を J-PRISM の活動に活用できていた。C/P が研修で学んだこと

を活かし、タイムアンドモーション調査を実施したことが好例として挙げられる。た

だ、日本での調査方法は非常に詳細にわたっており、サモアの現状に合っていない部

分があった。日本での研修実施者は途上国の現状に沿った内容の研修を実施すべきで

ある。 

(4) 廃棄物管理を担当する MNRE の職員は、JICA 支援で建設された処分場管理事務所で勤務

している。同事務所は電気や水（雨水）、インターネットを備えており、処分場搬入車

両や処分場運営状況を効率的に管理している。廃棄物管理を担当する職員や JICA 専門

家が勤務できる場所を処分場に確保すること、MNRE のメイン事務所ではなく現場に常

に職員がいることが効果的に処分場を機能させる手段となっている。 

(5) 本業務期間、強力なリーダーシップや C/P 間の効果的なコミュニケーションが欠如して

おり、プロジェクトの遅れにつながっていた。強力なリーダーシップや効果的なコミ

ュニケーションツールを活用することが今後のプロジェクトにおいて重要となる。 

3.3 提言 

廃棄物管理専門家 E がサモアにて C/P と取り組みをしたのは比較的短期間であり、状況を完

全に理解するには至らなかった可能性もある。しかし、以下に述べる提言はプロジェクト

をより効率的に進めるために有用だと思われる。 

(1) SWM ユニットの C/P によるプロジェクトの迅速な指導 

C/P はプロジェクトを指揮し、遅れを生じさせている課題や障壁を特定する必要があ

る。プロジェクト活動実施のための予算計画案も C/P が作成し、MNRE の職員および

プロジェクトオフィスと協議する必要がある。  
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(2) C/P による主体的かつ継続的な取り組み 

廃棄物減量化パイロットプロジェクトはこれまでにサモアの市民その他の注目を集

めた。C/P は、担当者の持ち回りによるパイロットプロジェクト活動のモニタリング

や、他のステークホルダーとの定期的な協議を実施する必要がある。そしてプロジ

ェクト対象地域の住民およびその他関係者との対話の維持に取り組むべきである。

またレビュー会議の開催や、パイロットプロジェクトを徐々に他地域にも拡大して

いくことも必要である。そして、今後もパイロットプロジェクトの活動概要報告書

の作成を継続することが求められる。 

(3) SWM ユニット内のコミュニケーション改善 

C/P は、1)プロジェクト活動進捗レビューのための定期会議の開催計画策定、2)活
動や課題について協議するためのプロジェクトオフィスとの会議、また 3)MNRE 内

のリーダーに対する継続的なプロジェクトの情報提供を行うことが求められる。 

(4) ウェイブリッジデータの活用及び効率化 

ウェイブリッジデータは、特に収集作業の評価、パイロットプロジェクトの効果

の測定、またごみフローの作成などに活用できる。C/P はウェイブリッジそのもの

が適切に稼働していること、そしてオペレーターが責任を持って管理し、また研

修をしっかり受けていることを確認する必要がある。 

(5) C/P 主導による技術委員会の再開 

C/P はプロジェクトの進捗に伴い、技術的、財政的困難に直面することが予測され

る。これらの課題について議論し克服するために、技術委員会を再開させるべき

である。 
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A パプアニューギニア 

添付資料 A-1 バルニ処分場改善プロジェクト設計図及び数量明細書 
添付資料 A-2 バルニ処分場のウェストピッカー調査（人口） 
添付資料 A-3 処分場運営管理マニュアル 
添付資料 A-4 バルニ処分場下流域での水質検査、分析 
添付資料 A-5 3R ロゴコンクール結果 
添付資料 A-6 タイムアンドモーション調査結果（2013 年） 
添付資料 A-7 ポートモレスビーSWM 計画：目次 
添付資料 A-8 ポートモレスビー廃棄物管理計画 目次案 
添付資料 A-9 変更後の PDM 及び PO 
添付資料 A-10 第 3 回 JCC 会議議事録 
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添付資料 A-1 バルニ処分場改善プロジェクト設計図及び数量明細書 
（James Ricky 氏/NCDC Project Engineer 作成) 
 

 
図 10  設計図 
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図 11  断面図（浸出水管） 
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図 12  断面図（ガス抜き管） 
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The BOQ and costs estimates are as shown in the following table. (as of 5th February, 2014). 
1 LANDFILL ACCESS ROAD  

1.1 General Mobilisation  Each 1 150,000.00  150,000.00  

1.2 Road Alignment Setting out for Main Road 

and Weigh Bridge Access 

Each 1 80,000.00  80,000.00  

1.3 Supply, Excavate and lay new 900mm dia. 

class x R/C storm water pipes across Road.  

m 10 4,956.40  49,564.00  

1.4 Construct stone pitched headwalls with 

apron to NCDC standard. ( refer to the 

Drawing for the locations) 

Each 2 85,500.00  171,000.00  

1.5 Excavate to depth of 500mm and place and 

compact @ 200mm layers of (diorite/scalps 

mix) infill material to 20% CBR.  

Each 1,630.00 280.7 457,541.00  

1.6 Supply, place, grade and compact (200mm 

compacted thickness) new Roadbase “B” 

as subbase (CBR 45)  

m3 652.00 328.8 214,377.60  

1.7 Supply, place, grade and compact (100mm 

compacted thickness) new Roadbase “A” 

as Base course (CBR 80) for the road 

network. 

m3 326.00 380.5 124,043.00  

 Sub-Total    1,246,525.60  

2 WEIGH BRIDGE ACCESS     

2.1 Excavate to depth of 500mm and place and 

compact @ 200mm layers of (diorite/scalps 

mix) infill material to 20% CBR.  

Each 345.00 280.7 96,841.50  

2.2 Excavate to a depth of 200mm and dispose 

of soil.  Supply, place, grade and compact 

(200mm compacted thickness) new 

Roadbase “B” as subbase (CBR 45)  

m3 138.00 328.8 45,374.40  

2.3 Supply, place, grade and compact (100mm 

compacted thickness) new Roadbase “A” 

as Base course (CBR 80) for the road 

network. 

m3 69.00 380.5 26,254.50  

 Sub-Total    168,470.40  

3 DRAINAGE WORKS     
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3.1 Supply and construct new Type 7 Open 

Lined Drain. 

m 650.0 950 617,500.00  

3.2 Supply and construct new Type 5 Open 

Lined Drain. 

m 540.0 750 405,000.00  

 Sub-Total    1,022,500.00  

4 CELL UNITS 1 &2     

4.1 Construct Dyke Embankments m3 13,000.00 25 325,000.00  

4.2 Import, supply and lay new 600mm dia.  

Polypropylene leachate collection pipes 

(300m). 

Each 28 22550 631,400.00  

4.3 Import, supply and lay new 300mm dia.  

Polypropylene leachate collection pipes 

(1106m). 

Each 105 8,500.00  892,500.00  

4.4 Supply and lay new 300mm dia. class x 

PVC vent pipes. 

Each 30 1,785.20  53,556.00  

4.5 Supply Rock piles to Junction boxes and 

leachate pipes. 

m3 302.00 215 64,930.00  

4.6 Excavate and compact base of cell unit 

blocks 

Each 4,835.00 105 507,675.00  

4.7 Supply and lay 200mm layer of Clay 

material. 

m3 4,835.00 65 314,275.00  

 Sub-Total    2,475,061.00  

5 JUNCTION PITS     

5.1 Supply and lay F72 wire mesh  m2 40.00 350 14,000.00  

5.2 Supply and Place N16 reinforcing  6m/Length 120.00 94 11,280.00  

5.3 Supply and Place Bricks Each 2,800.00 15 42,000.00  

5.4 Cement wet mix (20MPa) m3 20.00 1100 22,000.00  

 Sub-Total    89,280.00  

6 LEACHATE POND     

6.1 Excavate to designed level to cut and 

dispose soil material. 

m3 1,352.0 35 47,320.00  

6.2 Supply and lay water proof cover to protect 

leachate seepage. 

m2 594.0 65 38,610.00  

6.3 Supply road base as fill material to compact 

150mm depth for concrete foundation. 

m3 90.0 380 34,200.00  
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6.4 Supply and lay reinforcing rods for 

concrete. 

m 300.0 94 28,200.00  

6.5 Supply Mesh wire m2 594.0 35 20,790.00  

6.6 Supply and lay concrete. m3 18 700 12,600.00  

 Sub-Total    181,720.00  

7 ADMINISTRATION AREA     

7.1 Clear existing rubbish material and 

excavate to required level (85m) 

m3 10,700.00 65 695,500.00  

7.2 Supply and place soil material m3 1,238.00 150 185,700.00  

7.3 Prepare, level and compact  m3 1,238.00 85 105,230.00  

 Sub-Total    986,430.00  

8 MISCELLANEOUS     

8.1 Outdoor lighting Item 1 150,000.00  150,000.00  

8.2 Water /Sewerage connection Item 1 110,000.00  110,000.00  

8.3 Fencing Leachate Pond perimeter m 1760 165.00  290,400.00  

8.4 Gate (6m width) Item 1 10,000.00  10,000.00  

8.5 Weigh Bridge (JICA) Item 1  JICA   -  

8.6 Office Space Item 1 200,000.00  200,000.00  

 Sub-Total    760,400.00  

9 Contingency sum (Provisional)  (10%)  693,039  

10 Plus 10% VAT    693,039  

      

 Sub-total Capital Works    8,316,464 
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添付資料 A-2 バルニ処分場のウェストピッカー調査（人口） 

The Counterparts implemented a survey in 2013 in order to identify the number of waste pickers 
working in Baruni, and those actually living on or in the immediate vicinity of the site. The waste 
pickers’ population was further identified according to the block (or group) they belonged to. 

A total of 508 waste pickers are active at Baruni and 302 of them are living in the site. 

 

 

図 13  ウェストピッカーの人数 
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添付資料 A-3 処分場運営管理マニュアル 
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添付資料 A-4 バルニ処分場下流域での水質検査、分析 
（Walter Aukleya 氏/Officer, WMD, NCDC 作成） 
LOCATIONS/SITES SAMPLED 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

Site 1 
Site 3 

Site 2 
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The samples were taken twice on January 23rd and on February 13th, 2014, at the same three 
locations as indicated in the figure. 

The samples were analyzed at the National Agricultural Research Institute (NARI), based on the 
American Public Health Association (APHA). The results of the six samples (three sampling 
locations x two sampling dates) are shown in the following table. 

. 

 
 
 
  

January 23rd,
'14 sample

February 13th,
'14 sample

January 23rd,
'14 sample

February 13th,
'14 sample

January 23rd,
'14 sample

February 13th,
'14 sample

1 Temperature degree 26.8 26.4 26.6 26.5 27.0 26.7
2 COD mg/L 145.2 135.0 134.7 69.0 275.0 75
3 Turbidlty mg/L 9.85 0.91 3.82 0.51 3.03 0.45
4 Color Hazen units 30 30 >30 10 10 10
5 Total Disolved Solids mg/L 3,256 2,024 651 475 1,118 1018
6 Susupended Solids mg/L 49 8 93 25 33 8
7 BOD mg/L 64.9 45 64.9 23 91.8 23
8 Disolbed Oxygen mg/L 6.8 6.37 4.05 3.77 5.51 5.88
9 Conductivity usm 4,360 3,620 962 974 1,751 1564

10 PH - 7.2 7.0 7.0 7.7 7.2 7.3
11 Chloride mg/L 43.4 862.3 64.2 134.0 32.1 253.8

Samle 1 - Up- stream Sample 2 - Mid stream Sample 3 - Down Stream
UnitAnalysis ItemSN
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添付資料 A-5 3R ロゴコンクール結果 
NCDC conducted a completion amongst school students. Fifty-eight entries were submitted, from 
the various age groups as follows; 

 Ages 7 to 9 years  Seven (7) entries 
 Ages 10 to 12 years  Nine (9) entries 
 Ages 13 to 15 years  Seven (7) entries 
 Ages 16 to 19 years  Thirty-five (35) entries 

NCDC invited various stakeholders to evaluate the entries based on the following criteria: 
1. Originality: Not inspired from another source 
2. Authenticity: Must be hand drawn and not from computer graphics 
3. Message: 3Rs message should be clearly portrayed 
4. Design & Color 

The selected logos and the winning one are shown below: 

 
  

  

 

 WINNING LOGO Award Ceremony 
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添付資料 A-6 タイムアンドモーション調査結果（2013 年） 
 
The following slides were prepared by Mr. Ronnie Ranu and Ms. Vivianne Morofa, Officers, WMD, 
NCDC and Counterparts with JET assistance. 
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添付資料 A-7 収集業者向けのワークショップ 
 
 
1) Meeting date and location: 25th February, 2014, Lamana Hotel 
2) Agenda followed at the Workshop: 

TIME ACTIVITY FACILITATOR 

13:00 – 14:00 Presentation on Waste Collection Conditions 
(1) Overall Aim and Objectives of the Workshop 
(2) General Waste Collection Conditions 
(3) Time & Motion Results 

Questions & Answers 

John Navara 
R. Ranu / Vivianne M 

14:00 – 14:15 Coffee and Tea Break  

14:15 – 15:00 Group discussion Ronnie Ranu 
Vivianne Morofa 
Faafetai 

15:00 – 15:30 Summation and Recommendations Ronnie Ranu 
Vivianne Morofa 
Faafetai 

15:30 – 16:00 Presentation of Summation and Closing Faafetai 
Janet Haua 

 
3) Workshop Objectives 
The workshop had the following objectives: 
 Introduction of J-PRISM  Activities 
 Understanding some waste methodologies to assess waste collection efficiency. 
 Understanding the Issues Affecting the Quality of Collection Service 

 
4) Workshop Outcomes 
The workshop aimed to realize four outcomes as described hereafter. 
 Collection Efficiency Analysis ( Time & Motion Study findings) 
 Identified Issues Affecting Collection Service Quality in the City 
 Improved understanding and awareness of Contractors on important waste management 

aspects  
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 Improved understanding of NCDC and Stakeholders on issues needing improvement for 
appropriate actions 

 
5) Explanation of the present collection conditions 
At the start, Mr. John Navara, Senior Waste Officer in WMD explained the present waste 
collections in the city. He outlined the three collection zones in NCDC, identified the contractors 
responsible in each zone, and the zones respective collection schedules. 
 
Using Figure A-6-1, Mr. Navara identified the responsibilities of both the waste generators as well 
as the collection service providers.  
 
6) Identifying Group Discussion Topics 
Ms. Vivianne Morofa and Mr. Ronnie Ranu, WMD Officers then explained the Time & Motion 
survey and the issues that were identified based on the survey results.  
The participants were then divided into three groups of 7-9 persons per group. Each group 
selected a group leader and was facilitated by Ms. Morofa, Mr. Ranu and Mr. Faafetai 
respectively.  
Topics discussed in each group were as follows: 

1. Money – lack of funding/budget limitation/financial resource 
2. Materials – bins/trash; bags/data  
3. Machinery – trucks/transfer stations 
4. Manpower –lack of qualified personnel/ 
5. Management – organization/ monitoring/ unclear TORs 
6. Motivation – lack of collaboration / cooperation 

Each Group discussed for about 30 minutes, and then prepared a summation of their discussions. 
The respective Group leaders were then requested to present their discussion findings to all the 
participants. 

  
Group Discussions Group Leader presentation 
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Figure A-6-1 Waste Collection Services in NCDC 

 
7) Summary of Group Discussions 
After each Group leader presented the respective group’s findings, Mr. Faafetai presented a 
summation of the discussions as follows: 
MONEY 
 Frequent payment delays to the contractors affects the quality of the services they deliver 
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 Budget allocated to the collection services does not take into consideration the increasing 
urbanization and population raise in NCDC. 

 Increase in costs should be met with increased contract amounts 
 Maintenance costs are too high. 
MATERIALS 
 Proper bins, which are uniform in the city need to be put into service 
 Data System providing accurate information on SWM conditions needs to be set-up 
 Updated list of Clients (Schools, etc.) is needed to accurately understand the required efforts 

in waste collection 
 Skip bins are most suitable for the settlements. 
 Large compactors, such as those recently introduced from India are not suitable for the city’s 

narrow roads. 
MACHINARIES 
 The Indian made compactors require a lot of repair works, but the Indian mechanic now in 

NCDC would be leaving soon and there is concern that it would be difficult to repair the 
trucks without that skilled mechanic. 

 Regular breakdown of trucks 
 Spare parts problem 
 Transfer System should be considered for settlements 
 Roads poor conditions and difficult access 
MANPOWER 
 Lack of personal to drive trucks 
 Lack of skilled mechanics for maintenance works 
 Lack of skilled data collection and analysis staff in NCDC 
 Low wages do not help to attract higher quality staff 
MOTIVATION 
 Lack of awareness to inform the public 
 Public cooperation is low; e.g. ignorant of discharge time, using unsuitable containers for 

discharging waste, expecting waste collection crews to clean under their bins, etc. 
 In some areas there is no fixed schedule of collection which affects the citizens 
 Incentives from NCDC to the collection crews would be helpful 
 Drivers and collection crew salaries/ wages are too low 
 Lack of respect for waste contractors (low job) 
MANAGEMENT 
 Trucks arriving at the dump site are finding it difficult to identify locations there to dispose of 

their wastes 
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 Political effect to contractors 
 Payment not on time affecting performance 
 Communication breakdowns often occur between Contractors and NCDC 
 Unclear scope of work in tender and contract documents 
 Reporting system is lacking 
 Sharing of information is lacking 
 Timely release of findings is needed 
 Security problem at the Baruni dumpsite has become a severe problem. Contractors 

reported that their drivers have been forced by waste pickers to transport their collected 
recyclables to recycling companies. Windows have been broken when drivers refused. 

 NCDC needs to make more efforts to confirm accuracy of the complaints 
 Facilities are required for collection crews to wash and rest. These facilities may be 

developed at depots and the disposal site 
 Contractor requires NCDC to provide safety gears for collection crews. 
 
8) List of Participants 
The two collection companies of PNG Waste Co. (collecting domestic and settlement wastes) and 
Killerton Contractors (responsible for commercial wastes collection) sent representatives to the 
workshop. This included the companies’ officers, drivers and crews. Participants were as follows: 
 

1 Jerry Damoi Project Officer, PNG WASTE CO. 
2 Charlie Kolaip Operations Officer, PNG WASTE CO. 
3 Mohammed Chagdali Executive Officer, PNG WASTE CO. 
4 Joe Vita PNG WASTE CO. 
5 Kua Molo PNG WASTE CO. 
6 Francis Yongel PNG WASTE CO. 
7 Jerry Tisamu PNG WASTE CO. 
8 John Kalo Driver, PNG WASTE CO. 
9 Raymond Andrew PNG WASTE CO. 
10 Jerry Kaisa Driver, PNG WASTE CO. 
11 Francis Kawa PNG WASTE CO. 
12 Samson Savai Driver, PNG WASTE CO. 
13 Russel Kina Operations Manager, Killerton Contractors 
14 Joe Noks Driver, Killerton Contractors 
15 Wek Kops Driver, Killerton Contractors 
16 Martin Gareke Crew, Killerton Contractors 
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17 Monty Lepene Crew, Killerton Contractors 
18 John Navara Senior Waste Officer, WMD, NCDC 
19 Simeon Terina Senior Waste Officer, WMD, NCDC 
20 Janet Haua Senior Waste Officer, WMD, NCDC 
21 Ronnie Ranu Senior Waste Officer, WMD, NCDC 
22 Vivianne Morofa Waste Officer, WMD, NCDC 
23 Kupil Ala Waste Officer, WMD, NCDC 
24 Paul Wisi Waste Officer, WMD, NCDC 
25 Walter Aukleya Waste Officer, WMD, NCDC 
26 Faafetai S.Uitime Assistant Chief Advisor, Project Office 
27 Mahmoud Riad SWM Expert E, J-PRISM 
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添付資料 A-8 ポートモレスビー廃棄物管理計画 目次案 

ポートモレスビー廃棄物管理計画 

目次 

（案） 

第 1章 現行廃棄物管理システムの調査 

1.1 ポートモレスビー都市開発計画  
（土地利用、フォーマル及びインフォーマルな開発、市の歴史的背景と居住者、

地理／物理的特色等） 
1.2 社会経済状況 

（人口、経済情勢、開発計画、教育、雇用等） 
1.3 廃棄物管理 

（固形廃棄物の量及び組成、収集状況、処理状況、現在のごみフロー、組織的側

面、SWM 関連歳出、リサイクルの状況、SWM に係わる住民意識等）) 
1.4 課題の特定 

（市の開発上の課題、予算上の制約、SWM 業務上の課題等） 

第 2章 計画の枠組み 

2.1 調査対象地域及び廃棄物の品目 
（NCDC サービス対象地域、周辺の村及び埋め立て処分場地域） 

2.2 マスタープランのタイムフレーム 
（例：2015 年から 2035 年） 

2.3 社会経済状況の将来予測 
（人口、雇用、教育、土地利用開発等） 

2.4 廃棄物量及び組成 
（単位発生率及びごみ組成の推移を採用する。市域またはゾーンごとのごみ量及

び組成をマスタープラン最終年度まで推定する。） 
2.5 財政的枠組み 

（世帯収入、NCDC 予算及び SWM による収入の推定額などを分析し、マスタープ

ランの妥当な予算を決定する。） 

第 3章 M/P 目的と原則 

3.1 目的 
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（M/P のビジョン及び上位目標を策定し、数値目標及び年間または 5 年ごとの目標

等を設定する。） 
3.2 SWM の原則 

（計画の道筋をつけるための原則を策定する。） 

第 4章 計画オプションの検討 

4.1 ごみ収集及び運搬 
（技術オプションを特定・分析し、最適なオプションを選定する。主な検討事項

は：（1）1 週間のサービス頻度、（2）都市の一部における発生源分別及び分別収集

の導入、（3）特定地域における夜間収集、（4）定時定点排出、（5）大型容器とアー

ムロールシステム、（6）特定地域における戸別収集、（7）排出用の容器またはプラ

スチック袋、等） 
4.2 中間処理及びごみ最終処分 

（検討すべき項目は：（1）NCDC で発生するごみ及び能力に合致した中間処理シス

テム、（2）費用、必要条件及び運営の容易さの観点からの比較、（3）市内に 2 つの

埋めてて処分場が必要か、一つで十分かの検討、等） 
4.3 リサイクル 

（基本的な検討事項は、どの程度 NCDC がリサイクル活動に関与すべきか、または

完全に民間セクターに任せるべきか、等） 
4.4 組織制度 

（検討すべき事項は（1）SWM 運営を完全に民営化し、NCDC はモニタリングの役

割だけを担うか、または NDCD も部分的に運営に参加するか、（2）WMD が NCDC
の一部門として残すべきか、昇格させるべきか、（3）既存の法規制の修正または新

規かつ包括的な廃棄物管理法の策定、等） 

第 5 章 SWM マスタープラン 

5.1 組織計画 
（選定されたオプションに基づき、今後 20 年間に必要とされる人材とその業務内

容を決定する。法的枠組みについては、マスタープラン調査の中で法案または既

存法規制の修正案を策定することは不可能であるが、ここで必要事項のリストア

ップは行う。） 
 

5.2 ごみ収集及び運搬 
（選定された技術システムに基づき、車両、容器及びその他の設備の必要量を推

定する。また、住民に周知するため、収集システムを明確にする。運営管理コス

トの推定も行う。） 
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5.3 中間処理及び処分 
（中間処理施設が選定されている場合、概算見積もりを策定し設置場所を特定す

る。また、施設の導入によるごみフローへの影響も明らかにする。処分計画につ

いては、埋立処分場の寿命を計算し、サイト運営の概念計画を作成する。必要な

機材及び人材を 20 年間のスパンで推定する。運営管理コストの推定も行う。） 
5.4 リサイクル 

（第 4 章の技術分析に基づき、もし NCDC が直接ライ氏来る活動に関与するのであ

れば、MRF をどこかに建設する必要があると考える。費用と場所を計画の中で検

討する必要がある。一方、もし本活動を民間セクターに委ねると判断された場合

は、NCDC による民間セクターへの活動促進のための支援策を検討する必要がある。

運営管理費用はどちらの場合にも試算する。） 
5.5 資金計画 

（計画に係わる費用を前セクションで算定している。概算費用は年間ベースでま

とめ、初期費用及び O&M 費用両方を含めることとする。このセクションでは概算

費用にあった資金計画の策定が必要となる。計画には、考え得る収入源、社会の

特定層で必要とされる補助金、事業者及び住民向けの料金表等を全て含める必要

がある。） 
5.6 M/P 実施戦略 

（これらの戦略は承認された方針とほぼ同じであるが、より詳細なものになる。） 

第 6 章 アクションプラン 

（20 年は検討するには長すぎる。そこで、すぐに活動を開始するため、マスター

プランの最初の 5 年間の詳細計画を策定する。） 

第 7 章 結論及び提言 
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添付資料 A-10 第 3 回 JCC 会議議事録 
 

The 3rd JCC Meeting was held on February 27th, 2014 at Holiday Inn from 10:00 AM to 12:00 
noon, followed by lunch. 

1. Proceedings 

Mr. Gunther Joku chaired the meeting. He delivered the opening address, followed by speeches 
by Mr. Sugiyama, JICA PNG Chief Representative and Mr. Honk Kiap, Deputy City Manager. 

Mr. Joshua briefly explained the project progress, and was followed by the following 
presentations: 

Mr Simeon Terina presented the overall project progress and status 

Each of Mr. James Ricky, Mr. John Navara and Mr. Ronnie Ranu presented the progress of 
Outputs 1, 2 and 3 respectively. 

Ms Janet Haua explained the Project finances. 

2. Project Finances 

Mr. Augustine Ravi, Financial Controller confirmed that 5 million Kina is available to the Project 
from the Government of PNG. 

3. Mid-term Review (MTR) recommendations 

The recommendations of MTR concerning amending the PDM and others were adopted by the 
Counterpart team with some modifications, and explained to the JCC meeting. 

4. Changes in Personnel 

Mr. Gunther Joku, in his position as Secretary, DEC is the Project Director. 

Mr. Joshua Sam confirmed that in his position as Acting Manager of WMD, he is now the Project 
Manager. Ms. Janet Haua has assumed the post of Project Coordinator. And Mr. Simeon Terina 
will be the Output 1 Manager, and oversee the rehabilitation of Baruni disposal site. 

The contract of Mahmoud Riad, SWM Expert E will expire in March 2014, and a tender will be 
announced for a new consultant contract. 

5. Minutes of the Meeting 

The minutes of the meeting will be prepared by Ms. Janet Haua, Project Coordinator. 
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添付資料 B-1 ごみ量ごみ質調査報告書（ホニアラ） 
The Honiara Waste Characterization Audit Survey Report, which the Counterparts conducted in 
2011 with the support of JET, was launched in August 8th, 2013.  

 

図 14  新聞記事（ごみ量ごみ質調査報告書発表） 
(Source: Island Sun, August 9th, 2013)  
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添付資料 B-2 エコスクールプログラムワークショップ（ホニアラ） 
Eco School Program Workshop was held on September 26th/ 27th. The Counterparts elaborated 
the report.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 15  新聞記事（エコスクールプログラムワークショップ） 
(Source: Solomon Star, September 30th, 2013 and Island Sun, September 30th, 2013) 

 
表 37 ワークショップのプログラム 

Time Program Person-in charge 
Day 1, 26th Sept 
8.30-9.00  Arrival of Participants All 
9.00-9.30 Welcome and Opening Prayer Francis Fiku 
9.30-10.00 Short Remarks  Naoko Laka, JICA 
 Short Remarks Tom Nanau, Director EHD/MHMS 

 Key-note Address Don Houkura,CEO/HCC 
 Introduction of Participants & 

Expectations 
All  

10.00-10.10 
 

Presentation on relationship of Health 
issues and waste management 
(10mins) 
Introduction of Eco-School Program 

Jimmy Hilly, George Titiulu 

10.10-10.40 Presentation by Fiji Counterparts Ms.Premila and Ms. Nafiza 
10.40-10.50 Morning Tea Break All,  
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Time Program Person-in charge 
10.50-11.00 Presentation of Proposed School 

Action Plan template( See Annex I) 
Jimmy Hilly, Jerome 
Enato’o,Rosemary Apa, Satoshi 
Kozuka 

11.00-12.30 Group work 
Discussion and Formulation of draft 
School Action Plans 

Facilitators- Jimmy Hilly, Jerome 
Enato’o,Rosemary Apa, Satoshi 
Kozuka 
Support/Comments- Ms. Premila 
and Ms Nafiza 

12:30-13.30 Lunch All 
13.30- 14.30 Presentation of draft Action Plans by 

Schools 
-Group Work  

Facilitators- Jimmy Hilly, Jerome 
Enato’o,Rosemary Apa, Satoshi 
Kozuka 
Support/Comments- Ms. Premila 
and Ms Nafiza 

Day 2, Sept 27th 
8:30-9:00 Arrival of Participants 

Morning will be served during this 
time 

All 

9:00-9:30am Welcome Facilitator-Rosemary Apa 
 Recap of Day 1  Facilitator-Rosemary Apa 

Support/Comments- Ms. Premila 
and Ms Nafiza 

9:30-10:00 Presentation by JOCV Satoshi Kozuka  
 Briefing on Landfill (Ranadi) John Labu  
10:00-12:00 Field trip to Botanical Garden,  Satoshi Kozuka & Aiko Suzuki 
 Fieldtrip to Dumpsite John Labu  
12:00-13:00 Lunch ( RWSS-Conference room) All 
13:00-14:00 Lessons Learnt by Schools  Facilitators- Jimmy Hilly, Jerome 

Enato’o,Rosemary Apa, Satoshi 
Kozuka 
Support/Comments- Ms. Premila 
and Ms Nafiza 

14:00-14:30 Next way forward (What is expected 
of Schools) 

14:30 Closing of Workshop 
Closing Remarks                             

Dr.Melchior Mataki, PS/MECDM 
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表 38 ワークショップ参加者からのコメント 

Question Answer 
Q. Did the 
Presentations provide 
useful information? 

5 (very much): 24 (92.3%) 
4                         : 2   (7.7%) 
3                         : 0 (0.0%) 
2                         : 0 (0.0%) 
1 (not at all)     : 0 (0.0%)  

Q. Were the 
presenters clear in 
disseminating the 
information as per 
workshop? 

5 (very much):   22(84.6%) 
4                         : 4 (15.4%) 
3                         : 0 (0.0%) 
2                         : 0 (0.0%) 
1 (not at all)     : 0 (0.0%) 

Q. Is the Clean School 
Program Guide Book 
easy to follow?  

5 (very much): 23 (88.5%) 
4                         : 3 (11.5%) 
3                         : 0 (0.0%) 
2                         : 0 (0.0%) 
1 (not at all)     : 0 (0.0%) 

Q. Any Comments 
about the workshop?  Very clear, exciting and interesting that I have learned a lot from it. 

Thank you so much for your times with us as we look forward to 
working together with you especially as we go along. 

 The workshop was well organized and facilitated and the inputs or 
support from Fiji counterparts was a plus for the workshop. I think 
after the workshop teachers and counterparts will have a more 
clear sense of direction to implement the program. In future, it is 
better to have the workshop held in a bigger space. I really learnt a 
lot from the program. 

 This workshop keeps me an important information to know how to 
keep my school and home clean. It is helpful to reduce waste 

 The workshop is very interesting. We need a lot of this programs to 
be introduced to us. 

 The workshop is very interesting and fruitful. I have learned a lot 
and now I know what Eco-School programme is all about. 

 The workshop is new to me and I know it will help me and my school 
children. 

 The workshop was so helpful that gives us a knowledge of realizing 
some issue that are there in our school. Later on. We can make a 
change in the school. 

 I have learned a lot of information in the Eco-School Workshop 
broaden my horizon. 

 This workshop is very interesting and important to all of our schools 
in Solomon Islands 

 It was a very fruitful workshop having the opportunity to learn from 
NTC’s experience 

 This kind of workshop program should be held in all communities in 
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the Solomon Islands to educate people on waste management. 
However, it is an excellent workshop because it was for schools. 
You educate we teachers teaches, educate students, students 
educate parents and parents can educate the communities. 

 I missed the fieldtrip which I’m sure was interesting. But the 
class/workshop presentations were clear, new, interesting and 
presented a learning experience.  

 The workshop was well resourced with the different personnel’s who 
made presentation 

 It is an exciting and an enjoyable workshop which all participants 
including myself were all satisfied. The facilitators are so nice, 
friendly and the meal provided has satisfied us all.  

 The workshop was perfectly conducted, but I for one I think days 
arranged should be longer. 

 The workshop is really encouraging because it helps us teachers to 
be creative on how to use the 3Rs. All presentation is clear to 
grasp. 

 What I’m expected was achieve, I learn a lot of things on how to 
manage waste, beautification and how to keep clean and healthy 
environment. I also learn how to reduce , reuse and recycle of all 
waste organic and I am sure that these things also help me a lot on 
teaching and the improvement of our environment for the better 
teaching and learning 

 This workshop is so important and very interesting and as a 
participant I feel that two days isn’t enough. For this new concept to 
be well implemented it should take at least a week or two.  

 The workshop presentation itself is very informative and with the 
discussion learnt from each other especially the teachers. It gives 
me a challenge to make an appropriate commitment for 
Eco-School clean programme.  

 Very good workshop .Invest in schools for beautiful Honiara and 
Solomon Islands    in general. 
 

Q. Any comments 
about the Clean 
School Program? 

 Very good move especially to tackle the issues of SWM in the city 
because we have to start with the children inorder to change the 
mindset while they are still young. For the clean school program in 
Fiji ( Nadi town) thank you for your lovely presentations, colorful 
pictures shown in the guidebook and hope to work together again 
through emails especially for further information on clean school 
program.  

 I think the Clean School Program is similar to Eco-School Program 
and I believe it can be implemented in schools in the Solomon 
Islands. I really learned a lot from this program during the 
workshop. 
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 I am fortunate to have this workshop because it keeps me idea to 
extend my work as maintenance master for the school. School 
normally need this kind of idea to continue on cleaning school.  

 Healthy living and gives us other new and different appearance 

 The Clean School Programme is really an effective program and an 
eye opener to me. Definitely we will apply the ideas to our school.  

 The school itself has the clean school program day, but this 
workshop will help improve the school clean program. 

 Clean School Program is highly needed in every school. Because 
that is the way to promote a healthy environment in school. Also 
such can widen the knowledge of teacher’s in school to make 
changes in the school 

 Very good and very important knowledge learn and hope to 
implement in the school.  

 The clean school program should be implemented very soon and 
quickly because it is a very big need for us in the Solomon Islands.  

 It is a way forward for a cleaner Solomon islands 

 The clean school program is a very good program that each school 
must practice as it help schools to provide a healthy environment 
where there is conducive learning for students. It’s a must to 
implement the programme in our school. Thanks for helping.  

 The clean school program was made from real experience so it is a 
real work program 

 As this is the first of its kind, it will be challenge to tackle this 
program which will need the cooperation of every stakeholders in 
the city of Honiara.  

 This program has highlighted the three basic areas of how to 
manage wastes (e.g. 3Rs). It is very challenging for me to initiate 
such a new program within our school, so I’m very confident and 
hope to implement the program and see the different outcome of it.  

 Very good program as it gives us more ideas concerning waste 
management. More so not teachers only but also cleaners in the 
schools and the community.  

 Clean School program is an activity that must be done in the school 
in Honiara so that schools can have a clean environment where 
students love to learn. 

 This program is very important and useful to continue conduct such 
a workshop like this, because it can help individual, schools, 
communities as well as our city to live in and a healthy environment 
for the betterment of our country.  
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 Concerning the Clean School Program, I totally agree with it. It is 
very ideal and if well organized and implemented, it will make all 
schools beautiful and a nice place to learn. It is a must for the SIG 
to support this clean school program so it can be extended to the 
provinces as well as the rural communities to match up with the 
Solomon term the “happy isles” 

 This clean school program is an excellent program .It helps our 
school students and teachers to learn how to segregate waste 
based on 3Rs. 

 I think in order for it to be successful programme on monitoring by 
authorities plus awareness and capacity building must be done. In 
what ways can Fiji (Nadi) can JICA assist in the above.  
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添付資料 B-3 収集点及びごみ分別パイロットプロジェクト（Panatina Valley 
Coomunity）（ホニアラ） 
The Collection Point and Waste Segregation Pilot Project in Panatina Valley Community was 
launched in February 23rd, 2014. Before the launching program, the Counterparts elaborated a 
questionnaire form with support of JET, and implemented a baseline survey using the form shown 
below. Also, the Counterparts prepared a poster to put at each household kitchen, and leaflets as 
awareness materials.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 新聞記事（収集パイロットプロジェクト） 
(Source: Solomon Star, February 25th, 2014) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 17 新聞記事（収集パイロットプロジェクト） 
 (Source: Island Sun, February 26th, 2014) 
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図 18 ベースライン調査質問票(1/2) 
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図 19 ベースライン調査質問票(2/2) 
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図 20 住民啓発用のポスター 
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図 21 住民啓発用のリーフレット 

 

PANATINA VALLEY 

COMMUNITY ACTION 

PLAN 

 

 
Throw Rubbish no save 
roten inside in the bin.  

Consistency in Waste collection by 
Contractor for the community with 
community understands more their 

Waste Collection Schedule. 

  

 

 

 

Collection of only   RABIS WEA HEM 
NO SAVE ROTEN & allowing Ologeta 
wea save Roten to be reuse back to the 
soil.( Segregation of Rubbish)  

 

GOAL 
Better understadim Waste 
collection schedule by the 
Residence where by only 
inorganic waste are collected 
and allowing organic to be 
reuse back to the soil through 
household waste segregation 
– Separate rubbish lo Source  

 

 

 

Improve the Waste 
collection Schedule for Non 

Organic waste through 
household waste 

segregation 

 

Better understanding of simple way of 
utilizing kitchen waste back to the soil. 

3R’s is valued as so important 

 

Use Compost  
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添付資料 B-4 ラナディ処分場の土地所有権承認に関するレター 
The letter to transfer of land title in Randi dumpsite to Honiara City Council was issued by the 
Commissioner of the Land.  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 22 ラナディ処分場の土地所有権承認に関するレター 
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添付資料 B-5 ラナディ処分場改善における環境影響評価報告書承認を含む開

発許可（環境省発行） 
On February 3rd, 2014, the development of consent in the areas of Ranadi dumpsite was issued 
by Environment and Conservation Division, Ministry of Environment, Climate Change and 
Disaster Management, which includes the approval of Public Environment Report- EIA Study for 
Randi Dumpsite.  

 
図 23 ラナディ処分場改善における環境影響評価報告書承認を含む開発許可 
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添付資料 B-6 処分場監視員の公募（ホニアラ） 
As a part of landfill rehabilitation and operation improvement, a landfill supervisor was advertised, 
who is planned to be assigned under the Public Works Division, Honiara City Council. The 
advertisement of landfill supervisor was issued in February 18th, 2014.  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 24 処分場監視員の公募記事 
(Source: Solomon Star, February 18th, 2014) 
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添付資料 B-7 ラナディ処分場の廃自動車（スクラップメタル）撤去に係る覚書 
The scrap metal cleanup trial at Ranadi dumpsite was implemented in December, 2013 – January, 
2014. The contract paper is shown in the Figure below: 

 

図 25 ラナディ処分場の廃自動車（スクラップメタル）撤去に係る覚書 
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添付資料 B-8 ラナディ処分場の管理事務所図面 
The Counterparts prepared the drawing of site office at Ranadi dumpsite. The Counterparts also 
prepared the application of Grass Root Grant by Japanese Embassy for funding of the site office, 
with the support of JET. The drawings are shown below: 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 26 ラナディ処分場の管理事務所図面 (1/2) 
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図 27 ラナディ処分場の管理事務所図面 (2/2) 
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添付資料 B-9 ラナディ処分場運営計画 
The discussion on an operation plan at Ranadi dumpsite was done among Counterparts with the 
technical support of JET. The operation plan was shown as follows:  
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添付資料 B-10 エコスクールプログラムワークショップ（ギゾ） 
Eco School workshop was held in Gizo on October 18th, 2013. The Counterparts elaborated a 
report.  

表 39 ワークショップのプログラム 
Time  Contents Person in Charge 
9:00 Arrival of Participants All 
9:00-9:10 Welcome and Opening Prayer Derald Michael 
9:10-9:20 Short Remarks Mr.Akihiro Osada 
9:20-9:30 Key-note Address Senior Education Officer, 

Freedom Tozaka 
9:30-9:45 Group Photo All 
10:10-10:15 Short Remarks  Chief Environment Officer, 

Rosemary Apa 
10:15-10:20 Introduction of Participants All 
10:20-10:22 Explain about purpose of this workshop Dobson Aseri 
10:22-10:34 Presentation: What is the waste management 

including health issues around us 
Kouhei Yamato 

10:35-10:55 Presentation: Eco-School Program in Fiji Honiara Team-Wendy Beti 

10:55-11:15 Q& A Margaret/Dobson 
10:15-11:30 Presentation of Action Plan Template Margaret/Dobson 
11:30-11:40 Morning Tea Break  
11:40 Activity: Group Action Plan  Margaret/Dobson/Kouhei 
 Presentation of Action Plan All groups 
 Way Forward Margaret 
 Presentation of Certificates Fred/Rosemary/Margaret 
13:50-14:00pm Closing Remarks Fred Naphtalai 
14:00pm Lunch All 
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表 40 ワークショップ参加者からのコメント 
Question Answer 
Q. Did the Presentations 
provide useful information? 

5 (very much): 10 (100%) 
4                         : 0   (0.0%) 
3                         : 0 (0.0%) 
2                         : 0 (0.0%) 
1 (not at all)     : 0 (0.0%)  

Q. Were the presenters clear in 
disseminating the information 
as per workshop? 

5 (very much):      10 (100%) 
4                         : 0 (0.0%) 
3                         : 0 (0.0%) 
2                         : 0 (0.0%) 
1 (not at all)     : 0 (0.0%) 

Q. Do you understand the aim 
and outline of the Eco-School 
Program/Clean School Program 
in Fiji? 

5(very much): 9 (90%) 
4                      : 1 (10%) 
3                      : 0(0.0%) 
2                      : 0 (0.0%) 
1                      :0 (0.0%) 

Q. Do you want to start/ 
cooperate the practices at 
school?  

5(very much): 10 (100 %) 
4                      : 0 (0.0%) 
3                      : 0(0.0%) 
2                      : 0 (0.0%) 
1                      :0 (0.0%) 

Q. What are the lessons learnt 
from the workshop? 

 Aims and objectives of Eco-School Program , how to 
set up an Action Plan for my school’s Eco-School 
Program, Benefits of Eco-school program, eco-school 
program is not expensive 

 I learn how to manage waste in terms of how to 
dispose rubbish and the use of the 3Rs 

 I learned that this Eco-School Program taught and 
remind me how to be a responsible person for a single 
rubbish lying around the place and also to have a good 
attitude for waste rubbish 

 This workshop gives me a lot of ideas on how rubbish 
should be disposed and also the importance of healthy 
environment 

 I learned a lot on how to make my school environment 
the best place of learning for children 

 I’ve learn how to tackle solid waste management to 
help control the disposal of rubbish everywhere in the 
country. How we can reduce, reuse and recycle waste 
for use to our own environmental benefits for healthy 
living  without any costs    

 I learned that this eco-school program needs little 
money to implement with the ideas of 3Rs and learned 
that the school should start very little 

 I learnt a lot about clean school programme and we 
mustn’t rely on much money budget because the 
Eco-School Programme encourages us teachers to 
use the wastes. 3Rs is important so that student can 
understand use of wastes.  

 I learn a lot in this workshop how to have a healthy 
environment for student and teacher and how to 
prevent the problem of rubbish management in school 
or community. Learned the separation of rubbish we 
produce daily.  

 This workshop really point out the real management of 
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waste. It also gives us the different types of waste and 
how to manage it for e.g. by 3Rs. 

Q. Any other comments on the 
workshop?  

 Eco-School Program gives us how to manage and look 
after the school environment so that we can have a 
very healthy environment and friendly school. 

 Eco-School program is the program that can solve the 
cleanliness of our country Solomon. So we must start 
now so that in 5 years’ time, we see the outcome of it. 
Team of this program must go to each school to 
educate teacher or student together. 

 It really help us a lot with the student if we implement in 
our schools 

 Eco-School Program is a very good idea if we can 
assist each other to implement it in our school. It will 
not be easy but we will try our very best if we love our 
Children and the world we live in 

 Eco-School Program is a very important program for 
Solomon Islands Citizens. It helps us to look after our 
own school and its surroundings to live in a clean and 
healthy environment for the betterment of our future 
development of Solomon Islands.  

 Eco-School Program really showed a healthy 
environment learning for children, teachers and 
community as a whole 

 Eco-School Program must continue on with the 
program in order to educate teachers and students , 
parents and communities in order for the betterment of 
our country ( Solomon Islands) 

 Excellent 
 The eco-school program is a very important program 

which needs to be implemented in our schools and 
Gizo town as a whole 

 A very useful programme, not only for a clean school 
environment but also it creates an opportunity for 
children to learn about composts and the different 
types of waste materials. In other worlds, children put 
into practice what they learn in agriculture and science 
theories.  
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添付資料 B-11 ごみ収集システムの区画化に係る調査（ギゾ） 
Counterparts implemented zoning survey for waste collection with the support of JOCV and JET. 
The results are shown as follows: 

 
表 41 ごみ収集システムの区画化に係る調査結果 

ギゾ全体： 
Zone Number of households Population 
1: Jah Mountain 52 320 
2: District - Water Pump 57 312 
3: Banana valley - Western End of District 85 479 
4: Gizo Top Hill 111 699 
5: TC – Malakerava 2 96 503 
6: Malakerava 1 – BP area 145 835 
Total 546 3148 

 
Zone 1 

District Number of households Population 
1: Paradise Ridge 13 92 
2: Paradise Valley 2 13 
3: Wing Sun Area 7 45 
4: Far West Jah 12 74 
5: Lower North Jah 18 96 
Total 52 320 

 
Zone 2 

District Number of households Population 
1: Central District 16 91 
2: Upper District 12 75 
3: Western District 16 88 
4: Water Pump 13 58 
Total 57 312 

 
Zone 3 

District Number of households Population 
1: Lower West of Gizo Top Hill 13 65 
2: Banana Valley 66 377 
3: Western End of Jah   
4: Eastern End of District 6 37 
Total 85 479 

 
Zone 4 

District Number of households Population 
1: Central Top Hill 14 80 
2: Northern Top Hill 41 266 
3: Upper East of Top Hill 32 203 
4: Upper South of Top Hill 16 91 
5: Upper West of Top Hill 8 59 
Total 111 699 
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Zone 5 
District Number of households Population 
1: Lower TC 24 146 
2: Upper TC 39 188 
3: Medical Quarters 18 88 
4: Lower South of Top Hill 11 59 
5: Lower East of Top Hill 4 22 
Total 96 503 

 
Zone 6 

District Number of households Population 
1: Premier’s Ridge to Naqua 21 109 
2: Malakerava - 1 10 44 
3: Hospital Quarters 12 58 
4: Police Quarters 7 39 
5: GPS staff Quarters 15 84 
6:J.F.Kennedy Residence 6 32 
7: GCHS staff Quarters 13 71 
8: SIEA Quarters 4 22 
9: China Town 22 120 
10: Recona 6 59 
11: SSEC, Anglican, CFC area 
Residence 

12 84 

12: Industrial Areas of Gizo 17 113 
Total 145 835 
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添付資料 B-12：車両用 3R ステッカー（ギゾ） 
Counterparts elaborated 3R stickers for vehicles as awareness materials, with the advice of 
JOCV and JET. 3R stickers were distributed and attached to vehicles in Gizo. The design is 
shown below: 

 
図 28 車両用 3R ステッカーのデザイン 
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C バヌアツ 

添付資料 C-1 市場ごみ調査結果についての議会における説明資料  
添付資料 C-2 ルーガンビル市場に設置されたコンポスト施設の写真 
添付資料 C-3  廃棄物減量化方針ワークショップ議事録 
添付資料 C-4 ブッファ処分場におけるデータ収集 
添付資料 C-5 PVMC カウンターパートによるルーガンビル視察報告書  
添付資料 C-6 第 3 回 JCC 議事録 
  



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

 176 

添付資料 C-1 市場ごみ調査結果についての議会における説明資料 

A-1-1 背景 

2013 年 9 月 6 日、カウンターパートは以下 2 つの目的で発表を行った。 
• カウンターパート全員及びステークホルダーに対する 2012 年度のバヌアツにおけ

る J-PRISM プロジェクトの進捗報告 
• 2013 年 10 月から開始される、J-PRISM のマーケットコンポストパイロットプロジェ

クト計画についての協議と承認  

A-1-2 出席者 

出席者リストは以下のとおり。 

No. 氏名 所属組織 
1 Andrew Mark PVMC 
2 Tom Jack PVMC 
3 George W. Siri PVMC 
4 Marsy John MoH, Environmental Health 
5 Nelly Ham MoH, Principal E H Officer 
6 David Malakay MoH, Environmental Health 
7 Paul. H. Avock PVMC 
8 Zachariah Charly PVMC 
9 Ruben Rex Aromalov PVMC Market Manager 
10 Harry Nako PVMC 
11 Brian Robert Wan Smol Bag 
12 Gaea Dill – Dascdi Wan Smol Bag 
13 Jenny Tasale PVMC 
14 John Salong MoLENR, First PA 
15 Pakoa Fred PVMC 
16 Sumptoh Ulrich PVMC, Deputy Mayor 
17 Willie P Sartearoto PVMC 
18 Noel Lango PVMC 
19 Andrina KL Thomas Live & Learn Vanuatu 
20 Raymond Missack Live & Learn Vanuatu 
21 Mandes K Tangaras PVMC 
22 Glenda Shing Daily Post 
23 Marie-Noelle Kaltack VBTC 
24 Charlie Namaka DSPPAC, PMO 
25 Albert Williams DEPC 
26 Ruben Olul PVMC, Load Mayor 
27 Conellia Willie Rainbow Garden 
28 Roger Tary PVMC 
29 Amos Mathias PVMC 
30 Utako Jinno PVMC 
31 Carol Rovo DEPC 
32 Yoko Asano JICA Vanuatu Office 
33 Antonny Tari Finance, Finance Manager 
34 Rosalie Yauiko Finance, Principal Accountant 
35 Ian Kalsuak SHEF A Province Area council Dev off 
36 Malian Andrew SHEF A Province Area council Dev off 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

 177 

A-1-3 発表資料 

カウンターパートは次の 2 つの発表資料を作成した。 
(2) ごみ量・ごみ質調査結果 
(3) PVMC における廃棄物現況分析 

 
発表資料のスライドの一例を以下に示す。 
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添付資料 C-2 ルーガンビル市場に設置されたコンポスト設備の写真 
 

  
コンポスト設備の運搬及び設置 

  
2013 年 8 月の施設訪問 
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添付資料 C-3 廃棄物減量化方針ワークショップ議事録 
 
A-3-1 ワークショップの目的と成果 
バヌアツの国家廃棄物減量化戦略(NWMS)は 2011 年に作成され、今年レビューの対象と

なっている。DEPC の意図としては廃棄物減量化方針を作成し、レビューの際に NWMS
に組み込むことである。J-PRISM は PO の活動 1－3－2 に基づき NWMS の策定支援を行

う。 
この背景を踏まえ、以下の目的でワークショップを開催した。 

1. バヌアツにおける廃棄物管理状況についての共通理解を得る 
2. 国家廃棄物減量化戦略を説明する 
3. 国家廃棄物減量化／リサイクル方針草案へのフィードバックを得る 

本ワークショップで期待される成果は以下のとおり。 
1. 最終の廃棄物減量化方針に本ワークショップ及び次回ワークショップでの協議

を反映させる 
2. より幅広いステークホルダーとの協議のためのワークショップを展開する 

 
A-3-2 ワークショップ議題 
ワークショップの議題を以下に示す。 

1 08:30 – 09:00 出席者登録 Melinda/ Riad 

2 09:00 – 09:10 J-PRISM による歓迎スピーチと議題の

確認 
Makoto Tsukiji 

3 09:10 – 10:20 (1) 歓迎の辞 
(2) ワークショップの目的 
(3) 国家廃棄物管理戦略の概要説明 
(4) 廃棄物減量化方針草案 

DEPC Director 
Malcolm Dalesa 

4 10:20 – 10:30 休憩  

5 10:30 – 11:30 グループディスカッション: 
1) 廃棄物減量化に関する意識啓発  
2) 能力開発と民間セクター 
3) 資金調達と受益者負担 
ファシリテーター: 
Group A – Makoto Tsukiji 
Group B – Malcolm Dalesa 
Group C – Mahmoud Riad 

出席者は 3つのグルー

プに分かれ特定の議

題について議論した。 

6 11:30 – 12:00 まとめと提言 DEPC Director 

昼食と休憩 
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A-3-3 グループディスカッション 
ワークショップの目的と期待される成果、廃棄物管理の現況、NWMS の内容及び廃棄物

減量化方針の草案についての説明の後、出席者は 3 つにグループ分けされた。 
各グループは 1：廃棄物減量化に係わる意識啓発、2：能力向上と民間セクター、及び 3：
廃棄物管理の資金調達及び受益者負担、の 3 つの議題について議論した。 
グループディスカッションの議題は、NWMS 及び廃棄物減量化方針草案について研究し、

両方の主要テーマを特定したうえで選定した。 
各議題について、出席者が提起した質問を以下にまとめる。 

1：廃棄物減量化に係わる意識啓発 
(1) 廃棄物減量化について市民に発するメッセージは何か？ 
(2) どのように廃棄物減量化に関する市民の意識を向上させられるか？ 
(3) 意識啓発活動を実施するのに最適な人／組織は誰か？  
2：能力向上と民間セクター 
(1) 廃棄物減量化において民間セクターが果たせる役割は何か？ 
(2) 廃棄物減量化に関する政府職員の能力をどのように向上させるか？ 
(3) この業務に必要な人数の政府職員がいるか？ 
3：廃棄物管理の資金調達及び受益者負担 
(1) 廃棄物管理及び廃棄物減量化に係わる費目は何があるか？ 
(2) 収集及び埋立て処理サービス料金の徴収に最適な方法は何か？ 
(3) リサイクル費用をどのように支払えるか？ 

 
A-3-4. 議論の総括 
グループディスカッションの総括を議題ごとにまとめる。 
1：廃棄物減量化に係わる意識啓発 

• 一般市民の意識に関する年間計画を策定する 
• 予算を割り当てる（全てのリソースを効果的かつ効率的に活用する） 
• 個別訪問を行う 
• 意識啓発は法規制の整備と並行して実施されるべきである 
• ボランティアを活用する 
• まずごみの定義づけをし、次にごみの品目を洗い出し、最後に３R に注六する 
• ラジオ、TV、チラシ、インターネット、SMS、教育カリキュラム、劇団、音楽

及び DVD などのメディアを活用する 
• 昔からのリーダーや教会もこの取り組みを先導できるのではないか 
• 市役所は NGO にメッセージ伝達の支援を依頼するべき 
• 全員が PA に責任を持つべきである 
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• ポイ捨てもメッセージに含まれるべき 
• 家庭でのコンポスト活動の促進  
• プラスチック袋の使用を減らすため、買い物には再利用できる袋を使用する 
• 啓発キャンペーンの道筋をつけるため、発生源、排出者の排出行動を把握す

る調査を行う 
• 政府（DEPC）が枠組みやガイドラインを設定する 
• ビジネスハウス（製品管理） 

2：能力向上と民間セクター 
• 市役所は多忙なため、民間セクターがもっとリサイクルに取り組むべきであ

る  
• 関係する民間企業は発生源分別ができるのでは 
• 市役所が民間収集業者を直接雇用し、業務の統制を図るべきである 
• 民間企業も意識啓発活動に関与できるのでは 
• 氏悪書と DEPC は人材が不足している 
• 民間収集業者を対象としたワークショップと民間数就業者の登録が必要 
• PPP：免税、リサイクルのための土地の分配、保管スペース、等 
• 民間セクターや市役所からの地元の有識者による国内でのトレーニングの実

施 
• 研修のニーズを特定するためのキャパシティとニーズ調査の実施。例： 

Regulatory orientated  
• 方針を策定すれば政府の能力向上へのニーズが高まるのでは 例：予算増加 
• 民間セクターで廃棄物管理知識を有する人材の配置が必要となるような法規

制の策定 
• 民間セクターは政府と享禄して廃棄物減量化のための方針を策定する  
• ごみ調査実施のための廃棄物管理ガイドライン／標準の策定 
• 製品のライフサイクルに責任を持つことを検討する 
• 輸送、廃棄物貯蔵所、処理など廃棄物管理施設の供与 P 

3：廃棄物管理の資金調達及び受益者負担 
• 廃棄物管理費用は固定資産税と切り離されるべきである 
• 有料袋などの受益者負担システムの導入には政治的意思が必須である 
• 有料袋システム導入に先立ち、意識啓発キャンペーンが必要である 
• 市民に廃棄物を分別し、分別されたごみを黄色い袋に入れないよう促し、市

役所はきちんと分別収集を行う。 
• SWM の総費用を袋の値段に組み込む 
• SWM 口座を切り離し、チッピングフィーなどの SWM 関連収入の全てがその口

座に入るようにするべき 
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• SWM 関連収入には CDL システム、チッピングフィー、罰金、固定資産税の一

部及び有料袋システム等が含まれる 
• 現在のチッピングフィー（Vt. 1,000, 2,500, 5,000, and 8,500)は車両サイズに基づい

て決められている 
• 収集： 7,500VT per semester/15,000VT p.a. 平均的な住民は約 VT40／日支払うこ

とになる 
• 課題：kava bar waste と彼らのごみの管理費用を徴収する最適な方法  
• 船／輸送代理店への課税 例：kava waste 対応 
• プリペイド方式に基づく量 
• 埋立て処分場ウェイブリッジ費用（重量ベース） 
• 廃棄物管理専用口座（財務） 
• プラスチック買い物袋使用への課税／費用 

 
A-3-5 出席者リスト 

No. 氏名 所属組織／部局／オフィス 
1 Albert Williams DEPC 
2 Makoto Tsukiji J-PRISM 
3 Roger A Tary PVMC 
4 Amos Mathias PVMC 
5 Touasi Tiwok DEPC 
6 Trinison Tari DEPC 
7 Brian Roberts Wan Smol Bag 
8 Joe Pakoa Trades and Industry 
9 Bretain Tambe Biosecurity 
10 Flaviana Rory Chamber of Commerce (VCCI) 
11 Glen Takau Ports and Harbour 
12 Pakoa Rarua Public Health 
13 Bethuel Solomoni Strategic Planning and Management 
14 Anthony Garae Energy 
15 Jean-Christophe Enoch Pacific Petroleum 
16 Tom Nalau Lenakel Municiplity 
17 Elizabeth Brown VSA-Lenakel Municipality 
18 Mark Vurobaravu Agriculture 
19 Malcolm Dalesa Meteorological 
20 Mayuka Kozawa JOCV -DEPC  
21 Jeffrey Parton Wan Smal Bag 
22 Melinda Lessa J-PRISM PA 
23 Mahmoud Riad J-PRISM 
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添付資料 C-4 ブッファ処分場におけるデータ収集 

A-4-1 運転日報 

 

 

 Bouffa Sanitary Landfill Daily Log 
1) Date  Day  Weather  

2) Operating 
hours 

Start  Finish  

3) Waste 
arriving 

Total truck loads  PVMC truck 
loads 

 

4) Staff Present        

Absent        

5) Heavy 
Equipment 

Operating  Breakdown  Under 
repair 

 

6) Waste 
pickers 

Number  

7) Location of waste 
placing 

 

8) Development works at 
site 

Road Embankment Vents Pipes Drains   

       

9) Leachate amount in 
pond 

Overflow Full 3/4 1/2 1/4 Empty 

      

10) Materials required at 
site 

Material PVC pipe Gravel   

Quantity     

11) Expenditures Purpose     

Amount     

12) Visitors to the site  

13) Exceptional 
occurrences at the site 

 

14) Additional comments  
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A-4-2 搬入車両調査 

衛生埋立て処分場スタッフは、1 月の 2 日間（16 日及び 17 日）にごみを搬入してくる

全車両について、車両タイプ及び到着時刻等を含むより詳細な様式を用いて記録を取っ

た。 
平均で述べ 44 台の車両が処分場に廃棄物を運び、そのうち 16 トリップは PVMC の車両

によるもの、残りの 28 トリップは事業者または民間ごみ収集業者によるものであった。

廃棄物運搬量の比率をみると、PVMC の占める比率は全体の 46%であり、PVMC において

は民間の収集業者に大きく依存していることが判明した。車両到着のピーク時刻は午前

10 時から正午の間であった。 
 

車両タイプ及びオペレーターごとの平均トリップ数 
項目 圧縮収集車 

 (2t) 
ダンプ 

トラック(2t) 
平床式 
トラック 

(1.5t) 

ピックアップ 
(0.5t) 

トレーラー
(1t) 

合計 

1 日のトリップ数 
  PVMC 3 0 13 0 0 16 
  民間業者 0 9 2 14 3 28 
  合計 3 9 15 14 3 44 
搬入ごみ量推定値（トン／日） 
  PVMC 6 0 20 0 0 26 
  民間業者 0 18 3 7 3 31 
  合計 6 18 23 7 3 57 

 

 
時間ごとの到着車両数 
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添付資料 C-5 PVMC カウンターパートによるルーガンビル視察報告書 
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添付資料 C-6 第 3 回 JCC 会議議事録（案） 
 

MINUTES OF MEETING  

3rd JOINT COORDINATING COMMITTEE (JCC) MEETING 

on 

JAPANESE TECHNICAL COOPERATION PROJECT FOR 

PROMOTION OF REGIONAL INITIATIVE ON 

SOLID WASTE MANAGEMENT IN PACIFIC ISLAND 

COUNTRIES (J-PRISM) 

Vanuatu 

 

 

 

 

 

 ………………………………. 

Mr. Albert Williams 

Director 

Department of Environmental 
Protection and Conservation. 

Vanuatu 

……………………………….. 

Mr. Makoto Tsukiji 

Project  Coordinator 

J-PRISM Project Office 

Apia, Samoa 

………………………………….
Mr. Tsutomu Moriya 

Resident Representative 

JICA Vanuatu OFFICE 

Vanuatu 

………………………………………. 

Mr. Ronald Sandy  

Town Clerk 

PVMC, Vanuatu 

...…………………………………………. 

Mr. Peter Satika 

Town Clerk 

LMC, Vanuatu 
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 MINUTES OF MEETING OF 

THE THIRD VANUATUJ-PRISM JOINT COORDINATING 
COMMITTEE (JCC) 

 

Date:  17th February, 2014 

Time:  09:30 – 16:00 

Venue: Luganville 

Meeting Documents: 

Annex 1: Meeting Agenda 

Annex 2: List of Participants 

Annex 3: Summary of the Group Discussions 

Annex 4: Recommendations of the Mid-Term Review team  

Annex 5: Progress of the Project shown on the Plan of Operations 

Annex 6: Proceedings of the Workshop held on the Draft Waste Minimization 

Policy in Port Vila on February 19th, 2014 

A. OFFICIAL OPENING OF THE MEETING. 

i) Mr. Peter Sakita, Town Clerk, LMC welcomed all the participants on behalf of 
LMC and expressed his sincere hopes that the Project will continue to contribute 
to solving the pressing issues of SWM in Vanuatu. 

ii) Mr. Albert Williams, Director of Department of Environmental Protection and 
Conservation (DEPC) and Chairman welcomed the participating members of the 
committee from different agencies to the third JCC Meeting for J-PRISM in 
Vanuatu. He thanked the LMC for hosting the meeting and everyone for 
accepting the invitation to attend.  

iii) The Chairman then invited Mr. Andrew Ala of LMC to lead the meeting with a 
word of prayer.  
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B. ADOPTION OF THE MEETING AGENDA 

The Chairman brought to the attention of the meeting the meeting agenda and 
requested it to be formally adopted. The agenda and the list of participants are 
shown in Annex 1 and Annex 2 respectively. 

C. KEYNOTE ADDRESSES OF THE MEETING 

i) The Chairman, firstly thanked Mr. Peter Sakita, Luganville Municipal Council 
Town Clerk for his welcoming remarks and acknowledged the presence of the 
different counterparts and stakeholders; representatives from the three 
Municipalities, JICA and J-PRISM, the government, VSA and other 
organizations).  

The Director then began his introduction to the meeting by stating that so far at 
the national level there is no legislation with respect to Waste Management, 
except for the Municipal bylaws, despite some being mentioned in the Public 
Health Act. The Director hoped that the Waste Management Bill would be 
finalized and debated in the March 2014 Parliamentary Session as it was 
endorsed back in 2012 by the Council of Ministers but was not listed for last 
year’s session (2013). However the Pollution Control Bill was passed in last 
year’s (2013) Parliamentary session but is yet to be gazetted. 

The Chairman expressed his gratitude to the Japanese Government through 
JICA who have been the only instrumental partner in the area of Waste 
Management in Vanuatu.  He also extended his gratitude to VSA who have 
been very supportive through technical assistance in Luganville, Santo and now 
Lenakel, Tanna. The JICA support through J-PRISM is a 5 year project and 
three years have passed with some continuing supports made to the various 
councils including Lenakel, Luganville and provinces such as Penama and 
Malampa. He ended his address by stating that “political will” is very important to 
support SWM and thus acknowledged the presence of the Luganville Town 
Clerk, who attended the meeting in full and the Lord Mayor, and the President of 
Sanma Province and others who took time to visit the conference venue and 
welcome the participants. 

He then invited Ms. Asano, JICA Vanuatu Project Formulation Advisor to deliver 
a brief opening statement on the Project on behalf of JICA Vanuatu. 

ii) Ms. Asano thanked the chairman and welcomed the participants and at the 
same time, passed her appreciation to Luganville team for the preparation of the 
meeting. She expressed her pleasure to be observing this event. She noted that 
the issues surrounding waste management were complicated and difficult to 
change within a short period of time. She said that the recent launching of Wan 
Smol Bag’s new environmental play gave us some depressive feeling on the one 
hand, but on the other hand made us aware that people were continuously 
working hard to tackle these issues, which was very encouraging. 
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Ms. Asano expressed her hopes that the meeting would not only be for the 
project, but also serve as a forum on waste management where all the 
participants can heart fully exchange opinions and have meaningful discussions.  

She strongly hoped the Project would be progress on waste management in 
Vanuatu. 

iii) Mr. Williams thanked Ms. Asano for her remarks, and requested 
representatives from each of the three municipalities to provide a brief 
presentation on the progress of the Project.  

D. PROGRESS REPORT OF THE PROJECT ACTIVITIES 

Mr. Andrew Ala, Mr. Roger Tary and Mr. Tom Nalau presented various aspects 
of the project activities and SWM conditions in general in their respective 
municipalities. 

E. FIELD VISITS 

LMC then arranged field visits to the compost facility at the Market and the 
Luganville landfill in order to introduce the participants to the progress made in 
the sector. 

F. GROUP DISCUSSIONS 

In the afternoon session, the Chairman invited Ms. Mary O’Reilly, NZ-VSA to 
facilitate the Group Discussions. The Group discussions covered a broad range 
of issues related to SWM in Vanuatu and the discussions are summarized in 
Annex 3. 

G. JCC SESSION 

Upon conclusion of the Group discussions, the remaining portion of the meeting 
was dedicated to reporting on the J-PRISM activities and the Mid-Term Review 
team recommendations. 

The Chairman invited Mr. Tsukiji to facilitate this session. 

G-1 JICA Mid-Term Review team 

Mr. Tsukiji first outlined the findings of the Mid-Term Review team. 

JICA dispatched a Mid-Term Review team (MTR) to Vanuatu in September 2013 
to review and evaluate the project activities since its commencement in February 
2011.The counterpart team and other officials of Vanuatu cooperated with the 
mission through replies to pre-visit questionnaires, meetings and interviews and 
conducting site visits. 

The MTR team evaluated that there were delays in the project outputs, but that 
overcoming these delays was possible. From a scale of A (best) to D (delay 
cannot be overcome) the three project outputs were evaluated as follows; “B/C” 
for Output 1, “N/A” for Output 2 and “B” for Output 3. 
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The MTR team further proposed a number of recommendations to each of the 
Project Team, JICA Vanuatu office and headquarters, and to the Government of 
Vanuatu. The recommendations are outlined in Annex 4.  

The Project Team discussed and adopted the recommendations of the MTR 
team. Specific actions related to some of the recommendations were as follows: 

Recommendations to the Project 
(Implementing Agency and JICA 
experts) 

Countermeasures 

1) Revision of the current PDM and PO Recommended revisions have been 
accepted as reported later in these 
minutes 

2) To review and apply necessary and/ 
or additional inputs to recover the 
Project delay 

There has been an increase in 
Project staffing through the 
appointment by PVMC of a Waste 
Management Officer for the Market 
House, two officers in LMC for 
environment and waste 
management and a Project Assistant 
by J-PRISM Expert Team. 

3) To collaborate with and learn from 
the waste management advisor of 
LMC (VSA volunteer) with regard to 
how she proceeds with her activities.  

The holding of the JCC meeting in 
Luganville was the first step to 
strengthen coordination amongst the 
two municipalities and benefit from 
their respective experiences. 

4) Maximize the advantages of being a 
regional project, by sharing 3Rs 
promotion ideas and materials with 
other member countries. 

The counterparts produced a 
number of reports on their activities 
which are available to the Project 
Office to disseminate to other 
regional countries.  

5) To make clear distinction between 
C/Ps and supporting members 

Agreed. 

6) To involve decision making level 
officers and leaders to the Project   

Both PVMC and LMC Town Clerks 
were invited to the 3rd JCC meeting 
which was chaired by the Director of 
DEPC. 

G-2 PO Activities progress review for year 2013 

Mr. Roger Tary (PVMC), Mr. Andrew Ala (LMC) and Mr. Tom Nalau (Lenakel) 
briefly explained the progress of the Project activities in Year 2013 (April to 
March) as follows. Progress of the Project shown on the Plan of Operations is 
provided in Annex 5. 
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OUTPUT 1: WASTE DISPOSAL AMOUNTS IN THE URBAN AND 
PERI-URBAN AREA ARE REDUCED THROUGH MINIMIZATION 
MECHANISMS 

1.1.1 Undertake waste characterization studies (Port Vila) 

A market waste study was implemented. The waste audit results were 
announced in a presentation made by the Counterparts to the PVMC Councilors 
in September 2013. The report has not yet been compiled. 

1.1.2 Undertake waste characterization studies (Luganville) 

A solid waste audit was implemented in September and the report was prepared. 
Counterparts from PVMC participated in the survey. 

1.1.3 Undertake waste characterization studies (Lenakel) 

This activity has not yet been implemented. 

1.2 Explore the use of organic waste for composting in partnership with 
Agriculture Department/ Organic Farming groups and Ministry of Health (Port 
Vila and Luganville) 

A Market Waste Compost pilot project was implemented in Port Vila from 
November 2013, for two months at the Main Market and Freswota Market. This 
pilot project brought together a number of stakeholders; PVMC, DEPC, End-user 
(Vanuatu Direct), Wan Smol Bag, and etc. The implementation covered public 
awareness, source separation, separate collection and composting of the green 
wastes. Under this pilot project it was possible to divert 3 tons of market waste 
on average daily from the landfill to composting. 

In Luganville, a large scale compost bin was built at the Market House in May 
2013 to take all organic waste (apart from baskets and coconut husks).  In 
January this year an agreement was made with the Vanuatu Agricultural College 
to take the excess organic waste, it will be used to make compost and as a food 
source for the piggery on site. Both activities enable LMC to divert about 1 ton of 
market waste weekly from the landfill to composting. 

1.3.1 Review and finalization of National Waste Management Strategy (NWMS) 

During this year there was no further progress in this activity. 

1.3.2 Development of National Solid Waste Minimization Strategy (NSWMS) 

A workshop was held on February 19th, 2014 to discuss the draft policy paper 
prepared. The proceedings of the Workshop are described in Annex 6. The 
policy is expected to be developed by the end of this year.  

1.3.3 Review, evaluation and updating of waste management plan of Port Vila 
Municipality (2008) 



大洋州地域パプアニューギニア、ソロモン、バヌアツ、サモア国 
廃棄物管理改善支援プロジェクト（廃棄物管理 A、E） 

 204 

During this year there was no further progress in this activity. 

1.4 Establish and implement collection system for cans and plastic bottles (Port 
Vila) 

Planning for the pilot project started this year and implementation is expected in 
2014. The Counterparts shall consider the demand for the plastic bottles and 
consider on how to include these recyclable materials in the system to be 
established. 

1.5 Establish and implement collection system for cans and plastic bottles 
(Luganville) 

The existing aluminum can collection programme has now been advertised, 
expanded and made more efficient. Thirty (30) restaurants, bars, cafes, resorts 
and shops now have cages that are collected every two months by Recycle Corp, 
the money is given directly to Rotary to pay for materials to make more cages. A 
new design of cage has been built and will be trialed at Unity Park next month for 
public use. 

OUTPUT 2: EXISTING WASTE DISPOSAL SITES (BOUFFA AND 
LUGANVILLE) ARE IMPROVED 

2.1 Conduct Feasibility Study (FS) on establishment of weighbridge system for 
Bouffa landfill 

Little progress has been made on this activity. 

2.2 Establish weighbridge system for Bouffa landfill 

This activity can start only after the weighbridge is installed. 

2.3 Develop and update a centralized data management system at Bouffa 
landfill with a weighbridge system 

This activity can start only after the weighbridge is installed. 

2.4 Develop the operational/ management master plan for Bouffa Landfill to 
incorporate data management 

Daily operational logs have been developed to commence the collection and 
analysis of the present operation. The analysis of the collected data will support 
the development of the master plan in 2014. 

2.5 Develop closure plan for Luganville disposal site 

Mr. Amos Mathias, PVMC counterpart well trained and experienced in sanitary 
landfill traveled to Luganville to visit the disposal site there and discuss with the 
LMC counterpart on the landfill closure requirements. 

OUTPUT 3: CAPACITIES FOR WASTE MANAGEMENT AT THE NATIONAL 
AND LOCAL GOVERNMENT LEVEL ARE ENHANCED 
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3.1 Conduct in-country training on waste characterization 

During this fiscal year training was done for Lenakel officials. 

3.2 Undertake in-country training on landfill management/ operations 

No training in-country training was conducted during this fiscal year. 

3.3 Conduct training for waste collection operators/ handlers 

This activity is planned to start in 2014. 

 

G-3 Endorsement of Amended PDM 

Mr. Roger Tary, together with Mahmoud Riad (SWM Expert E) then explained 
the amended PDM as recommended by the Mid-Term Review Mission mostly for 
the Indicators and their Means of Verification. Amendments for the indicators are 
summarized below as follows. 

Item Original Objectively Verifiable 
Indicators 

Amended Objectively Verifiable 
Indicators 

Overall 
Goal 

Sustainable management of solid waste in the Pacific Region is 
enhanced. 
1. to be discussed 1-1. 60% of the registered experts 

(trainers) on the SPREP list will 
participate as trainers at least one 
workshop and/or training in region 
and/or in-country should there be 
an opportunity for them to do so. 
1-2. Amounts of waste disposal at 
Port Vila & Luganville landfills are 
decreased by at least 7% 
respectively. 

Project 
Purpose 

Human and institutional capacity base for sustainable Solid Waste 
Management in the Pacific Region is strengthened through 
implementation of the Pacific Regional Solid Waste Management 
Strategy (2010 – 2015) (RS2010) 
1. # of experts (Trainers) in the 
field of landfill management 
listed in the SPREP inventory 
2. Amount of waste disposal at 
Bouffa landfill is decreased by 
XX % 
3. Capacity of landfill 
management is enhanced. 

1. Three experts are listed in the 
SPREP inventory. 
2. Bouffa and Luganville landfill are 
managed as planned in the Annual 
Operation Plans 
3. One or more provinces 
implement their respective action 
plans to promote minimizations and 
composting in respective 
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Item Original Objectively Verifiable 
Indicators 

Amended Objectively Verifiable 
Indicators 

provinces. 
Output 1 1.1 Amount of organic waste 

generated from households 
and market is reduced by 5% 
(Port Vila) 
1.2 NWMS is established 
1.3 Collection system for cans 
is established 

1.1 Amount of organic waste 
generated from market is reduced 
by 20% (Port Vila) 
1.2 Same 
1.3 Same 

Output 2  No amendments recommended 
Output 3 3.1 # of trainings conducted 

with each local authority Port 
Vila, Luganville &Lenakel 
3.2 # of participants trained on 
waste characterization, landfill 
management/operation/waste 
collection operators in each 
local authority Port Vila 
Luganville &Lenakel 

3.1 More than one provincial officer 
recognizes the importance of waste 
minimization and SWM 
3.2 Manual for developing Solid 
Waste Management master plans 
at province level is prepared 

H. ANY OTHER BUSINESS 

Some changes to the Counterpart team have been reported. Mr. Trinison Tari, 
Senior Environment Officer, DEPC will replace Ms. Carol Rovo who has 
departed on a study leave as of February 2014. Ms. Rovo’s efforts in 
coordinating the project activities were recognized by the Chair and participants. 

Three new counterparts will be joining the Project: 

Mr. Berry George, Market Waste Officer, PVMC 

Ms. Gina Tary, Waste Management Officer, LMC 

Mr. Ray Eddie, Environmental Officer, LMC 

From the J-PRISM side, Ms. Melinda Lessa has been appointed as the Project 
Assistant. And lastly, J-PRISM SWM Expert E and E2, Mahmoud Riad and 
Takatoshi Arai will be concluding their assignment in March 2014. JICA will 
tender for SWM Expert who will be assigned in the new fiscal year 2014. 

I. CLOSING OF THE MEETING 

Mr. Peter Sakita, LMC Town Clerk, at the conclusion of the meeting thanked all 
the participants who traveled from Port Vila and Lenakel to attend as well as the 
participants from the various organizations in Luganville. 
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Mr. Roger Tary, Project Manager, then thanked everyone for their inputs and 
contributions to the discussions held during the meeting. He thanked LMC for 
hosting the meeting and the Project Team for the implementation of activities 
and the progress already made. He also thanked JICA and the government of 
Japan for its continuing financial support to this project. He wished everyone and 
the project a success. 

He declared the meeting officially closed. 
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ANNEX 1: MEETING AGENDA 

08:20 Arrival of participants from Port Vila  
08:45 – 09:20 Registration Mr, Andrew Ala, Facilitator 
09:20 – 09:40 Opening of the Meeting by the Chairman 

Confirmation of the Agenda 
Mr. Albert Williams 

09:40 – 09:50 JICA Vanuatu Office Welcome remarks Ms. Yoko Asano 
09:50 – 11:00 J-PRISM Progress Report Mr. Andrew Ala/ Mr. Roger Tary/ 

Mr. Tom Nalau  
11:15 – 11:30 Tea/ Coffee break  
11:30  – 12:30 Field Visits (Luganville Waste Disposal Site, 

Composting at market, aluminum can 
cages/toner cartridges, etc.) 

Mr. Andrew Ala 

12:30 – 13:30 Lunch Hosted by Government of 
Vanuatu 

13:30  – 14:30 Groups discussions 
Three topics were discussed: 
Topic A – Pre-paid Bag System 
Topic B – Composting and Recycling 
Topic C – Collection and Landfill 

Ms. Mary O'Reilly 
Participants were divided into 
three groups. 
Each Group summarized the 
discussions of the respective 
Group to share with all the 
participants. 

Closing of the Stakeholder Session 
14:30  – 15:30 1. MTRM Recommendations Mr. Makoto Tsukiji 

2. PO Activities progress review for year 2013 Mr. Roger Tary/ Mahmoud Riad 
3. Endorsement of amended PDM/PO Mr. Roger Tary/ Mahmoud Riad 
4. Other project related discussion All 

15:30  – 16:00 Summation and Meeting closing Director Albert Williams 
Luganville Town Clerk 

16:00 – 16:30 Tea/ Coffee break and networking  
16:30 To the Airport Participants returning to Port Vila 
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ANNEX 2: LIST OF PARTICIPANTS 

1 Albert Williams Director, DEPC (Project Director) 

2 Peter Sakita Town Clerk, Luganville Municipal Council 

3 Yoko Asano Project Formulation Advisor, JICA 

4 Makoto Tsukiji Project Coordinator, J-PRISM 

5 Andrew Ala Luganville Municipal 

6 Gina Tari Luganville Municipal 

7 Ray Eddie Luganville Municipal 

8 Cr Pedro Lapisae Luganville Municipal 

9 Sean Toland VSA, Luganville Municipal 

10 Prosper Buletare Sanma Province 

11 Anacleth Philip Sanma Province 

12 Zachariah Daniel Sanma Province 

13 Mary O’Reilly VSA, Sanma Province 

14 Scott Kaltavara Department of Biosecurity 

15 Nellie Charley NCYC 

16 Ian Bannie Department of Tourism 

17 Kieth Jacob Health Dept 

18 Roger Tary PVMC (Project Manager) 

19 Amos Mathias PVMC 

20 Utako Jinno JOCV, PVMC 

21 Mayuka Kozawa JOCV, DEPC 

22 Tom Nalau Lenakel Municipal 

23 Elizabeth Brown VSA, Lenakel Municipal 

24 Brian Roberts WSB/NCYC 

25 Noella Rori Wan Smol Bag/NCYC 

26 Harrisson Selmen Daily Post 

27 Walter Matthew The Daily Post 

28 Melinda Lessa DEPC 

29 Mahmoud Riad SWM Expert E, J-PRISM 
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ANNEX 3: SUMMARY OF THE GROUP DISCUSSIONS 

The participants were divided into three groups. Three topics were addressed by 
each group, namely; Topic A – Pre-paid Bag System, Topic B – Composting and 
Recycling, and Topic C – Collection and Landfill. Mr. Prosper Buletare, Mr. Mary 
O’Reilly and Mr. Sean Toland facilitated the group discussions. 

Each Group discussed for about 40 minutes. The facilitators then presented 
each group’s discussions to the participants. 

The results of the discussions are summarized below. 

A. Pre-Paid Bag System 
• Consultation is required before introduction 
• Public must be well informed 
• Consequences of introducing this initiative must be well considered 
• Public awareness will be the key to success 
• An efficient collection system must go hand in hand with this new initiative 
• Good legislation is required to support this 
• Distribute free bags for a short time before the residents have to start 

paying to encourage participation 
• Political support will be essential to its success 
• This is the fairest way to charge for waste 
• This will encourage composting so need to provide support to enable 

more composting 
 
B. Collection and Landfill 

• Waste collection schedule is required 
• Vehicles must be regularly maintained 
• Heavy machinery is necessary and also must be maintained 
• Waste on the collection truck should be covered when it is on its way to 

landfill to stop litter flying on to the roads 
• Multiple vehicles are necessary to ensure consistent service is provided 

when break downs occur 
• Financial records are essential 
• Biosecurity, hospital waste and expired stock from business houses are 

waste streams which need to be treated separately 
• Site guidelines should be developed 
• Good waste minimization practice will extend the life of the landfill 
• Need to make residents aware of the ways they can reduce their waste so 

that when the pre-paid bag is in place they will not need to pay for a lot of 
bags. 

• Improved quality of the roads would prevent the collection trucks getting 
damaged so often and also a better road naming process would make 
collection schedules a lot easier 
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• Privatizing the Collection system (some or all) should be considered 
• A standardized collection container would make the collection system 

more efficient and also safer for the waste truck staff. 
 
C. Composting and Recycling 

• Many residents don’t know anything about how to compost; education 
and awareness is a priority 

• Some residents do not have enough space on their property to compost 
• Many households currently feed their animals their food waste 
• Need to design, build and sell a compost bin for small/ limited spaces and 

also a standard compost bin, - possible small business opportunity here 
• Plastic bags and plastic bottles are a common waste stream which needs 

to be addressed 
• Need to reduce plastic bags either through a plastic bag levy or through 

providing alternative options, paper bags, reusable cloth bags, eco bags, 
etc. 

• Awareness of our systems needs to be provided to those in the outer 
islands so that when they visit the urban centers they know what 
behaviors are expected of them 

• Port Vila and Luganville should combine resources to implement a 
feasibility study on cardboard recycling opportunities for Vanuatu. 
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ANNEX 4: RECOMMENDATIONS OF THE MID TERM REVIEW 

To the Project (Implementing Agency and JICA experts) 
1) Revision of the current PDM and PO 
2) To review and apply necessary and/or additional inputs to recover the Project delay 
3) To collaborate with and learn from the waste management advisor of LMC (VSA volunteer) 

with regard to how she proceeds with her activities.   
4) Maximize the advantages f being a regional project, by sharing 3Rs promotion ideas and 

materials with other member countries (in particular the Solomon Islands which shares a 
similar cultural background and language). 

5) To make clear distinction between C/Ps and supporting members: C/Ps are the direct 
target to receive technical transfer, and they are the ones taking tasks and responsibility of 
project activities.  Therefore, JOCV volunteers shall not be listed as C/Ps but as 
supporting members of the Project, and, it is possible to include the VSA volunteers in 
LMC as supporting members of the Project.     

6) To involve decision making level officers and leaders to the Project   
To JICA Overseas Office/JICA headquarter 
1) To prevent change of Japan’s input affect the progress of the Project negatively, JICA shall 

find solutions and/or alternatives as soon as possible.  
2) Longer attachment of JICA experts to provide more guidance and technical advises. 
3) To consider attaching a project assistant who works under both DEPC and EHD of PVMC 

to ensure the continuity of the Project while JICA experts are not in the country. 
To the Government of Vanuatu and PVMC 
1) Allocation of more PVMC staff-members as project C/Ps: Currently, apart from the Project 

Manager, only two staff from the Landfill operation are recognized as C/Ps from PVMC. 
Waste Management is a cross-cutting issue and as the main counterpart organization of 
the Project, it is essential to involve all sectors of PVMC, such as, Sanitation (collection), 
Green space (cleaning), Corporate Services (Market House), Finance, Planner, Training & 
Development, and Public Works Dept. Additionally, there is a need to fill the vacancy for a 
SWM officer in Environmental Health. 

2) To share Project information with the Ministry of Education: It is advisable that the Ministry 
of Education be included as an agency for information sharing regarding 3Rs, composting 
and waste separation towards the possibility of 3Rs inclusion in future curriculums. 

Modification of PDM/PO (including the suggestion of indicators for the Overall Goal at national 
level) 
It is highly recommended that a revision of the PDM be done immediately.  This should 
enhance the logical correlation between activities – outputs – project purposes, and to set 
appropriate verifiable indicators (for details please refer to attachment 4. Suggestions for 
revising the PDM). 
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ANNEX 5: PROGRESS OF THE PROJECT SHOWN ON THE PLAN OF 
OPERATIONS 

 Output and Associated Activities 2011-12 2012-13 2013-14 

Scheduled Progress    

Actual Progress    

OUTPUT 1Waste disposal amounts in the urban and peri-urban areas are reduced 
through minimization mechanisms 

1-1-1 Undertake waste characterization studies 
(Port Vila) 

   

   

1-1-2 Undertake waste characterization studies 
(Luganville) 

   

   

1-1-3 Undertake waste characterization studies 
(Lenakel) 

   

   

1-2 Explore the use of organic waste for 
composting in partnership with Agriculture 
Department/ Organic Farming groups and 
Ministry of Health (Port Vila and Luganville) 

   

   

1-3-1 Review and finalization of National Waste 
Management Strategy (NWMS) 

   

   

1-3-2 Development of National Solid Waste 
Minimization Strategy (NSWMS) 

   

   

1-3-3 Review, evaluation and updating of waste 
management plan of Port Vila Municipality 
(2008 year) 

   

   

1-4 Establish and implement collection system for 
cans and plastic bottles (Port Vila) 

   

   

1-5 Establish and implement collection system for    
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 Output and Associated Activities 2011-12 2012-13 2013-14 

Scheduled Progress    

Actual Progress    

cans and plastic bottles (Luganville)    

OUTPUT 2Existing waste disposal sites (Bouffa and Luganville) are improved 

2-1 Conduct Feasibility Study (FS) on 
establishment of weighbridge system for 
Bouffa landfill 

   

   

2-2 Establish weighbridge system for Bouffa 
landfill 

   

   

2-3 Develop and update a centralized data 
management system at Bouffa landfill with a 
weighbridge system 

   

   

2-4 Develop the operational/ management master 
plan for Bouffa landfill to incorporate data 
management 

   

   

2-5 Develop closure plan for Luganville disposal 
site 

   

   

OUTPUT 3Capacities for waste management at the national and local government 
level are enhanced 

3-1 Conduct in-country training on waste 
characterization 

   

   

3-2 Undertake in-country training on landfill 
management/ operations 

   

   

3-3 Conduct training for waste collection 
operators/ handlers 
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D サモア 

添付資料 1 廃棄物減量化パイロットプロジェクト 
添付資料 2 ウェイブリッジデータ分析 
添付資料 3 PDM および PO 修正版 
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添付資料 D-1 廃棄物減量化パイロットプロジェクト 
Seumanu Mikaele Teofilo 
2014 年 2 月 6 日 

廃棄物減量化パイロットプロジェクト 

プロジェクトの概要 

1 プロジェクトの

目的 
廃棄物に含まれる資源化物の分別と分別回収を徐々に導入す

る。 

廃棄物減量化における官民パートナーシップの可能性を探る。 

2 対象地区 ゾーン A 

3 対象世帯数 120 世帯 

4 事業者 2 軒のホテルおよび 3 件のスーパーマーケット 

5 プロジェクトの

ステークホルダ

ーとそれぞれ役

割 

1) MNRE – プロジェクトの計画策定、モニタリング及び調整 

2) Jaffa’s Sanitary System – 資源物回収とリサイクル業者への運搬 

3) Pacific Recycle Company – 資源化物の受取、分別および計量と

リサイクル 

6 開始日 2013 年 11 月 2 日 

7 Project period 2014 年 11 月 1 日 

8 対象資源化物 全ての資源化物（スチール、銅、鉄、アルミニウム、プラスチ

ックボトル、ブリキ缶、粗大ごみ） 

9 プロジェクト 

コンポーネント 

1) 参加者の間で MOU を締結 

2) 住民および市長、チーフに対する意識啓発を実施 

3) 資源化物を入れるための白いバッグを住民に配布。バッグを

回収し、空の袋を置いていく。 

4) 毎月第 2 と第 4 土曜日に資源化物を回収（当初は毎週回収を

していたが、回収量が少なかったため 2 月に変更された） 

5) 回収量を記録 

6) 月に一度プロジェクトレビュー会議及び情報交換を実施 
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プロジェクト対象地域 
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Seumanu Mikaele Teofilo 

2014 年 2 月 6 日 

ゾーン A 都市部における廃棄物減量化パイロットプロジェクト  
資源化物回収結果報告書（第 1 回） 

導入: 

廃棄物減量化パイロットプロジェクトでの資源化ごみの回収は 2013 年 11 月 2 日に開始

された。しかし、第 1 回の回収日については数世帯のみがこの活動を認識していただけ

であった。というのも、粗大ごみや資源化物のほとんどが、同地域で 2013 年 10 月 31
日に開催されたごみバザーですでに回収されていたためである。  

第 2 回の回収は 2013 年 11 月 9 日に行われたが、今回はパイロットプロジェクトの回収

日を 60 世帯以上が認知していた。私は回収作業の間、収集車を追跡した。天気は非常

に悪く、強い雨が降っていたが、我々は全ての地域を回った。120 世帯の活動参加家庭

のリストを作成した。 

回収は 2014 年 2 月の第 1 週まで、毎週土曜日とクリスマスと正月休暇中に行った。我々

は対象地域を 2014 年 3 月までにゾーン A 全域に拡大することを目指している。粗大ご

みの回収は、2014 年 1 月まで 3 か月ごとに実施した。また、リサイクル業者はホテル 2
軒、スーパーマーケット 3 件から資源化物用カーゴの回収も行った。 

添付: 

廃棄物減量化パイロットプロジェクトにおける回収の様子については以下の写真を参

照されたい。 
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住民に配布された袋 
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スーパーマーケットで使用されている鉄製ケージ 

大洋州リサイクル計量明細書 

ごみ減量化パイロットプロジェクト   日にち: 2013年 11 月から 2014 年 1月 

No 品目 重量 (kg) 単価/ Kg 
1 鉄 2,875  

2 鉄 350  

3 7 Fridges   
4 7 W / Machines   
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添付資料 D-2 ウェイブリッジデータ分析 
処分場に入る全ての運搬車両はウェイブリッジを通過する。日付、到着時刻、車両登録

番号、顧客またはごみ排出者または排出場所、そしてごみの種別が自動的にウェイブリ

ッジのコンピュータに入力される。定額料金の値はコンピュータプログラムにインスト

ールされており、車両が通るごとに課金される。料金は積載量に基づき決められるわけ

ではない。 

ごみを積んだ車両の重量と空車の重量が測定されると、ウェイブリッジのオペレーター

が手作業で記録する。これらの数値はウェイブリッジのコンピュータプログラムに蓄積

されない。 

カウンターパートはウェイブリッジのデータを手作業でエクセルシートに入力する。そ

の際以下のように分類する。 
(1) 課金（Charge Category）：この分類は企業にのみ適用され、対象となる企業は事業活

動から発生した廃棄物を搬入する。企業は、排出費用を月毎に支払うという契約

を MNRE の会計課と結び、毎月請求される。  

(2) 現金支払い（Cash Category）：この分類は、家庭ごみ事業系ごみ問わず、各自のご

みを処分場に搬入する会社または個人に適用される。料金はウェイブリッジにて

支払う。 

(3) 契約者（Contractor Category）：この分類は MNRE に委託された収集業者に適用される。

収集業者はサモアの異なる地域（ウポル及び、小規模な島であるアプリマ島、マ

ノノ島）からのごみの収集と運搬を行う。 

カウンターパートと SWM 専門家 E はエクセルシートを作り入力データの分析と月報の

作成を行った。 

月報の例をここに添付する。 
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Month: August Year 2013 Compiled

1. SUMMARY
1.1 Total waste amount 558,223 kg/ month
1.2 Total number of trips 630 Trips/month
1.3 Total working days 26 Days
1.4 Average waste/day 21,470 Kg/working day
1.5 Ave. trips/day 24.2 Trips/day

2. WASTE DISTRIBUTION BY PAYMENT CATEGORY
2.1 Charge 122,367 kg/ month 22% % of total
2.2 Cash 171,182 kg/ month 31% % of total
2.3 Contractors 264,674 kg/ month 47% % of total
2.4 Other services N/A kg/ month N/A % of total

3. WASTE AMOUNT BY CONTRACTOR
3.1 Jaffa's Sanitary System 48,710 kg/ month 20.2% % of contractor total
3.2 Blue Bird Constructions 53,120 kg/ month 22.0% % of contractor total
3.3 West End 42,870 kg/ month 17.7% % of contractor total
3.4 Alafua Transport 52,880 kg/ month 21.9% % of contractor total
3.5 Iakopo Development 39,680 kg/ month 16.4% % of contractor total
3.6 Jed's Star Company 1,944 kg/ month 0.8% % of contractor total
3.7 Ulumasui Leva'a Sauso 810 kg/ month 0.3% % of contractor total
3.8 R & M Lawn Mowing 1,670 kg/ month 0.7% % of contractor total

4. DAILY WASTE FLUCTUATION

Monthly Weighbridge Report
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Month: September Year 2013 Compiled

1. SUMMARY
1.1 Total waste amount 705,350 kg/ month
1.2 Total number of trips 622 Trips/month
1.3 Total working days 26 Days
1.4 Average waste/day 27,129 Kg/working day
1.5 Ave. trips/day 23.9 Trips/day

2. WASTE DISTRIBUTION BY PAYMENT CATEGORY
2.1 Charge 118,320 kg/ month 17% % of total
2.2 Cash 307,780 kg/ month 44% % of total
2.3 Contractors 279,250 kg/ month 40% % of total
2.4 Other services N/A kg/ month N/A % of total

3. WASTE AMOUNT BY CONTRACTOR
3.1 Jaffa's Sanitary System 71,080 kg/ month 27.5% % of contractor total
3.2 Blue Bird Constructions 77,590 kg/ month 30.0% % of contractor total
3.3 West End 24,470 kg/ month 9.5% % of contractor total
3.4 Alafua Transport 70,180 kg/ month 27.1% % of contractor total
3.5 Iakopo Development 11,190 kg/ month 4.3% % of contractor total
3.6 Jed's Star Company 1,550 kg/ month 0.6% % of contractor total
3.7 Ulumasui Leva'a Sauso 1,380 kg/ month 0.5% % of contractor total
3.8 R & M Lawn Mowing 1,130 kg/ month 0.4% % of contractor total

4. DAILY WASTE FLUCTUATION

Monthly Weighbridge Report
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Month: October Year 2013 Compiled

1. SUMMARY
1.1 Total waste amount 620,730 kg/ month
1.2 Total number of trips 480 Trips/month
1.3 Total working days 26 Days
1.4 Average waste/day 23,874 Kg/working day
1.5 Ave. trips/day 18.5 Trips/day

2. WASTE DISTRIBUTION BY PAYMENT CATEGORY
2.1 Charge 51,100 kg/ month 8% % of total
2.2 Cash 242,210 kg/ month 39% % of total
2.3 Contractors 327,420 kg/ month 53% % of total
2.4 Other services N/A kg/ month N/A % of total

3. WASTE AMOUNT BY CONTRACTOR
3.1 Jaffa's Sanitary System 87,870 kg/ month 28.1% % of contractor total
3.2 Blue Bird Constructions 74,380 kg/ month 23.7% % of contractor total
3.3 West End 40,290 kg/ month 12.9% % of contractor total
3.4 Alafua Transport 76,070 kg/ month 24.3% % of contractor total
3.5 Iakopo Development 30,220 kg/ month 9.6% % of contractor total
3.6 Jed's Star Company 2,170 kg/ month 0.7% % of contractor total
3.7 Ulumasui Leva'a Sauso 1,660 kg/ month 0.5% % of contractor total
3.8 R & M Lawn Mowing 530 kg/ month 0.2% % of contractor total

4. DAILY WASTE FLUCTUATION

Monthly Weighbridge Report
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添付資料 D-3 変更後の PDM 
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